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			異世界の迷宮都市で治癒魔法使いやってます④

			幼馴じみ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。
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			第１話　修羅場

			　

			　やばい。この状況は、過去最大級にやばい。

			　……ルルカは、とんでもない爆弾を残して行ってくれた。

			「ご、ご主人様がルルカさんに、キ、キ、キスされ……」

			　背後から、そんなユエルの声が聞こえた。何がやばいかといえば、そう、キスだ。

			　ミスコンの会場。ユエルやエリス、アリアまでもが見ている中で、俺はルルカにキスされた。

			　ルルカは恥ずかしいのか、すぐに走り去ってしまったけれど。

			　今、俺の背後にはユエルだけでなく、エリスもいる。

			　どう言い訳をするか、考えないといけない。

			　今すぐに。何か。弁明を。

			　でも、考えないといけないのだけれど……考えられない。

			　この修(しゆ)羅(ら)場(ば)を乗り切るよりも、気になることがあるからだ。

			　俺の視線の先にいる、あの女。

			　黒髪の聖女、フィリーネ。

			　祭りに合わせてこの街にやってきた、メディネ教会の神官。

			　その彼女の「見つけた」という、唇の動き。

			　……それが、俺の思考のリソースを、全て奪っていった。

			　俺と目が合うと、フィリーネはニコリと微笑(ほほえ)んだ。

			　笑顔のはずなのに背筋に寒気が走るのは、やはりさっきの、フィリーネの口の動きが原因だろう。声までは聞こえなかったが、「見つけた」、そう呟(つぶや)いたような気がする。

			　……ど、どういう意味だろう。

			　間違っても「あの時のかっこいい黒髪の人。時間がなくてあまり話せなかったけど、まさかこんな場所で再会できるなんて！」みたいな展開ではないはずだ。

			　このミスコン会場に来る前に確かに一度会ってるが、特に色気のある会話はしていない。

			　あの時話したことといえば、髪の色が綺(き)麗(れい)だと言われたことと、治(ち)癒(ゆ)魔法使いなのかと確認されたことぐらい。

			　この可能性はありえない。

			　それに「見つけた」ということはあの聖女様は俺のことを探していたということになる。

			　……まぁ、教会の聖女様が探している人物というのに、心当たりはないでもないんだが。

			　おそらく、クランクハイトタートル事件の時に、街に大規模治(ち)癒(ゆ)魔法をかけた人物だ。

			　あれは、この街で神の奇跡とか呼ばれているらしいし。

			　街にあの大規模治(ち)癒(ゆ)魔法をかけたのは俺だ。つまり、探されていたのも俺だ。

			　見つけられてしまった。

			　ど、どうして見つけられてしまったんだろう。

			　ルルカたちをエクスヒールで治療した時は、ユエルが煙幕を張ってくれていたから見られていないはずなんだが。

			　煙幕の中には俺以外にも大勢の人がいたし。

			　偶然、煙幕を無効化するような便利な魔道具でも持っていたんだろうか。

			　……いや、違うか。

			　俺はあの聖女に、ミスコン前に話しかけられている。

			　推測でしかないが、あの聖女は既にこの街で、実力のある治(ち)癒(ゆ)魔法使いにある程度あたりをつけていたのかもしれない。

			　ミスコン前に俺と話をしたのも、この街では優秀な部類に入る治(ち)癒(ゆ)魔法使いの俺に探りを入れていた、とかで。

			　そんな状況で、突然煙幕が張られたかと思えば、煙幕の中の石化しかけていた人々が全員治療された。

			　その煙幕の中には、マークしていた優秀な治(ち)癒(ゆ)魔法使いのうちの一人がいた。

			　聖女から見れば、確定とは言わずとも、かなり高い確率で当たりに見えた。

			　おそらく、そういうことだろう。

			　さすがに、エクスヒール乱発はまずかったか。

			　まぁ、煙幕があろうがなかろうが、アースドラゴンのブレスで石化しかけていたルルカや他のミスコン参加者は治療していた。

			　男ならまだしも、目の前で巨乳美人たちが死んでいくのを放置なんてできるわけがない。

			　いずれにせよ、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力はバレていたんだろうけれど。

			　……それに、既にバレてしまったことはもう考えても仕方がない。

			　今重要なのは、この国の国教でもあるメディネ教の聖女様が、何の目的で俺を探していたのかということだ。

			　その目的次第で、今後の俺の行動も変わってくる。

			　主には今すぐ逃げるか、長いものに巻かれるかの二択になるけれど。

			　――と、そんなことを考えていると。

			「おお、これは聖女様。何やら魔物の襲撃があったと聞きましたが」

			　神官服を着た中年の男が、聖女に近づきながら声をかけた。

			　体格は、よく言えばふくよか。悪く言えばまるでオークのような、まるまるとした体型。

			　後ろには、ぞろぞろと屈強そうな神官服の護衛を連れている。

			　おそらく、こいつも教会の地位ある人物なのだろう。

			「……ダルノー大司教」

			　聖女にダルノー大司教と呼ばれたその神官は、周囲を見渡しながら崩れた仮設ステージや、転がる魔物の死(し)骸(がい)に視線を向ける。

			　それから、気を失ったアースドラゴンに目を留めた。

			　そして、地面に広がる石化の痕跡に視線をうつす。

			「……アースドラゴンですか。石化者の治療は……既に済んでいるようですな。魔物の襲撃があったと聞いて、私も微力ながら治療のお手伝いをと思ったのですが、どうやらその必要もないようで。さすがは聖女様ですなぁ」

			「いえ、私など。騎士や護衛の方々がいなければ今頃どうなっていたことか」

			　石化の治療の手伝い、ということはあのダルノー大司教とかいう神官もエクスヒールが使えるのだろうか。

			　まぁ大司教というのは、この街の教会のトップの役職だとエリスに聞いたことがある。

			　使えてもおかしくはないだろう。

			　これで俺の知る限り、エクスヒールが使える人物、二人目だ。

			　……でも、俺が知りたいのはそんなことじゃない。

			　俺が知りたいのは、あの聖女の目的だ。

			　……聖女があの大司教と話しているうちに、少しでも俺を探していた理由に関する情報を集めたい。

			　複数の護衛を連れた聖女と大司教が十数メートル先にいる時点で、俺はもう既にまな板の上の鯉みたいなものなのかもしれないが。

			「しかし、まさかこの迷宮都市で聖女様を襲撃するとは驚きました。邪神教徒の活動の拠点は王都と聞いておりましたしな。いやはや、ご無事で本当に何よりです」

			「アースドラゴンが出てきた時には驚きましたが、早々に気絶させることができたおかげで、幸いにも被害はありませんでした。あと一発でもブレスを放たれていたら、私の魔力量でも持たなかったかもしれませんが」

			　大司教と聖女が話を続ける。

			　邪神教徒、というのはなんだろうか。襲撃の時にも、あの聖女がそれらしいことを言っていた気がする。

			　そういえば、エリスが読んでいた聖書には、過去に邪神が人類を脅(おびや)かしたとか書いてあったか。やはり、宗教対立とかがあるんだろうか。

			　……というかあの聖女、さっきはもう魔力が切れたとか言っていたのに、まだ少し余裕がありそうな口ぶりだ。

			　もしかして、あの魔力切れ発言は俺を釣るための嘘だったりしたんだろうか。

			　サクラを使って信仰集めをしていた時にも少し思ったが、なんだかこいつ、腹黒そうだ。

			　さっきから、ずっと張り付けたような笑顔で大司教と話を続けているし。

			「なるほどなるほど……しかし、聖女様もお疲れでしょう。ぜひとも我が教会でお休みになられてください」

			「……ダルノー大司教、お言葉はありがたいのですが、私はすぐにでも今回の襲撃と対応について、メイルハルツ様と話をしなければなりません。先日から続けていた寄付金の件のお話もまだ終わっておりませんし、引き続きメイルハルツ様のお屋敷にお世話になろうと思います」

			「……そうですか。それでは仕方ありませんな」

			　メイルハルツというのは、確かフランの家名だったか。

			　つまりはフランの父親、領主と話をするということだろう。

			　……今回の魔物の襲撃、騎士団の責任問題になったりするんだろうか。

			　まぁ、都市のど真ん中でこんな事件が起きたんだ。

			　しかも、狙われたのは国教の聖女なんて肩書きを持つ重要人物。

			　普段から街の警備を担当している騎士が責められるのも仕方がない。

			　そして、各都市の騎士団を指揮統括しているのは、その地の領主だ。

			　騎士の責任は、領主の責任。そこを追及されてしまうのかもしれない。

			　領主のおっさん、心労で倒れなければいいけど。

			「それでは失礼します。またお会いしましょう、ダルノー大司教」

			　そして、二人の話が終わった。

			　聖女は振り向くと、いよいよこちらに近づいてきた。

			　煙幕が晴れた直後の、あの「見つけた」という言葉。

			　その時の口の動きが、脳内で蘇(よみがえ)る。

			　俺はいったい、これからどうなるんだろう。

			　聖女の目的は、なんなのだろう。

			　わからない。なんだか、チリチリと嫌な予感がする。

			　さっきは逃げることも選択肢に入っていたが、冷静になればなるほど、逃げることは無理に思えてきた。

			　国教の聖女。

			　どれほどの権力を持っているのかは知らないが、少なくとも逃げる俺を捕まえるぐらいの力は持っていそうだ。

			　たとえ今すぐ人混みに紛れて逃げたところで、相手がその気になれば、捕まるのは時間の問題だろう。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法を利用するために、身柄を拘(こう)束(そく)されたりするんだろうか。

			　街を救った功績を讃(たた)えてメディネ教に迎えるとかならまだ良いんだけれど。

			　自分で言うのもなんだが、俺には大きな利用価値がある。

			　先のクランクハイトタートル事件でわかったが、俺には街を覆(おお)い尽くすほどの治(ち)癒(ゆ)魔法を行使できるだけの魔力がある。

			　これはつまり、街にどんな伝染病、風土病が大流行しようとも、俺一人がいればなんとかなるということだ。

			　権力者なら、喉から手が出るほどほしいはず。

			　しかも、その権力者が治(ち)癒(ゆ)魔法に深い関わりのある大宗教ともなれば、絶対に確保したい人材のはずだ。

			　拘(こう)束(そく)されるだけならまだ良いが、権力にものを言わせて無理矢理奴(ど)隷(れい)紋(もん)のようなものを刻まれて、監禁されてもおかしくない。

			　まだ、エリスに手を出せていないのに。

			　ルルカともやっと良い感じになったばかりなのに。

			　俺には、まだやらなければならないことがある。

			　でも、国教という強大な権力を前に戦うなんてありえない。

			　逃げるのも愚策だ。捕まった後、もっと立場が悪くなる。

			　……つまりは、俺が今すべきことは、交渉。

			　この聖女を相手に、どれだけ俺の権利を認めさせるか、そういう戦いになるだろう。

			　聖女が、もう目の前にいる。

			　時間は残されていない。

			　覚悟を決めて、俺は聖女と話をしようと――

			　――したけれど、聖女は俺に視線すら向けずに、横を通り過ぎていった。

			　俺のすぐ横を通って、広場を出て行く聖女とその護衛たち。

			　引き返してくるような気配も、振り向くような様子もない。

			　おそらく、領主の館に向かったんだろう。

			　……あ、あれ？

			　まるで意識すらされてないような、華(か)麗(れい)なスルー。

			　少し話したこともあるんだし、ここまで近くに来たら軽く目線を合わせるぐらいしてもよさそうなのに。

			　できれば何事も起こってほしくないと思ってはいたが、ここまで何も起きないとそれはそれで違和感がある。

			　もしかして「見つけた」というのは、俺の勘違いだったのだろうか。

			　……い、いやでも、確かにそう見えた。

			　目も合ったし、その後ずっとこっちを見つめていたし、しかも、それから微笑(ほほえ)んだし。

			　何かしら理由があるはずだ。

			　そんなことを考えていると、ふと、あのダルノーとかいう大司教と目が合った。

			　……あぁ、本命はこっちか。よく考えれは、聖女はまだ若い。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法の実力はあっても、あまり重大なことは決められないのかもしれない。

			　あの大司教の、真剣な表情。

			　全てを見透かそうとするかのような、鋭い瞳(ひとみ)。

			　どんな嘘をついてもバレてしまいそうな、そんな風格を感じる。

			　聖女から引き継いで、あの中年の大司教が俺の今後の処遇について話をする。

			　つまりはそういうことだろう。

			　……いや、待て。やっぱりこれも違うわ。

			　大司教の視線が、ちょっとずれている。

			　よく見たら、こいつ俺を見ていない。

			　大司教は俺の後ろにいるエリスを見ている。

			　修道服に包まれた、エリスのエロい身体を見ている。

			　なるほど、見透かそうとしていたのはエリスの服か。
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			　眼光が鋭かったのは、少しでもエリスを精細に見ようと目を細めていたんだろう。

			　真剣な表情なのも、全力でエリスの服の中を妄想していたからなのだろう。

			　まぁ、気持ちはわからないでもないけれど。

			　エリスは美人だし。俺も多分、毎日のようにあんな表情でエリスを見ているはずだ。

			　やはりあの大司教はエリスを舐め回すように見るだけで、俺を見ていない。

			　大司教や、その護衛の神官が話しかけてくるような様子もない。

			　それに思い返してみれば、聖女も大司教も、俺のことなんて一言も話していなかった。

			　本当に俺の勘違いだったんだろうか。

			　でも、あれは確かに……。

			　いや、事実、俺は教会の人間に意識されていない。

			　いくらそう見えたとしても、そう見えたというだけ。

			　俺の勘違い、だったのだろう。

			　……。

			　帰ろうかな。

			　ミスコンも、もう続行できそうにないし。

			　そして帰ろうとして、再び気づいた。

			　聖女のことが気になって、つい頭から消えてしまっていたが、ルルカと色々あったんだった。

			　しかも、それをユエルやエリスに見られていたんだった。

			　よく見れば、アリアも俺のいる方向を睨(にら)むように見つめている。

			　こっちに駆け寄る途中で先輩騎士に捕まったのか、何やら説教を受けているようではあるけれど。

			　仕事を放(ほう)棄(き)してこっちに来ることはできなかったんだろう。でも、凄(すご)く見られている。

			　忘れてた。修(しゆ)羅(ら)場(ば)なんだった。

			　少し視線を下げてみれば、何も言わずに下を向いているユエルがいた。

			　……そういえば、さっきから服をくいくいと引っ張られる感覚があった気がする。

			　状況が状況だったから、無視してしまっていたが。

			　どうやら無視されすぎて、落ち込んでしまっているようだ。

			　……まずは、このユエルをどう慰(なぐさ)めようか。

		

	
		
			第２話　襲来

			　

			　ミスコン襲撃事件から数日が経った。

			　結局、あれから聖女やメディネ教の関係者が俺を訪ねてくるようなことはなかった。

			　もしかしたら聖女は人前で俺と話をしたくなかっただけで、後日訪ねてきたりするかもしれないとも思ったんだが。

			　あのクランクハイトタートル事件の時のエリアヒールは、街の人々に神の奇跡、なんて言われていた。

			　だから、その噂(うわさ)を守るためにあの観客ひしめくミスコン会場で俺と話すわけにはいかなかったのかもしれない。

			　後になってそんな考えも出てきたんだけれど、これも外れたようだ。

			　接触はせずとも行動を監視している、という可能性もあったが、誰かがもし俺を見張ったり尾行したりしていれば、まずユエルが気づく。

			　それとなくユエルに聞いてみても、そういう気配は感じていなかったようだ。

			　ならば、本当にあの「見つけた」というのは俺の勘違いだったのだろう。

			　というわけで、平穏である。

			「ご主人様、タオルをどうぞ」

			「あぁ、ありがとう、ユエル」

			　ルルカにキスされた件でユエルのメンタルがどうなるか、というのも不安だったが、それも特に問題はなかった。

			　まぁ多少の影響はないでもなかったが、以前ルルカの胸を揉(も)んだ時のように大泣きしたりはしていない。

			　その影響というのも、最近いつも寝返りを打つだけでユエルの唇が頬(ほお)に当たりそうな位置にあって危険だとか。

			　ふと気づくと、ユエルが触れてしまいそうなぐらい近い距離で俺の頬(ほお)をじっと見ていることがあって危険だとか。

			　あとは、ついさっきまでのように、一緒に風呂に入っているといつも以上にユエルから強い視線を感じて危険だとか。

			　せいぜい、その程度である。

			　ユエルに酷(ひど)く落ち込まれたり悲しまれたりしたら対処に困ったところだが、これぐらいなら大丈夫だ。

			　まぁ今回は、あくまで俺はルルカにキス「された」だけであって、俺が何かを「した」というわけではない。

			　おそらく、ユエル的にはギリギリセーフだったんだろう。立ち直りは意外と早かった。

			　それに、よく考えたらユエルの行動はもともとこんなものだったような気もする。

			　案外、ルルカのこともそこまで気にしてはいないのかもしれない。

			　というわけで、とても平穏である。

			　ユエルからタオルを受け取り、体を拭(ふ)いて、着替える。

			　そして、そのまま風呂場を出る……が。

			　ふと脱衣所で、ユエルが着替えを中断して、首をぐるぐると動かしているのが目に入った。

			　地面にペタンと座ったり、壁によりかかってみたりしながら、何やら首を動かしている。

			　いったい、何をやっているんだろう。ストレッチか何かだろうか。

			　……そういえば。

			　ユエルがたまにしていた酒場のウェイトレスのバイトというのは、繁盛店だけあってそこそこ重労働だ。

			　もしかしたら、働く中で体のどこかを痛めてしまったのかもしれない。

			　ユエルなら、そういった怪(け)我(が)や疲労は、俺に迷惑がかかるからと隠してしまう可能性がある。

			　これは無視することはできない。

			「ユエル、何やってるんだ？」

			「えっと、酒場のウェイトレスさんが胸は吸うと大きくなるって言っていたんですけど、やっぱり私には無理みたいで……お風呂に入って体が柔らかくなれば、もしかしたら自分で吸えるかもしれないと思ったんですが」

			　無視するべきだったようだ。

			「ルルカさんも大きいですし、私も大きくなれば……その……」

			　そう言いながら、恥ずかしそうに俯(うつむ)くユエル。

			　……やっぱり、ルルカのことは気にしてたんですね。

			　しかし、どうやら本当に見なかったことにすべきだったようだ。

			「自分では吸えない」と言っていたユエルが、ハッと何かに気づいたような顔をして俺のことをじっと見つめてくる。

			　でも、俺にはその視線の意図を察してあげることはできない。

			　というか、ユエルは自分で吸おうとしていたけれど、おそらくそのウェイトレスさんは彼氏に吸ってもらっていたんだろう。

			　なぜユエルは自分で吸おうだなんて考えたんだろうか。

			　……もしかして、ユエルにこのことを吹き込んだウェイトレスさんは、自分で吸えそうなぐらいの巨乳なんだろうか。

			　ぜひとも紹介してもらいたいが、ユエルがもじもじと指や太ももをこすり合わせるように動かしながら、今にも俺に向けて何かを言おうとしている。

			　こんなことを考えている場合ではない。

			「あ、あの、ご主人さ――」

			「さ、さぁユエル！　早く着替えるんだ！　そ、そうだ、今日はユエルに治(ち)癒(ゆ)魔法を教えてやろう！　俺と一緒にいると魔力が上がるみたいだし、そ、そろそろ魔法のひとつくらい使えるようになってるかもしれないしな！」

			「もしよければ、吸っ――」

			「じゃ、じゃあ俺は部屋で待ってるから、早く着替えて来るんだ！　いいか、ちゃんと服を着てくるんだぞ！」

			　ユエルの声をかき消すようにまくし立てた後、逃げるように部屋に向かう。

			　聞こえていない。俺には何も聞こえてはいない。

			　しかし、どうしよう。

			　やはりユエルはルルカのことを大分気にしているようだ。

			　あの時は、ルルカ本人がすぐに立ち去ったから、なんとか宥(なだ)めることもできた。

			　でも、次にルルカと会った時、ユエルはいったいどういう反応をするだろうか。

			　あのミスコンの後、次ルルカと会ったらどうしようかなんて、どきどきそわそわしていたけれど、なんだか今は会いたいような会いたくないような、複雑な心境だ。

			　本音を言えば、ユエルやエリスにバレないように会いたい。

			　密会したい。

			　最終的にはエリスとルルカ、二人の好感度を上げてハーレムにしたい。

			　そういえば、エリスもだ。

			　エリスはエリスで、最近よく目が合うようになったかと思えば、目が合うと何やら難しい顔をしてすぐに逸らされる、ということがやたらと増えた。

			　エリスにも、何やら思うところがあるらしい。一応、弁解はしたが、あまり効果は感じられない。

			　まぁ、エリスは未婚の男女がキスをするとか、そういうことにかなり抵抗がありそうな性格だ。

			　キスは結婚してからするもの、ぐらいの高い貞(てい)操(そう)観念を持っていても不思議ではない。

			　ユエルの頭や耳を撫(な)でているだけでも、微妙な顔をしたりすることがあるし。

			　……エリス、ハーレムとか絶対に受け入れなさそうな気がする。

			　い、いや、でも、貴族や豪商なんかの一部では、一夫多妻なハーレムもままあるらしい。

			　一般的な家庭では一夫一妻が基本のようだし、エリスもルルカもそういう価値観を持っているけれど。

			　でも、制度的に認められている以上、着実に好感度を上げていけば、どうにかしてハーレムに持ち込む術(すべ)はあるはずだ。具体的な展望はまだないが。

			　と、そんなことを考えていると、ちょうどエリスが廊下の向こう側からやってきた。

			　おそらく、風呂に入るつもりなんだろう。

			　エリスは俺と目が合うと、ふっと目線を下に逸らして、そのまま廊下を進んでくる。

			「お、おうエリス。これから風呂か？」

			「……ええ」

			「あ、あー……そうだ、脱衣所にユエルがいると思うから、もしまだ服を着てなかったら着るように言ってくれないか？」

			「……ええ。言っておくわ」

			　声をかけるも、俯(うつむ)きがちにそっけない返事をするエリス。

			　最近、ずっとこんな調子だ。

			　やはり、あの件で好感度が下がってしまった感は否めない。

			　ルルカとは進展したけれど、エリスの方は一歩下がったような気がする。

			　いや、好感度が下がったというか、ただ落ち込んでいるだけのように見えなくもないけれど。

			　でも、エリスの性格ならあの一件で俺への好感度は下がっていると考えるのが自然だろう。

			　――と、そんなことを考えながらエリスを見ていると。

			　これから風呂に入るというエリスの肢体をじっと見ていると。

			　唐(とう)突(とつ)に、エリスが顔を上げた。

			「あ……」

			　そして、一瞬俺の目を見ると、すぐにまた目を伏せた。

			　どうしたんだろうか。

			　何かを言おうとしたようにも見えたけれど、胸をガン見していた俺の視線に気づいただけという気もする。

			「ご主人様、着替えてきました！」

			　おっと、早いですね、ユエルさん。

			　声とともに、ユエルが脱衣所から駆けてくる。

			　エリスのことは気になるが、今のユエルに自由に喋(しやべ)らせるのは非常によろしくない。

			　できるだけ俺が会話を主導し、胸のことに話題が向かわないようにしなければ。

			「あ、あぁ！　治(ち)癒(ゆ)魔法だな、治(ち)癒(ゆ)魔法。任せろ、俺が教えればすぐにヒールぐらい使えるようになる！」

			「はい、ご主人様が怪(け)我(が)をした時に治せるよう、私、頑張りますね！」

			　俺は自分で治せるから良いんだが。

			　しかし、ユエルはやる気に満ちている。これなら危険なことを口走ることもないだろう。

			　ホッと安心したところで、ユエルが不意にエリスに視線を向けた。

			「エリスさん、どうしたんですか？」

			　見てみると、エリスはさっきの位置から動いていない。

			　風呂に入ると言っていたのに、ぼーっと俺とユエルを眺めている。

			　そして俺が見ていることに気づくと、エリスは焦ったように視線を逸らし、

			「な、なんでもないわ、ユエルちゃん。それじゃあ、お風呂に入ってくるわね」

			　すぐに脱衣所に入って行った。

			　……これは、いよいよエリスの様子がおかしい気がする。ここはアリアあたりに、助言を頼むべきだろうか。

			　いや、でも、今アリアと顔を合わせたら、まず真っ先にルルカのことを問い詰められる気がする。

			　あの事件の後、アリアは魔物の死(し)骸(がい)の片付けや、観客の誘導なんかで俺と話す時間がほとんどなかった。

			　だが、会えば浮気だなんだと詰め寄られるのは間違いない。

			　というかあの姉思いなアリアに、最終的にはエリスも含めたハーレムを目指していますなんて言えば、下手をすれば叩き斬られそうだ。

			　それにそもそも、アリアは騎士団の仕事が忙しいのか、あれから一度も治療院に顔を出していないし、会うこと自体、まずできなさそうだ。

			　まぁ、街中であんな魔物の襲撃事件なんてあれば、忙しくても仕方ないのかもしれないが。

			「ご主人様？」

			　一向に部屋に向かわない俺に疑問を感じたのか、おずおずとユエルが顔を覗き込んでくる。

			　まぁ、考えても良い解決策は出てこない。今はユエルに治(ち)癒(ゆ)魔法を教えてやるか。

			「いや、なんでもない。それじゃ、治(ち)癒(ゆ)魔法の練習でもするか！」

			「はい！」

			　返事をしながら、ユエルの耳がピコピコと上下に揺れる。

			　耳からだけでもわかる感情の動き。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法が学べる、というのが相当嬉しいのかもしれない。

			　これはヒール程度ではなく、エクスヒールまで教えたくなる。

			　――が、そんなユエルの耳が不意にピンッ、と硬直した。

			　そして、なぜか俺の服をぎゅっと掴んでくる。

			　ユエルの表情を確認すると、不安と淋しさが混ざったような顔をしている。その理由は、すぐにわかった。

			「シキー、いるー？」

			　聞き覚えのある、快活な声。

			　それが、治療院の外から聞こえてきた。

			　こんな夜更けにいらっしゃい、ルルカさん。

		

	
		
			第３話　情報

			　

			　治療院の診察室。椅子に座って、ルルカと向かい合う。

			　ルルカは何やらそわそわした様子で、椅子に何度も座り直しながら、こちらを窺(うかが)っている。

			　今までも良くあった光景なはずなのに、好きだと言われた後というだけで、なんだか随分と変わって見える。

			「あ、あはは……ひ、久しぶりだね！」

			　照れたように首の後ろに片手を回し、視線を逸らすルルカ。

			　言うほど久しぶりというわけでもない。ほんの数日ぶりだ。

			「お、おう。こんな遅くにどうしたんだ？　治療か？」

			　おそらく、意識してしまっているんだろう。

			　自分が死ぬと勘違いして告白し、それに加えて頬(ほお)にキスまでした後だ。

			　あの時は、石化して死ぬかもしれないという緊張感や、それがなくなった時の解放感があった。非日常的な状態だった。

			　だからこそ、ルルカも勢いに任せてキスなんてしてしまったんだろう。

			　でも、今は違う。

			　少し時間が空いて、お互いに冷静になってしまっている。

			　こういう風に顔を合わせることなんて、あの時は考えてもいなかったに違いない。

			　なんだか気まずい。

			　……それに、俺も少し意識してしまっている。

			　治療費にかこつけて胸を揉(も)ませてきたこと。

			　冒険者として一緒に迷宮に潜りたがったこと。

			　それに、あのイヤリングの魔道具と、森で遭難した時に真っ先に駆けつけてきたこと。

			　好きだと言われた後だと、あれもこれもと繋げて考えてしまう。

			　ルルカはかわいい。顔立ちは整っているし、赤い髪も綺(き)麗(れい)だと思う。胸も大きい。

			　ミスコンで水着姿を見たけれど、巨乳なのに冒険者らしく締まるところは締まっていて、健康的なエロさがあった。性格も軽くて、話しやすい。そしてユエルとは違って、手を出せる年齢だ。

			　ここで俺もルルカが好きだとか言ったら、どうなるんだろう。考えただけでそわそわしてくる。

			　――でも、それはできない。

			　俺がルルカのことをどう思っているかはともかく、少なくとも今はできない。

			「……」

			　ユエルが、俺の膝の上に座っている。

			　ただ膝の上に座っているというわけではない。

			　座っている俺に、真正面から抱きつくような感じでユエルが座っている。

			　ユエルの頭越しにルルカも見えてはいるけれど、視界の下半分はユエルの顔で埋まっているような状態だ。

			　そんな至近距離からユエルはじっと俺の瞳(ひとみ)を見つめている。

			　……この状況でルルカとそういう話をする勇気は、俺にはない。

			「べ、別に怪(け)我(が)をしたっていうわけじゃなくて……治療じゃないんだけど……そ、その、治療じゃないと来ちゃ駄目、かな」

			　ルルカが恥じらいながらそう言うのと同時、ユエルの手が俺の服をキュッと掴んだのがわかった。

			　駄目だ。治療じゃないと治療院に来ては駄目という意味ではなく、こうもユエルが近くにいては、ルルカとまともに話すことなんてできない。

			　ユエルにちょっとお茶でも淹れてきてもらおうか、とも思ったが、顔を見る限りそれは無理そうだ。

			　ユエルの瞳(ひとみ)は、今の照れ気味なルルカの一言だけで、既に決壊寸前。

			　縋(すが)るようにふるふると震えながら、その青い瞳(ひとみ)はただ真(しん)摯(し)に俺だけを見つめている。

			　……これ以上、ユエルのメンタルに負荷をかけてはいけない。

			　従順なユエルなら、お茶を淹れてこいと言えば膝の上を離れてはくれるだろうが、間違いなく泣くだろう。

			　泣きながらユエルが淹れた、ちょっと塩気のある悲しいお茶なんて飲みたくない。

			　とりあえず、フォローのためにユエルの頭を優しく撫(な)でておく。

			「っ……」

			　すると、ユエルが首筋に頭を擦り付けてきた。ふとすれば聞き逃してしまいそうなほど、小さな嗚咽(おえつ)の声を漏(も)らしながら。

			　……頭を撫(な)でられて、少し安心したのかもしれない。

			　ユエルが温もりを確かめるかのように、俺の首に手を回しながら、ぐりぐりと頭を擦り付けてくる。

			「あ、あぁっ!?　ちょ、ちょっと、シキ!?」

			　それを見てルルカが叫ぶが、俺には今のユエルを止めることはできない。

			　この行動が、一人の女性としてルルカを牽制しているだけなら止めたところだが、ユエルのこれは違う。

			　……ユエルは、ただ不安なだけなんだ。

			　ユエルはルルカではなく、ただ俺の瞳(ひとみ)だけを見ていた。

			　僅かな変化も見逃すまいと、ただ俺の瞳(ひとみ)だけを真(しん)摯(し)に見つめ続けていた。

			　それはつまり、ユエルが心配しているのは、ルルカの接近自体ではなく、それによる俺の心の変化だということだ。

			「ルルカと二人きりになりたい」。俺が、もしそう思ってしまったら。

			　俺のそばに、奴(ど)隷(れい)であるユエルの居場所はあるのか。

			　奴(ど)隷(れい)というのは、金銭で売買される存在だ。

			　俺が「邪魔」だと思った瞬間に、ユエルは再び奴(ど)隷(れい)市(いち)に売られる。

			　まぁ俺は絶対にそんなことはしないが、この世界の通念では奴(ど)隷(れい)というのがそういう存在であることに間違いはない。

			　ユエルが今、一番頼りにしている存在は間違いなく俺だ。

			　そしてルルカとくっつくことで、その俺に普段からそばにいる奴(ど)隷(れい)なんて「邪魔」だと思われてしまうかもしれない。

			　その心細さは如何ほどのものだろう。

			　……ユエルの今の心境を考えていると、なんだか可哀想(かわいそう)になってきた。

			　ルルカの前だが、もう一度ユエルの頭を撫(な)でてみる。

			「ま、また撫(な)でたっ!?」

			　――ルルカが叫んだその瞬間。

			　首筋に、ぬるりと生暖かい感触があった。

			　その感触のある位置は、ちょうどユエルの口元があるあたり。

			　舐めている。間違いなくユエルが俺の首筋を舐めている。

			　……いや、おそらく、俺の首筋にユエルの涙がついてしまったから、それを舐めとっているだけだろう。深い意味はないはずだ。

			　ルルカも気づいてはいないようだし、とりあえずここは無視しておこう。

			　ユエルは不安なだけ。そう、不安なだけなんだ。

			　……まぁ、ユエルのことはともかく。

			　ルルカがやってきた理由が治療じゃないということは、俺に会いにきたということだ。

			　しかも、わざわざこんな深夜に来るということは……。なるほどな。

			「ルルカ、あの宿屋の時の続きをしたいっていうのはわかったけど、さすがに時と場合を選んでくれないとな……」

			　つまりは、夜這いだ。ルルカは夜這いに来たのだ。

			　あの日、宿が満員でできなかったことを、今やろうということだろう。

			　でも、さすがに今ユエルがいるこの状況でそれは無理だ。

			　ユエルが泣くし、もし泣かなかったとしても混ざってきそうだ。

			　奴(ど)隷(れい)としてお手伝いされてしまう可能性が非常に高い。

			　ユエルさん、なぜかまだ首のあたりを舐め続けてるし。

			「……宿？　あっ、ち、違うから！　こ、こんな時間に来たのは、領主様のところから抜け出してきたからでっ……領主様が最近魔物の事件とかで物騒だから、館から出るなって言ってて……！　ほ、ほら、私もフランに誘われて今そこでお世話になってるから！　ついさっき、やっと警備の騎士の目を盗んで抜けてきたの！」

			「……なんだ、そうなのか」

			　なるほど、だからこんな時間に来たのか。まったく、あまり勘違いさせないでほしい。

			　ユエルが膝の上に乗っている今の状況で俺の妄想が膨らむと、大変なことになりかねない。

			「う、うん！　特にフランなんてさ、領主様から絶対に外に出るなって厳命されててね！」

			　まぁ、過保護そうだしな、あの領主のおっさん。

			　……というか、今ルルカは領主の館に住んでるのか。

			　どこかで宿をとっているんだろうなと思ってはいたけれど、まさか領主の館だったとは。

			　いや、フランとパーティーを組んでるならおかしい話でもないんだけれど。

			　最近フランが迷宮に潜るのを領主に禁止されているとか言っていた気がするし、パーティーメンバーのルルカも多分無収入だ。

			　その間、養ってもらっているのかもしれない。

			　……ルルカ、そのうちフランの護衛とかに転職しそう。

			「領主がそんなに警戒するってことは、ミスコンの時みたいな魔物がまだ街中に隠されてるかもしれないってことか？　あのドラゴンみたいな凶悪なやつとか」

			「うーん、それはわかんないんだけどね。でも、騎士の人たちが調査はしてるみたいだよ、よく騎士の人が領主様に色々報告しに来てるし。……あ、そういえばあのドラゴンね、今領主様の屋敷の庭で飼ってるんだよ？」

			　今、ルルカが凄(すご)いことを言った気がする。

			「い、今、あのドラゴンを飼ってるって言ったか？」

			「うん、飼ってるの。餌も私が毎日あげてるんだよ？」

			　そんなペットを飼うみたいに。あんな魔物、飼えるんだろうか。

			　ただでさえ大型の肉食獣っぽいのに、加えてエクスヒールを使わないと治療できない石化のブレスを吹くあのドラゴンだ。

			　まともな神経をしていたら、近寄りたくもないと思うんだけれど。

			　というかルルカは、あいつに石化させられかけたんじゃなかったか。

			　あんなことがあれば、好きだと言っていたドラゴンも嫌いになりそうなものだが。

			「あ、暴れたりしないのか？　それに、お前、あのドラゴンに足を石化させられたのに……大丈夫なのか？」

			「大丈夫だよー。ドラゴンって、本当に賢いんだよ？　人を襲ったのは全部あの首輪のせいだったんだから。……あれ？　でもシキ、私、やっぱりブレス浴びてたんだよね？」

			　おっと失言。ルルカはうっかりポロっとフランあたりに言ってしまいそうだし、俺がエクスヒールを使えることは隠してたんだった。

			　ユエルに治(ち)癒(ゆ)魔法のことは秘密だとも言ってしまっているし。

			「あ、あー……ど、どうだったかな」

			　が、ルルカはすぐに石化のことなんてどうでもよくなったのか、

			「……そ、それにさ、あのドラゴンがいたから、その……え、えへへ」

			　ルルカはそう言って、もじもじし始めた。話を区切り、意味ありげに俺の目を見てくる。

			　目が合うと、顔を僅かに赤くして下を向くルルカ。

			　――ちょっとドキっとした。

			　ルルカは、今までも好意がありそうな仕草を見せていた。

			　今までは、治療費の値引きを上手くいかせるためだけの、ただの演技だと思っていたけれど。

			　でも、この好意にはちゃんと理由があった。

			　あれは、演技じゃない。

			　ただの、素の反応だったのだ。

			　それだけで、ルルカのことが一層かわいく見えてくる。

			　――しかし、今はユエルもこの場にいるのを忘れてはいけない。

			　ユエルは今、どんな表情をしているだろう。

			　今の、ルルカの意味ありげな発言。

			　さっきの時点で既に泣きそうになっていたし、もうぼろぼろ泣いていてもおかしくない。

			　ユエルの方を確認する。けれど、ユエルの顔がよく見えない。

			　でも、多分泣いてはいない。というか、おそらく既にルルカと俺の会話を聞いていない。

			　……ねぶっている。

			　ユエルはなぜか、俺の鎖(さ)骨(こつ)のあたりをねぶっている。

			　俺が会話をやめてユエルを見ても、ねぶるのをやめる様子がない。

			　角度の関係で顔は見えないが、ねぶられている感触だけは絶え間なく伝わってくる。

			　一心不乱にねぶっている。

			　……これはアレだな。

			　子供が不安な時に自分の指をしゃぶるみたいな、そういった心理の表れだろう。

			　多分そうだ。

			　きっとそうだ。

			「ま、まぁ大丈夫なら良いんだけどな」

			「えっ、えっと、それにね、私に凄(すご)く懐いてくれててね。他の人は絶対に乗せないのに、なぜか私だけ背中に乗せてくれるの！　すっごくかわいいんだよ！」

			　嬉しそうに、そう言うルルカ。

			　そういえば、思い出した。あの襲撃の時、ルルカはドラゴンを守ろうとしていた。

			　ドラゴンを撃ち落そうとする聖女たちに、どうにかドラゴンを救えないかとかけあっていた。

			　聖女に即刻却下されていたが。

			　ドラゴンは人語を理解するとも聞いたことがある。ドラゴンにあの魔物を操る首輪を着けられていた間の記憶が残っているなら、あの場でただ一人自分を守ろうとしたルルカに懐くのは当然な気もする。

			　ルルカがドラゴンを庇(かば)うためにあの場に留まらなければ、少なくとも俺はユエルに首輪を破壊しろとは言わなかっただろうし。

			　一目散にルルカを連れて、ターゲットにされていた聖女から逃げていただろう。

			　……聖女。そうだ。もうひとつ、大事なことを思い出した。

			「そりゃよかったな……そういえば今、領主の館にはあの聖女がいたんだっけ」

			　あの聖女は、今ルルカと同じ領主の館にいるはずだ。

			　気になる。あの「見つけた」というのは勘違いだった、そう結論を出したものの、やはりどこかで違和感がある。それとなく、ルルカから聖女のことを探ってみたい。

			「聖女様？　うん。領主様と毎日お話ししてるみたいだよ？」

			「へぇ、あの領主のおっさんとな。……寄付がどうとか言ってた気がするけど、どんな話をしてるんだ？」

			「……シキは聖女様のことが気になるの？」

			　ルルカが何を勘違いしたのかジトッとした目で見てくるが、今のところあの聖女にそういった意味での興味はない。貧乳だし。

			「い、いや、気になるとかじゃなくてな。ほら、襲撃とかも他人事じゃないし、自衛のためにあの聖女様が領主とどんな話をしてるのか、知っておきたくてさ」

			「……うーん、まぁ、良いけどね。フランと一緒にちょっと話を聞いたから、少しならわかるよ？　えっとね、聖女様がお祭りに顔を出すのは毎年のことらしいんだけどね、今年は別の目的があって領主様と相談してたみたいなの」

			「その、目的っていうのは？」

			「なんかね、探し物を見つけに来たんだって」

			　――探し物。

			　あの「見つけた」という聖女の口の動きが蘇(よみがえ)る。

			　……やっぱり、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法はバレていたのか？

			　いや、でも、ここ数日聖女の側から何もアクションはなかったし……。

			　そうか。領主のおっさんはフランを助けたのもあって、俺のことをかなり好意的に捉えていた。

			　もし聖女がクランクハイトタートル事件の調査のために、この街の有能な治(ち)癒(ゆ)魔法使いをマークしていたなら。

			　そのあたりを事前に知っていてもおかしくない。

			　凄(すご)い実力で人々を救った俺を教会の相応のポジションに迎えいれたいが、俺と領主の関係を知っていた聖女は、先に領主に話をつけに行った。

			　しかし、領主は俺とフランをくっつけたがっていた。

			　領主も次期領主候補を教会に取られるわけにはいかず、交渉が難航。

			　そのまま数日が経ってしまった。そういうことかもしれない。

			　……いや、まいったな。

			　俺はあんまり目立ちたくはないんだが。

			　もし教会で相応の地位なんて与えられてしまったら、きっと神官の女の子が複数人身の回りの世話についたりして「キャー、街を救った英雄様ー！」なんてちやほやされちゃったりするんだろう。

			　本当に不本意だ。

			　でも、仕方ない。いや、バレてしまったなら本当に仕方ない。

			　あの領主のおっさんも絡んでるなら悪いようにはならなそうだし、どうしても要職についてほしいなんて言われたら、つくのもまぁやぶさかではないような気もする。

			「へ、へー。それで、何を探してたって？」

			「うーん、それなんだけどね。なんか私たちにあんまり聞かせたくない話みたいで……その、壁越しにフランと盗み聞きしただけだから、肝心のそこがよく聞こえなくて」

			「……聞いたは聞いたでも盗み聞きだったのかよ」

			　たしかに、フランならそういう重要そうな話にハブられたら、盗み聞きぐらいやりそうだ。おそらく、ルルカは手伝わされたんだろう。

			　……まぁ、あの領主が絡んでいるなら心配する必要はあまりないだろう。

			　あの領主のおっさんなら、聖女に俺のことを良く伝えるだろうし、何かあれば便宜をはかってくれそうな気もする。

			「……いや、でも」

			「どうしたの、シキ？」

			　……地方都市の領主と教会の聖女様って、どっちが偉いんだろう。

			　宗教というのは、往々にして政治に強い影響力を持つものだ。

			　しかも、この世界のメディネ教は治(ち)癒(ゆ)魔法なんていう本物の奇跡を操る総本山。

			　そう考えると、なんだか地方領主という肩書きが霞んで見えてくる気がする。

			　具体的にはうだつの上がらない中間管理職ぐらいに見えてくる。

			　以前、困ったら頼れとか言っていた気がするが、頼りになるんだろうか、あのおっさん。

			「あ、そういえば思い出した！」

			　そんなことを考えていると、ルルカが不意に叫んだ。

			「えっと、誰かを粛(しゆく)清(せい)する？　聖女様、そんなことも言ってたよ。物騒だよねー」

			「しゅ、粛(しゆく)清(せい)っ!?」

			　聞こえてはいけない単語が聞こえた。

			　今、粛(しゆく)清(せい)と言ったか。

			　粛(しゆく)清(せい)、組織に不都合な存在を抹消する、そういう意味のあの粛(しゆく)清(せい)なんだろうか。

			　い、いや、慌てるのはまだ早い。

			　聞き間違いかもしれないし、粛(しゆく)清(せい)ではなく別の「しゅくせい」かもしれない。

			　しゅくせい、しゅくせい、宿星。

			　そう、宿星だ。

			　あの人は私の運命の星のような人、ぜひ仲良くなりたい。

			　そういう意味かもしれない。

			　黒髪綺(き)麗(れい)だね、ってナンパされたし。

			「うん、教会に不利益をもたらしたあの者に罪を償わせる、とかなんとか。そんなこと言ってたよ」

			　違った。粛(しゆく)清(せい)だった。

			　まごうことなき粛(しゆく)清(せい)だった。

			　いや、でも俺じゃないはずだ。

			　俺は教会に不利益をもたらしたことなんて……。

			　あるな。でかいのが一つある。

			　あのクランクハイトタートル襲撃事件。

			　街全体を覆(おお)い尽くすエリアヒールで、俺は街中の病人怪(け)我(が)人を片っ端から治療した。

			　いくら迷宮都市で怪(け)我(が)人が多いといえども、数日は治(ち)癒(ゆ)魔法を生業にしている人間は仕事が皆(かい)無(む)だったに違いない。

			　そして、治(ち)癒(ゆ)魔法を生業とする、この街で一番大きな組織が、そう、教会だ。

			　……そういえば、以前俺をクランクハイトタートル討(とう)伐(ばつ)隊に勧誘したあの女騎士。

			　名前は忘れたが、あの時教会の偉い人が討(とう)伐(ばつ)隊についてきてくれないとか、そんな泣き言を言っていた。

			　――何かが繋がった気がする。

			　以前見た光景が、脳(のう)裏(り)を過(よぎ)る。

			　それは、治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を向上させるために、サクラを使っていた聖女の姿。

			　……自作自演。

			　もし、もしもだ。メディネ教の人間が治(ち)癒(ゆ)魔法による報(ほう)酬(しゆう)のために、あのクランクハイトタートルを街に連れてきたのなら？

			　あの事件が、教会が利益を得るための、自作自演だったなら？

			　その場合、教会がわざわざあんな大型の魔物を仕込んでまで得ようとした大きな商売のチャンスを、俺が潰したことになるのではないだろうか。

			　まずい気がする。

			　とてつもなくまずい気がする。

			　既に教会が俺に敵対しているのなら、もし領主のおっさんが味方をしてくれたとしても、俺の権利に関しての交渉が成功する可能性はかなり低い。

			　そもそも教会相手は割に合わないと、一切味方なんてしてくれないかもしれない。

			　この世界には奴(ど)隷(れい)紋(もん)なんてものもある。

			　国家規模の強大な権力が明確に敵に回った時、個人に立ち向かう術(すべ)なんてない。

			　……逃げるべきだ。

			　メディネ教の影響がない国まで、今すぐに全力で逃げるべきだ。

			　まだ住んでるところまではバレていないかもしれないが、黒髪の治(ち)癒(ゆ)魔法使いなんて、この街にもそう多くはいないはずだ。

			　ダークエルフの少女を連れ回している黒髪の治(ち)癒(ゆ)魔法使いなら、一発で特定できる。

			　騎士や冒険者に少し聞き込みをしただけで、すぐに俺のことだとわかってしまうだろう。

			　……そうだ、夜逃げをしよう。

			「ど、どうしたの、シキ。汗が凄(すご)いけど」

			「だ、大丈夫だ、問題ない」

			　関係ないが、ユエルはまだ俺の首のあたりを舐め続けている。

			　きっと汗を拭(ふ)いているんだろう。

			　ユエルの耳がなぜかほんのり赤くなっているとか、息が荒くなってきているとかは、気にしてはいけない。

			　これ以上の問題を考える余裕は、今の俺にはない。

			「えっとそれでね、盗み聞きした後、領主様にどんな話をしてたのか、フランが聞いてたんだけど、やっぱり教えてくれなくてさ」

			　……領主と話。

			　あ、重要なことが頭から抜け落ちていた。

			　ちょっと、早とちりしたかもしれない。

			「なぁ、一応確かめておきたいんだけど、ルルカが聞いてたのは、聖女様とあの領主のおっさんの会話なんだよな？　それは、間違いないんだよな？」

			「う、うん。そうだよ？　それがどうしたの？」

			　そうだ。冷静になれ。

			　ルルカが聞いたのは、領主と聖女の会話だ。

			　聖女が街を守る義務のある領主に向けて「金を稼ぐために街を陥れようとしたら、何者かに邪魔されたので粛(しゆく)清(せい)したい」なんて会話をするはずがない。

			　領主と教会が金銭で繋がっていればありうるかもしれないが、少なくとも領主が指揮をとる騎士団の面々は、全力で街を守ろうとしていた。

			　この可能性も低い気がする。

			　……なんだか混乱してきた。

			　そもそも、ルルカは聖女の目的は「探し物」だと言っていた。

			　人を探していたのなら、「探し物」という表現はなんだか違和感をおぼえなくもない。

			　色々聞いてみたのは良いが、聖女の目的はわかったようで何もわからない。

			　わかったのは、何かを探しているということと、誰かを粛(しゆく)清(せい)しようとしているということ。

			　俺に関係あるようでないような気もする。

			　というか、俺を粛(しゆく)清(せい)するとかそういう話なら、ここ数日のうちに身柄を拘(こう)束(そく)されていて然るべきだ。

			　俺が逃げだしてしまう可能性もあるのに、見張りもなく放置されているのは明らかにおかしい。

			「あっ……シ、シキ、そ、それじゃあ私、時間も遅いしそろそろ帰るね。ま、またね！」

			　そんなことを考えていると、ルルカが急に立ち上がった。

			　ルルカは俺の後ろに視線をやりながら、まるで逃げ出すかのように治療院から出て行く。

			　何事かと背後を見てみれば……エリスが部屋の外の廊下に立っていた。

			　髪が濡れている。ちょうど今、風呂からあがってきたといった感じだ。

			　ルルカが逃げたのは、治療費を値切っていた時の癖(くせ)だろうか。

			　もしかしたら、値引き交渉の度に怒られていたせいで、苦手意識があるのかもしれない。

			　ユエルも、ルルカが帰ったからかエリスが見ているからなのか、いつの間にか俺の膝から降りていた。

			「ね、ねぇ、あなた……」

			　そして、そのエリスは呆(ぼう)然(ぜん)とした顔で、なぜか俺を見ている。

			　どうしたんだろう。エリスが俺に好意があるにせよ、ないにせよ、ただ治療に来ていたと考えれば、そこまで呆(ぼう)然(ぜん)とするようなことはない気がするが。

			「その首筋の跡ってもしかして……やっぱり……もう、あの子とそんなことまで……」

			　エリスが俺の首のあたりを見ながら、何かショックを受けたような表情をうかべる。

			　声が震えている。信じたくない、そんな気持ちが伝わって来る声だ。

			「……首筋？」

			　触ってみるが、特に何があるというわけでもない。

			　いや、唾液のようなものがついているような気はするが、特に何もないはずだ。

			　いや、でも、エリスは跡がどうとか言っている。

			　一応、部屋にある鏡で確認してみると……。

			　――俺の首元の一箇所が、僅かに赤くなっていた。

			　これは、肌を吸ったりした時に生まれる、内出血の跡。

			　……いわゆる、キスマークというやつだ。

			　そして、そこには僅かに唾液がついている。誰のかなんて、考えるまでもない。

			「ち、違う！　こ、これはルルカじゃない！　ユエルだ！　か、勘違いだから！」

			　聖女の目的を考えることに集中しすぎて気づかなかった。

			　ユエルを見てみれば、恥ずかしそうに下を向いている。

			　そして、銀色の髪から覗く長い耳は、真っ赤に染まっていた。

			　聖女の目的はわからなかったが、わかったことも一つ。

			　もしかしたら、あまり気にしていないのかと思った、ルルカにキスされたあの一件。

			　ユエルさん、めちゃくちゃ気にしてる。

		

	
		
			第４話　聖書

			　

			　翌日。

			　エリスの誤解をなんとか解いた俺は、ユエルに治(ち)癒(ゆ)魔法を教えていた。

			　ユエルは俺に魔力の扱い方を聞くと、早速治(ち)癒(ゆ)魔法を発動してみようとする。

			　そして――

			「駄目でした……ご、ご主人様にせっかく教えてもらったのに……だ、駄目、でした……」

			　無念の感じられる、弱々しい声で呟(つぶや)くユエル。

			　ユエルはご主人様に向ける顔がないとばかりに下を向き、ふるふると震えている。

			「き、気にするな、ユエル。治(ち)癒(ゆ)魔法自体は発動しなかったが、ほんのちょっとだけ手元が光った。最初でそれだけできれば十分だ」

			　……さすがにユエルでも、一回目から成功したりはしないか。

			　でも、治(ち)癒(ゆ)魔法の修業には普通は数年程度かかるという話なのに、一発目からそれらしい光が出たというのは、かなり凄(すご)い方だろう。

			　天才かもしれない。うちのユエルちゃんは、もしかしたら天才なのかもしれない。

			　ナイフで中近距離の戦闘ができて、敏感に気配が察せて、夜目も利く。

			　そして治(ち)癒(ゆ)魔法も天才的なんてことになれば、そろそろ俺の存在意義が危うい。

			　既に俺が保護者どころか逆に保護されている気もするし。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法が使えるなら、攻撃魔法だって学べば使えるようになるだろう。

			　俺と一緒にいるだけで魔力が底上げされ続ける上、種族は長命と言われるダークエルフだ。

			　修業の時間も十分にある。ユエルさんの伸び代がやばい。

			「まぁ、治(ち)癒(ゆ)魔法には魔力の扱い方だけじゃなく、信仰心や知識なんかも関係しているからな。そのあたりを勉強すれば、すぐに使えるようになるさ」

			「信仰や知識、ですか……」

			　落ち込むユエルを慰(なぐさ)めながら、考えてみる。

			　ユエルのことではなく、昨日のことだ。ルルカから聞いた、聖女の目的。

			「粛(しゆく)清(せい)」という単語に一度は夜逃げも考えたが、どうにもあれは俺のことではない気がした。

			　それに逃げるといっても、この治療院にはエリスもいるし、エリスはそう簡単には思い入れのあるこの治療院を離れない。

			　なんとなく不安だから、なんて理由でここを離れることはできない。

			　というわけで、もう少し聖女について情報収集をしたい。

			　今後のことを決めるのはそれからだ。

			　……ぼんやりとそんなことを考えていると、ユエルが俺を見ていることに気づいた。

			　ユエルは俺と目が合うと、おずおずと口を開く。

			「……あの、ご主人様。もしよかったら、聖書を読んでくれませんか？　私、うまく読めなくて……」

			　そういえば、聖書を読むことでも信仰心は深まるみたいなことをエリスは言っていた。

			　神に関する具体的なエピソードを読むことで、神の存在を信じる助けにするとか、おそらくはそんな感じなんだろう。

			「聖書？　……あー、ユエル、文字はどれぐらい読めるんだ？」

			　ちなみに俺はこの世界の文字が読める。

			　なぜかはわからないが、俺はこの世界に来た直後から言葉や文字を完全に理解できていた。

			　ユエルに教えるぐらい、わけないだろう。

			　なぜ文字が読めるのか、そもそもなぜこの世界の言葉が理解できるのか、という原因についてはサッパリわからないけれど。

			　そもそも死んだと思ったらこの世界にいた、なんていう今の状況自体がまったく理解できないし。

			　……まぁ、これに関してはいくら考えても仕方ないか。

			　何か理由があるのかもしれないが、考えるための材料が少なすぎる。

			　いくら考えても、結論なんて出るわけがない。

			　まだエリスの胸をバレないように眺める方法でも考えた方が生産的だ。

			「ある程度は孤児院にいた時に学んだので読めます。でも、聖書は難しい言葉が多くて、よくわからなくて……」

			「なるほどな、わかった。そういうことなら俺に任せろ」

			「ありがとうございます、ご主人様！　えっと、それじゃあ、第三章の途中からお願いします！」

			　ユエルが嬉しそうな声で言う。

			　しかし、聖書か。

			　俺はメディネ教の聖書というものを、まともに読んだことがない。内容も詳しくは知らない。

			　メディネ教が国教のこの国では聖書の内容が史実として扱われているということと、大まかな話の流れとしてメディネ教が邪神とその使徒を封印するという内容らしいのは知っているけれど。

			「えっと、三章……三章な……」

			　三章を探してパラパラとページをめくってみると、何やら立派な杖を持った男が魔物の大軍勢と相対する、白黒の挿絵があった。

			　挿絵があるのは子供の教育用に作っているからだろうか。

			　少し気になってざっと目を通してみると、どうやら邪神の使徒サキュバスが率いる魔物の軍勢と、教会の聖人が戦っているシーンらしい。

			「サキュバスか……」

			「ご主人様、サキュバスが、サキュバスがどうかしましたか？」

			　気になった単語を小さく呟(つぶや)くと、ユエルが即座に反応してくる。

			「い、いや、なんでもないぞ、ユエル」

			　……なんでサキュバスって二回言ったんだろう。

			　いや、信仰心のために貪欲に聖書の内容を理解しようとしているということか。

			　うん、知的好奇心があるのは良いことだ。

			　しかし、サキュバスか。

			　サキュバスといえばアレだ。よく、エッチな成人向け漫画に出て来るやつだ。

			　寝ている間に凄(すご)く良い夢を見せてくれたり。

			　欲望を操って女の子を発情させたり。

			　都合の良い魔法で人の感じる快楽を数十倍に引き上げたり。

			　成人向け漫画でそういうことをする、淫乱な悪魔と書いて淫魔の、あのサキュバスだ。

			　……本当にいるんだな、サキュバスって。

			　いや、宗教の権威付けのための創作という可能性も否定できないんだが、サキュバスという単語を見て否定したくなくなった。

			　どうせ宗教の本なんてつまらない内容だろうと思っていたはずなのに、俄然興味が湧いてきた。

			　邪神の使徒ということは、サキュバスは人類の敵として出てきているわけだけれど、いったいどんなことをしたんだろう。

			　女の子を発情させたんだろうか。

			　女騎士たちの性的快感を数十倍にして「あぁっ、鎧(よろい)が擦れるだけで感じちゃう！」な状態にしてまともに戦えなくしたんだろうか。

			　想像が膨らんでいく。

			「ユエル、この聖書に興味深い記述を見つけた。高度な治(ち)癒(ゆ)魔法にも応用できるかもしれない、重要な記述だ。集中して読みたいから、少し待っててくれ」

			「……？　はい、わかりました、ご主人様」

			　少し読んでみると、どうやら欲望を操ることで魔物の軍団を作り上げたサキュバスが、街を襲おうとしているという状況らしい。

			　どうでもいい戦いの部分は読み飛ばしながら、サキュバスに関する記述だけを探していく。

			　すると、あった。

			【サキュバスには、生物の欲望、特に性欲を自在に操る能力がある。サキュバスはその能力を使い、知能の低い魔物をまるで軍隊のように指揮する】

			　……いや、このあたりは違う。あまり興味がない。

			　流し読みでページをめくっていく。

			【サキュバスは、動物や知能の低い魔物だけでなく、人の性欲を操ることもできる】

			　これだ。

			　これでこそサキュバスだ。

			　テンションが上がってきた。

			「ふむ、なるほどなるほど」

			　盛り上がってきた心の内をユエルに見抜かれないよう、クールな表情を維(い)持(じ)しつつ、前髪をファサッとやったりしながら読み進めていく。

			　どうやらここは、邪神の使徒としてサキュバスが行った悪行が書いてあるページのようだ。

			【サキュバスは人間の女性になりすまし都市に潜入すると、その能力を使って街全体の若い女性たちの情欲を際限なく煽(あお)り、昼夜を問わず性交にふけらせ、都市の機能を麻(ま)痺(ひ)させた】

			　このページに挿絵がないのが悔やまれる。

			　おそらく聖書に記述されているこの都市は、どこよりもエッチな成人男性向け漫画の世界に近い都市だ。

			　サキュバス、この迷宮都市にもぜひ来てほしい。

			　サキュバスに乱れさせられ、高ぶり続ける情欲と恥じらいの間で葛(かつ)藤(とう)するエリスとか、とても見たい。

			　――不意に。

			　聖書を読み続けていると、俺の読んでいる内容が気になったのか、ユエルが聖書を覗き込もうとしてきた。

			「この理論、興味深いな。少し古いが、今の治(ち)癒(ゆ)魔法にも応用できるかもしれない……」

			「っ……！」

			　適当なことを言いながら立ち上がり、それを阻(そ)止(し)。

			　こうすれば背の低いユエルには見えない。

			　サキュバスが若い女性を淫乱にさせているくだりを読んでいるなんて、さすがにバレるわけにはいかない。

			　ユエルはなんだか凄(すご)そうなことを言った俺を尊敬の眼差しで見つめている。

			　……それにしてもサキュバス、なんで今はいないんだろう。

			　あぁ、教会に封印されたんだったか。

			　サキュバスを封印するなんて、教会も酷(ひど)いことをする。

			　ぜひとも復活させたい。

			　あ、でも邪神の使徒で人類の敵だから復活させちゃ駄目なのか。

			　邪神のいる世界に少し魅力を感じつつ、読み進めて行く。

			【サキュバスは住民の情欲を長年にわたって操り続けることで、複数の都市で人口爆発を引き起こした。情欲を操られ続けたことによる生産力の低下、そしてこの人口爆発をきっかけとして、都市の一部には飢(き)餓(が)や貧困が溢れた】

			　やることをやれば子供が生まれる。

			　この世界、しかも聖書に書かれるような時代なら、まず避妊具なんてないだろうし、当然のことだろう。

			【しばらくして、食料や資源をめぐり人間同士の小競り合いが起こるようになった。この小競り合いは、やがて都市と都市、国と国、そして人類全体を巻き込んだ大きな戦争となった。サキュバスは争い連携の取れなくなった人類の隙を突き、魔物の軍勢を率いて都市を一つ、また一つと滅ぼしていった。この戦争をきっかけとして人類は生存圏の大幅な後退を余儀なくされ、当時の人口の六分の一がこのサキュバスの能力を起因とする飢(う)えや争いで死亡した】

			　サキュバス、絶対に復活させちゃいけない。

			　さすが邪神の使徒というか、やり方がえげつなさすぎる。

			　あえて敵の人口を増やして、足りなくなった食料をめぐって争わせ、漁(ぎよ)夫(ふ)の利(り)を狙うとか。

			　もっとほら、なんか、サキュバスらしくダブルピースフルな感じの展開を期待してたのに。

			　やはり、漫画と現実は違うということだろうか。

			　このサキュバスは間違いなく人類を殺しにきている。

			　……なんだか、上がっていたテンションが一気に冷めてしまった。

			「よし、もういいぞ、ユエル。三章からだったな」

			「はい、サキュバスの特徴が書いてあるあたりから、お願いします」

			「これが三章だったのかよ！」

			　……ユエルの目を見てみる。

			　少しキョトンとしているのは、俺の動揺が伝わったからか。

			　でも、大丈夫そうだ。耳は赤くないし、もじもじともしていない。

			　ただ聖書の内容を学びたがっているだけ、そんな真面目な顔をしている。他意はなさそうだ。

			　これなら「情欲ってどういう意味ですか？」とか、「性交ってなんですか？」とか聞いてきたりはしないはず。

			　……。

			　……聖書には難しい言葉があってよくわからない、ユエルはさっきそう言ってたな。

			　もしそれを聞くとしても、俺には聞かないでほしい。

			　エリスに聞いて、エリスが恥ずかしがりながら説明に困るところを俺に見せるべきだ。

			「ご主人様、どうかしましたか？」

			　俺が躊(ちゆう)躇(ちよ)しているのが伝わったのか、ユエルが聞いてきた。

			　……ルルカとの一件以来、ユエルは何をするかわからないところがある。

			　不意に一線を超えてきそうな、そんな危うさがある。

			　正直、サキュバスが若い女性を淫乱にして人類に子作りさせまくった話なんて、絶対に読み聞かせたくない。

			「内容に不適切な部分があったから幼いユエルには読み聞かせられない」と正直に言うか？

			　……駄目だ。

			　ユエルの目は治(ち)癒(ゆ)魔法を覚えてご主人様の役に立ちたいという使命感に満ちている。

			「私は大丈夫です」以外の答えが返ってくる可能性は限りなく低い。

			　まぁ一応言ってみるけど。

			「ユエル、そのな、三章はちょっと内容がユエルに悪い影響を与えるかもしれないから」

			「だ、大丈夫です！　私は大丈夫ですから！」

			　かなり食い気味だ。しかも、二回返事をした。

			　……もう一度、ユエルの目を見てみる。

			　なんだか、覚悟の据わった目をしている気がする。とても真剣な目だ。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法を学びたい、そんな真(しん)摯(し)な気持ち一色に見える。本当に他意はなさそうだ。

			　……そういえば、俺は以前、川に流されて気絶したことがあったな。

			　しかもその時、ユエルは俺の身体のことをとても心配していた。

			　そういう経験があったからこそ、俺が治(ち)癒(ゆ)魔法を使えない状況の時に俺を治せる力がほしいと強く考えているのかもしれない。

			　ユエルは向上心のある少女だ。可能性は高い気がする。

			　俺も覚悟を決めるしかないのだろうか。

			　まだ幼い奴(ど)隷(れい)の少女であるユエルに、サキュバスによる人類子作りファンタジーを読み聞かせる覚悟を決めるしかないのだろうか。

			　この、純粋な目をした少女に？

			　読み始めて五秒で「情欲ってなんですか？」とか聞いてきそうなこんな幼い少女に……？

			　できるわけがない。ここはユエルには悪いが、用事が入ったから読めないとでも誤(ご)魔(ま)化(か)しておこう。適当に外をぶらついて、時間を潰すことにしよう。

			　あ、でも駄目だ。

			　ユエルはおそらく後をついてくる。ついてこられたら、用事なんてないのがバレる。

			　置いていくのもそれはそれで、なんだかかわいそうだ。

			　というか、ミスコンで魔物の襲撃事件もあったから、ユエルは俺の近くを離れない気がする。最近は酒場のバイトにも行ってないし。

			「あー、ユエル、悪いんだがちょっと、その、これはな……」

			　……そうしてユエルをどう誤(ご)魔(ま)化(か)そうか悩んでいると、不意にノックの音が聞こえた。まさに救いの音。どうやら、ちょうど客が来たようだ。

			「残念だが今日の治(ち)癒(ゆ)魔法の特訓はここまでだ。ユエルはエリスの料理でも手伝ってくるといい。俺は来客の対応をしてくるから！」

			　こんな部屋にはいられない。

			　俺は聖書をユエルに返し、そそくさと部屋を逃げだした。

			　さて、来客はいったい誰だろう。

		

	
		
			第５話　逃げだしたい

			　

			「こんにちは、お兄さん」

			　ユエルのいる部屋から逃げ出して治療院のドアを開けると、そこには笑顔のアリアがいた。
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			「や、やぁ、アリア。数日ぶりだな……」

			「はい、あれから凄(すご)く忙しくて。お姉ちゃんに会いに来る暇もなかったんですよ」

			「そ、そうか。それは大変だったな」

			　いつか必ず来ると思っていた。何しに？　なんて決まっている。

			　ミスコン会場でルルカにキスされていたことを、問い詰めにだ。

			　アリアはルルカのことを浮気相手呼ばわりしていた。これからの展開は、もうわかりきっている。前にも似たようなことがあったし。

			　俺はこれから、アリアに浮気だなんだと問い詰められるのだろう。

			　俺の言い訳の仕方によっては「ハーレムをつくりたいなんて言いだすような不誠実な人と、私の大切なお姉ちゃんを一緒に置いておけません！」とか言ってくるかもしれない。

			　ド正論だ。

			　……でも、ド正論ではあるんだけれど、もしアリアにそう言われたら「それは違う」と答えるだろう。

			　前提としてのハーレムというのは、目の前に「揉(も)んでいいよ♡」とおっぱいをぶら下げられれば間違いなく揉(も)んで浮気してしまう俺のような人間にとって、ある意味での誠実さだ。

			　俺がハーレムにこだわるのは、自分の性格を誰よりもわかっているからなのだ。

			　一夫一妻なら浮気でも、最初からハーレムなら、浮気じゃない。

			　俺は女の子を悲しませたくはない。できれば、裏切るようなこともしたくない。

			　だから、エリスやルルカの好感度を上げていき「もうハーレムでも良いから結婚して！　ついでに抱いてっ！」という方向に持っていきたいのである。

			　現実的にできるかどうかについては、別問題だ。これから可能性を模索する予定だ。

			　……でも、アリアにそんな屁(へ)理(り)屈(くつ)は通用しない。

			　アリアはエリスのことが、それはもう大好きだ。

			「そもそも大切なお姉ちゃんを、あなたみたいな理性の弱い人のそばには置いておけません。お姉ちゃんには私がイケメンで誠実な騎士を紹介します！」とか言ってもおかしくない。

			　やめて。イケメン騎士をエリスに紹介するのだけはやめて。マジでやめて。

			「……お兄さん、変な顔をしていったいどうしたんですか？　……私の顔に、何かついてます？」

			　いやだって、イケメン騎士とか、イケメン王子様の次ぐらいに女性が憧(あこが)れちゃうやつだろうし。

			　幼い奴(ど)隷(れい)の少女を連れまわすセクハラ治(ち)癒(ゆ)魔法使いと、街を守る誠実なイケメン騎士なんて比べちゃいけない。絶対にいけない。

			　……いや、あれ？　ちょっと待て。

			「アリア……今、俺のことをお兄さんって呼んだか？」

			「はい。お兄さんはお兄さんですから。それともお兄ちゃんの方が良かったですか？」

			「い、いや、そういうことじゃなくてな」

			　アリアが唐(とう)突(とつ)に兄フェチに目覚めたとかでなければ、この唐(とう)突(とつ)なお兄さん呼ばわりは、間違いなくお義兄さんという意味だろう。

			　その呼称はつまり、アリアが俺とエリスにくっついてほしいと思っているということだ。

			　……俺を問い詰めに来たわけじゃないんだろうか。

			　エリスから俺を引き離しに来たわけじゃないんだろうか。

			　俺がそんな疑問を持ちつつも、けれどアリアは治療院の奥を覗き込むようにしながら聞いてきた。

			「そういえば、お姉ちゃんは今いますか？」

			「あ、あぁ、奥で昼飯作ってるよ」

			「そうですか」

			　アリアはそれだけ聞くと、視線を戻す。

			　それからスゥッと息を吸うと、俺に見せつけるような深いため息を吐き、しぶしぶといった雰囲気で口を開いた。

			「お姉ちゃんがいない今のうちに言っておきますね、大事なことなので。……私、あのミスコンの時のお姉ちゃんの反応を見て、確信しました。お姉ちゃんはシキさんのことが好きです。間違いないです」

			「……マジで？」

			　いきなり何を言うかと思えば。

			　いや、でも、貴重な意見だ。

			　……俺には、エリスが俺のことをどういう風に思っているのかは、よくわからない。

			　俺は一度、治療院を追い出されている。

			　エリスは結構義理堅い性格をしているし、今一緒に住んでいるのも「治療院を買い戻してくれたから仕方なく」という可能性が捨てきれない。

			　エリスが俺のことを「同(どう)棲(せい)している特別で素敵な男性」と思っている場合もあるかもしれないが、もしかしたら「義理で住まわせているセクハラ男」の可能性もある。「少女の奴(ど)隷(れい)を買うロリコン野郎」の可能性だってある。

			「本当です。お姉ちゃんの性格を誰よりも知っている、妹のこの私が保障します」

			　しかし、アリアが言うには、俺は好かれているらしい。

			　俺自身も、今はそこまで嫌われてはいないだろうとは思っていたけれど。

			　でも、エリスに恋愛感情の方で好かれているかと問われると、なかなか疑わしい。

			　セクハラしたら怒るし。

			「いや、でもなアリア、俺は一度エリスに追い出されてるし、さすがにそんなことはないんじゃないか？」

			「私、ほら、シキさんと迷宮に行った後。お姉ちゃんから、シキさんを一度追い出したっていう話もちゃんと聞いたんですよ」

			　聞いたのか。聞いてしまったのか。

			　俺がセクハラして追い出された話を、聞いてしまったのか。

			　構図で言えば、セクハラ被害者エリスから話を聞いた警察官候補生アリアが、犯人である俺の目の前にいる。

			　アリアは家庭の話をしているだけで、そんなつもりはないんだろうが、構図だけで言えば、最悪の構図だ。

			　いつ俺の両手に手錠がかけられてもおかしくない。

			　が、そんな俺の内心も知らず、

			「シキさんを追い出したのは、まず第一にお姉ちゃんが借金のことをシキさんに知られたくなかったからだと思います。ほとんど治療院と同額ぐらいの大金だったみたいですし、お姉ちゃんは心配や迷惑をかけたくなかったんですよ。だからシキさんのことが嫌いだったとか、そういうのじゃないんです」

			　少し目線を伏せながら、そう言うアリア。

			　その借金に対して、引け目があるんだろう。

			　呼び方も、いつの間にか素のシキさんに戻ってるし。

			　しかしなるほど、確かにそれはありそうだ。

			　俺もそうなのかもしれないな、とは思っていた。

			　ただ、それもあるんだろうけど、一番の理由はやはり違うはずだ。

			「でもなぁ、俺が追い出された前の日のエリスの怒りようといったらなかったぞ？　絶対アレが原因だと思うんだよなぁ」

			「アレ？　アレってなんですか？」

			「もう聞いてるんだろ？　エリスにセクハラしたことだよ」

			「セッ!?　セ、セセ、セクハラぁ!?　シキさん、お、お姉ちゃんにいったい何してくれてるんですかっ!?」

			　俺の返答が予想外だったのか、アリアが素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を出す。

			　あ、あれ？　聞いてたんじゃないの？

			　だって、話は聞いたってさっき……。

			　……いや、セクハラのことだけは聞いていなかったのか。既に聞いてると思って、言ってしまった。

			　エリス、セクハラ関係は省いて伝えたんだな……。

			　まぁ冷静になれば、妹にそんなこと言うわけないか。エリスならなおさらだ。

			　アリアはかなり動揺しているようで「ちょ、ちょっと待ってください」と俺を制して、何やら下を向いてブツブツと呟(つぶや)き始める。

			　これはやばい。

			　本気で逮捕コースが見えてきた。

			　何か言おう。何かを言って誤(ご)魔(ま)化(か)そう。

			「ま、まぁそのことは置いておくとしてもな！　セクハラして怒るってことは、俺に恋愛感情がないってことだろ？」

			　そして、俺が続けてこう言うと、

			　――アリアが、ガバッと顔を上げた。

			　アリアは何を言っているかわからないとばかりに眉を寄せ、俺の目を覗き込む。

			「はぁ？」って感じの顔だ。

			　いや、「はああああああっ!?」って感じかもしれない。

			「そ、そ、それはちょっと待ってください！　……あの、シキさん……もしかして、恋人ならいつでもどこでも、女の子にエッチなことをしていいとか、そんなことは考えていませんよね？」

			　アリアが、さっきまで俺のことをお兄さんと呼んでいたとは思えないほど、凄(すご)くドン引いた目をしている。これだから童貞は、とでも言いたそうな目だ。信じられないような馬鹿を見る目だ。

			　この目はやばい。

			　……俺は空気が読める男。どうすればいいかは、わかっている。

			「ばっ、ばっかお前、そ、そんなわけないだろー？　じょ、冗談だよ冗談！　真に受けるなって！」

			　とりあえず、誤(ご)魔(ま)化(か)しておく。

			　でも……駄目だったのか。

			　女の子は、好きな相手からでもセクハラされると怒るのか。

			　恋人同士なら、いつでもおっぱいを揉(も)んで良いというわけじゃないのか。

			　初めて知った。

			「……ま、まぁお姉ちゃんがそういうところも含めてシキさんのことを好きだっていうなら、私は応援しますけど……お、応援、しますけどね……」

			　複雑な顔で頭を抱えるアリア。何やら葛(かつ)藤(とう)しているようだ。

			　やはり、さっきの発言はまずかったらしい。

			　多分、アリアの中では俺の株が直角に急降下している。

			「んんっ……そういえば時間がないんでした。話を戻しますね」

			　けれど、アリアはすぐに頭を振って、俺を見る。

			　なかなか切り替えが早い。

			「お姉ちゃんはシキさんのことが好きです。これは、私の見立てでは間違いないです。シキさんはセクハラが原因で追い出されたって言いますけど、おそらくそれはシキさんがちゃんと段取りをとらなかったからです」

			「段取り？」

			「お姉ちゃんは、キスですら結婚した後って考えてますからね。追い出された時は、どうせシキさんが口説きもせずに押し倒したりしたんじゃないですか？」

			「ち、近いことはしたかもな……」

			　風呂に入っている全裸のエリスを覗いていたら高ぶりすぎて、そのまま偶然を装い押し倒して胸を揉(も)みました。

			　最初は覗くだけのつもりだったんですが、エリスの身体つきがエロすぎて、理性が吹き飛びました。今は深く反省しています。

			「ほら、やっぱり！　そんなの怒るに決まってるじゃないですか！　シキさんが誠実に交際を申し込んで、結婚して、それから子作りしようっていうんならお姉ちゃんだって喜んで受け入れてくれますよ。お姉ちゃん、子供大好きですし」

			　ここでエリスもルルカも好きだから、俺はハーレムを作りたいと言ったらどうなるんだろうか。絶対言えない。

			　……というかナチュラルに姉との子作りを勧めないでほしい。

			　いや、勧めるのは全然構わないんだけれど、あまりそういう誘惑をかけられると、俺が都合良く捉えて本気にしてしまう可能性がないでもない。

			　こういうことは失敗すると取り返しがつかない。

			　多分、治療院を追い出されたりする。

			　一度目はなんとか元に戻れたが、おそらく次はないだろう。

			「まぁとにかく、私は奥手なお姉ちゃんの恋が成就するように応援しています、ということです」

			「だからお兄さんなんだな」

			「はい。こういう小さな既成事実を積み重ねていくことも大切ですから。実際呼んでみたら、ちょっと違和感があったんで、たまーに呼ぶぐらいにしておきますけど」

			　既成事実というなら、ルルカにキスされた既成事実はアリアの中でどうなっているんだろう。

			　アリアも見ていたはずだけど。

			　……いや、アリアの中では俺がルルカにキスされていたことよりも、エリスがそれを見てどんな反応をしていたのかが大事なのかもしれない。

			　もちろん浮気だなんだという気持ちもあるだろうけれど、エリスがどう思っているか、それがアリアの最優先の行動原理ということか。

			「……と、話し込んでしまいましたが、こんなことを話している場合じゃないんでした。シキさん、その、すぐにお姉ちゃんを呼んでもらえますか？」

			「中にいるし、上がっていったらどうだ？」

			「いえ、本当に時間がないんで……その、急なんですが、聖女様の王都への帰還に、護衛として同行することになったんですよ。しかも、今すぐです。だから私、今日はお姉ちゃんにお別れの挨(あい)拶(さつ)に来たんです」

			　今、なんて言った？　聖女が王都に帰ると言っただろうか。

			　しかも、今すぐに？

			「お、王都に帰るのか？」

			　ルルカは聖女がこの都市に来たのは目的があると言っていた。

			　でも結局、俺には接触してこなかった。それに、今すぐ王都に帰るという。

			　……これはつまり、俺はやはり聖女の目的とは無関係だったということだ。

			「はい。ミスコンの時の……あの規模の襲撃がまたあれば、身の安全を確保できない。これ以上の滞在は危険だという聖女様の判断だと聞きました」

			　そういえば、あの聖女は護衛をそんなに多くは連れていなかったか。

			　ミスコン会場にいたのは三、四人ぐらいだった気もする。

			　魔法も使っていたし、精鋭ではあるんだろうけれど。

			　でも、あの場にユエルがいなければ、ドラゴンはあのまま暴れ続け、石化のブレスによる被害もかなりのものになっていたはずだ。

			　また襲撃があるとしたら、戦力不足というのは否めないのだろう。

			「でも、本当に急だな」

			「私も、まだこの街にいたいんですけど……二日ぐらい前に、領主様がクランクハイトタートル事件の大規模な調査隊を街の外に出しまして。要人警護の人員が本当に足りていないみたいなんです。聖女様直々に護衛として指名されて、私、断れなくて」

			　拗(す)ねたように言うアリア。騎士団の人手不足は深刻らしい。

			　まぁ、何度か騎士たちが戦っている姿は見たが、エイトやゲイザーなんかと比べると比較にならないほどに強かった。

			　その質を保とうとすると、どうしても数は少なくなってしまうものなのかもしれない。

			「わかった、エリスを呼んでくるよ。ちょっと待ってろ」

			　……聖女が、この都市を去る。

			　なんだか、喉につかえた小骨が取れたような気分だ。

			　ずっともやもやしていたものが、これで晴れた。

			　もう少しアリアからエリスのことを聞きたいところではあるけれど、仕事ということなら仕方ない。

			　俺はエリスを呼ぶために、治療院の中に戻ることにした。

			　

			「悪いんだけど、火を見ていてもらっていいかしら。シチューが焦(こ)げつかないようにお願いね」

			　そうエリスに言われ、エリスと入れ替わりに調理台の前に立ち、鍋を見る。

			　アリアとエリスが話をしている間、どうやら俺が料理をしなくてはならないらしい。

			「しかし……不便だな」

			　発火の魔道具、魔導コンロの前で微弱な魔力を注ぎ続け、火力を調整する。

			　この魔導コンロ。ガスコンロのように一度カチッとやれば火がずっと点く、とかなら良いのだが、安物なせいか使用中はずっと魔力を供給し続けなければならない。

			　しかも、その込めた魔力によって火力が変わる。

			　これが地味に神経を使って、面倒くさい代物だ。

			　込めすぎると、まるで電気製品がショートしたように煙を上げて壊れるし。

			　この世界に来たばかりの時、一度壊したこともある。

			　正直、この手の魔道具は膨(ぼう)大(だい)な魔力を持つ俺には合っていない。

			　この場にはユエルもいるが、ユエルは治(ち)癒(ゆ)魔法の練習をしたせいで魔力が残っていない。

			　ユエルに任せるということもできない。

			　……エリスとアリア、長話にならなければいいけど。

			　今はさすがに壊しまではしないものの、やはり魔力の操作が下手なせいで、強火弱火が安定しない。気を抜けばシチューが焦(こ)げる。

			「ご主人様、何かお手伝いすることはありますか？」

			　と、そんなことを考えながら鍋を見ていると、ユエルがそう聞いてきた。

			　どうやら、やることがなくて手持ち無沙汰なようだ。

			「特にはないな。ユエルの好きなようにしていていいぞ」

			「好きに、ですか？」

			　ユエルは迷ったように聞き返してくる。

			　まぁ、ご主人様が料理をしているのに、奴(ど)隷(れい)の自分がくつろいでいるのは駄目だとか考えているのかもしれない。

			　でも、もう既にユエルが手伝えるようなことは残っていない。

			　そわそわキョロキョロと手伝うことを探すユエルには悪いが、ここはじっとしていてもらおう。

			　――が、不意にユエルの表情が、何かを思いついたかのように明るくなった。

			　そして、おもむろに聖書を取り出すユエル。

			　……僅かな隙間の時間でも勉強を欠かさないユエルさん、偉い。

			　ユエルはそのまま聖書を読み始める。

			　さっきはあんなことを言っていたが、一人で読めるんだろうか。横目で観察してみる。

			　ユエルは聖書の挿絵が気に入ったのか、ジッと挿絵を眺め始めた。

			　あれは俺が見ていたのと同じ、三章のサキュバスと聖人の挿絵だ。

			　たっぷりと挿絵を眺めた後、ゆっくりと本文を目で追っていくユエル。

			　けれど、だんだんと表情が曇っていく。

			　やはり、わからない言葉があるんだろう。

			　そして、一分と経たずにユエルの目の動きが完全に止まった。

			　そして、ユエルが顔を上げる。

			　俺はその瞬間、視線をユエルから鍋に戻した。

			「……」

			　決してユエルの方に目線を向けずに、ユエルの気配を感じとる。

			　……視線を感じる。

			　間違いなく、ユエルは俺を見ている。

			　おそらく、助けを求める子犬のような目で、俺を見ている。

			　絶対に目が合ったら無視できない、そんな目でサキュバスが人類を淫乱にする話の詳しい解説を、俺に求めているような気がする。

			　鍋の火力を調節しながら、中身をかきまわす。

			　エリスとアリアの話がすぐに終わることを祈りつつ、俺はただ鍋だけを見つめるのだった。

		

	
		
			第６話　夢

			　

			　目が覚めると、エリスが俺の上に跨っていた。

			　まだ、朝日も昇っていない暗い部屋の中。

			　仰向けに寝る俺の腰、そのちょうど真上に、エリスが乗っていた。

			　一度、目を閉じる。

			　……落ち着け。

			　エリスはそういうことはしない。

			　多分、ユエルが跨っていたのを見間違えたんだ。

			　今のは、俺の欲望が見せた幻影だ。再び目を開いてみる。

			　エリスが俺の上に跨っていた。

		

	
		
			[image: p_79.jpg]
		

	
		
			「エ、エリス!?　な、ななな何をやっているんだ!?」

			　なんだろう、この状況は。なんで、こんなことになっているんだろう。

			　夜這いか。やはり夜這いなんだろうか。

			　あのエリスが、隣で眠る俺の無防備な姿に我慢できなくなり、夜這いを仕掛けてきたんだろうか。

			「っ……！　ご、ごめんなさい……」

			　俺が目覚めたことに気づくと、バツが悪そうに視線を下に向けるエリス。

			　でも、下を向いても今の角度からなら顔が良く見える。

			　ただ羞(しゆう)恥(ち)に耐えているような、そんな顔だ。

			「ど、どうしたんだエリス。な、何か悪いものでも食べたのか？　ほら、オークの睾丸とか、スッポンとか」

			　聞いても、エリスは恥ずかしそうに眉を寄せ、唇を閉じ直すだけ。

			　何か事情があって俺の上に乗っていたんだろうか。

			　いや、でも、エリスは一向に俺の上からどく気配がない。

			　本当に、いったいどうしたんだろう。

			「あ……」

			　そんなことを考えながらエリスを見ていると、エリスと再び目が合った。

			　エリスは目が合ったことが恥ずかしいのか、もう一度視線を逸らす。

			「お、おい、エリス？」

			　けれどその直後、エリスは何か覚悟を決めたかのように、俺に視線を戻した。

			　そして、そのまま……俺の上に、身体を倒してくる。

			「エ、エリス!?　ほ、本当にどうしたんだ!?」

			　今、エリスの顔が、俺の顔のすぐ横にある。

			　金髪の細い髪が、ふわりと揺れた。

			　そして何より、胸だ。

			　エリスの大きな胸が、俺との間でぐにゃりと押し潰されて、それはそれは大変なことになっている。

			　やばい。

			　やばい、これは本当にやばい。

			「私、一つ、あなたに嘘をついたわ。あなたがユエルちゃんと間違いを起こすんじゃないか心配で同じ部屋で寝ることにしたって言ったけど、本当は……違うの」

			　耳元で、熱を帯びたエリスの声が聞こえてきた。

			　窓から月明かりが射し、エリスを照らす。

			　髪の隙間から見えたエリスの耳も、綺(き)麗(れい)なうなじも、興奮したように赤く染まっている。

			「私が、あなたのことが好きだから、ずっとこうなりたかったの。でも、はしたない女だと思われたくなくて……。いつも私の胸をいやらしい目でずっと見ているあなたが、自分から来てくれることを期待していたの」

			　行ってよかったのか。いつでもオッケーだったのか。

			　俺にはいつだって行く準備はあったのに。

			「おかしいのよ。さっきから、ずっと身体が熱くて熱くて、もうどうしようもないの」

			　不意に、エリスの首筋に、一筋の汗が流れているのが見えた。

			　身体が、熱い……？

			　今のエリスは、明らかに普通じゃない。

			　まるで、媚(び)薬(やく)の類でも飲んだかのような……。

			　……いや。そうだ、サキュバスだ。

			　おそらく、俺が寝ている間にあのサキュバスが復活したんだろう。

			　そして、情欲を煽(あお)られたエリスはもう我慢ができなくなって、以前から気になっていた俺に夜這いを仕掛けてしまったと。そういうことなら仕方ない。

			　好きと言われて、夜這いをかけられて、それでも手を出さないなんていうのは男のやることじゃない。それにこれは治療だ。

			　サキュバスに情欲を煽(あお)られたエリスを元に戻すためには、一度その情欲を発散させてやらなければならない。これは仕方ない。

			　ついにこの日が来てしまったのだ。

			　そして、俺はエリスの下から抜け出すと、そのままエリスの服を脱が――

			　…………と、こんな内容の、とてもエロい夢を見た。

			　今、ここまで見たところで、今度こそ本当に目が覚めた。

			　今のは夢だ。現実じゃない。

			　あれは俺の欲望が見せた、ただの幻影だ。

			　今俺の上に乗っているのは、俺に抱きつくようにして寝ているユエルさんだけである。

			　……エロい夢を見た直後なせいで、この状態は危険だ。

			　ちょっとユエルをどかそう。ユエルさんが寝ていてよかった。

			　……こんな夢を見たのも、昨日、サキュバスがどうこうなんていう本を読んだからだろう。

			　アリアと、エリスの話をしたのもある。

			　なかなか印象深い内容だったから、夢にまで出てきてしまった。

			「……でも、あとちょっとだったなぁ」

			　もう少しで夢の中とはいえ、エリスと一線を越えられたのに。

			　まぁ、夢っていうのは大抵見ている本人が興奮すると目が覚めるから、こういう夢は寸止めになることが多いと以前テレビで見たことがある。

			　残念だ。

			　しかし、こういうエロい夢を見た後だと、封印されたと言われているサキュバスを本当に復活させたい気持ちがふつふつと……。

			　だって、現状一つ屋根の下、しかも同じ部屋で寝泊まりしているのだ。

			　サキュバスが復活し、エリスが自らの情欲を抑えきれなくなれば、さっきの夢が現実になる可能性だってある。

			　毎日のように、エリスとあんな感じでエロいことができるようになるかもしれない。

			　邪神の使徒らしいけど、誰か本当に復活させてくれないだろうか。

			　まぁ、サキュバスがいるとしばらくして人口爆発が起こり戦争になるとも書いてあったし、やはり駄目なんだろうけれど。

			　それに、聖書には封印されているだけだと書いてあったが、どうすれば復活させられるかなんてわからないしな。

			　聖書の内容が事実だとすれば、教会は邪神の使徒なんて絶対に復活させたくないはずだ。

			　その封印とかについても、教会の中でトップクラスの偉い人しか知らない、とかそんなところだろう。復活することなんて、まずありえない。

			　やめよう。

			　サキュバスという単語には妄想が膨らむけれど、実現の可能性がない妄想は虚しくなるだけだ。

			　今はなんとかしてエリスの好感度を上げ、ハーレムルートへの道を開くのが肝要。

			　さて、今日は何をしようか。

			　

			「……孤児院の手伝いに行く？」

			　俺がエリスを眺めながら好感度を上げる機会を窺(うかが)っていると、唐(とう)突(とつ)にエリスが出かけると言い出した。

			「ええ、近所にある孤児院なんだけど……あなたに言ったことなかったかしら」

			　時刻は昼前、昼食にちょうど良い時間。

			　昨日の今日だ。

			　……昨日、俺はアリアからの株を大きく落とした。

			　アリアがエリスと直接話をしたことで、エリスが俺のことを別に好きではないと気づき、去り際にこの街のイケメン騎士を紹介したかもしれない。

			　もしかしたらランチタイムにイケメン騎士と会う可能性もないでもない、と行き先をそれとなく尋ねてみれば……近所の孤児院に行く、とのことだった。

			「……そういえば、子供好きだって言ってたな」

			　昨日、アリアからそう聞いた気がする。

			「っ……！　そ、それだけじゃないわよ。その孤児院、あまり経営状況が良くなくて……私の両親が亡くなった時に色々心配してくれた人が院長をやっているから、前からたまに手伝えることは手伝いに行っているの」

			　僅かに赤面して、誤(ご)魔(ま)化(か)すようにするエリス。

			　別に子供が好きなのは恥ずかしいことではないと思うんだけれど。変な意味でもないんだろうし。

			　……しかし、孤児院が経営難か。

			「そういえば……」

			　チラリと、ちょうど俺にお茶を淹れようとしてくれているユエルを見る。

			「……はい、私のいた孤児院も、経営難で潰れてしまいました」

			　ユエルが奴(ど)隷(れい)になったのは、経営難で孤児院が潰れ、その孤児院の借金の形として売られたからだ。

			　ユエルが奴(ど)隷(れい)として売られていた時の少し前のことのはずだから、これも比較的最近のことだろう。

			「どこも経営が厳しいんだな」

			　まぁ、この世界は俺のいた現代日本と比べたら、そこまで社会制度が発展しているわけじゃない。

			　経営が厳しくとも、ちゃんと孤児院があるだけマシということなんだろう。

			　けれど、エリスは表情を少し険しくすると、僅かに怒りの篭(こも)ったような声を出した。

			「……いえ、多分、他所はそこまで厳しくはないわ。悪いのは……この街の大司教様が管轄する、この地方一帯にある都市の孤児院だけよ」

			　一つ、思い出した。

			　以前、エリスが王都の教会に行くと言った理由。

			　王都の方が専門的な修業が受けられるから、というのもあったが、確かこの街の教会が信用できないとも言っていた。

			　昔教会で奉仕活動をしていた父親が死んだ時、貰えるはずだった教会からの見舞金が貰えなかったとか、そんなことを聞いた気がする。

			「というか、孤児院は教会が経営してたんだな。そんなに酷(ひど)いようなら、ここの領主のおっさんも金を出してやればいいのに」

			「孤児院一つ一つを教会が経営している、というのは少し違うの。教会は慈善事業を任される代わりに領主様から寄付金を貰って、それを個人経営の孤児院にまた寄付金として分配しているだけだもの。多分、この街の教会がかなりの金額を中抜きしているのよ」

			　なんだ、その下請け構造みたいなのは。そこに教会が絡む必要性があるのだろうか。

			　しかも、エリスが言うように中抜きしている可能性があるならなおさらだ。

			「まぁでも、厳しいといえば厳しいけれど、経営が立ちいかなくなるほどではないって聞いてるわ。だから、領主様もあまり教会のやり方に口出しはできないみたいなの」

			「領主が教会への寄付金を減らして直接金を孤児院に渡せばいいだけなんじゃないのか？」

			「こういうのはある種の利権でもあるから……あまり手出しをするのも無理なんでしょう」

			　利権か。教会が領主からの寄付金で慈善事業を行い、一部を懐に入れるというのは折り込み済みということなんだろうか。

			　まぁ、メディネ教はこの国の国教だし、のっぴきならない理由でもあるのかもしれない。

			　というか、その理由に、一つ思い当たることもある。

			「……なぁ、エリス、俺以外にエクスヒールを使える人間を、何人知ってる？」

			「えっ……？　えっと、顔を知っているのは聖女様と、この街の大司教様ぐらいかしら。他にも、大司教の地位にある人に使える人がいるとは聞いたことがあるけど……それがどうかしたの？」

			「いや、ちょっとな」

			　やっぱりだ。

			　俺が知っているエクスヒールを使える人間は、二人しかいなかった。

			　そして、その二人ともが教会の人間。

			　エリスも、教会の大司教や聖女といった人間にしか、エクスヒールの使い手を知らないらしい。

			　……治(ち)癒(ゆ)魔法というのは、一般的に教会で修業して身につけるものだ。

			　教会なら優れた人材を、早期のうちに囲い込んだりもできるんだろう。

			　――教会による、エクスヒールの独占。

			　それが、こういう教会に有利な利権が存在する理由なのかもしれない。

			　病気や怪(け)我(が)は、不意にやってくるものだ。

			　しかも、エクスヒールが必要になるほどの怪(け)我(が)や病気であれば、他所からエクスヒールを使える人材を連れてきても間に合わない可能性がある。

			　だからこそ、教会と良好な関係を続ける必要がある。そういうことかもしれない。まぁ、ただの想像だけど。

			「しかし、エクスヒールを使える人っていうのは本当に少ないんだな。そんなに少ないとは意外だった。教会で一度修業したエリスでもそれだけしか知らないなんて」

			「それはそうよ。エクスヒールは、ハイヒールを使える治(ち)癒(ゆ)魔法使いが、十数人は必要なぐらいの魔力を使うって聞いたもの。というか、それを何回も使えるあなたがおかしいのよ」

			　ハイヒールが使えるだけでも十分エリートなのに、それが十数人分とは確かに大変そうだ。

			　人数が少ないのも納得である。

			　そうして俺が納得していると、エリスが何か疑問を抱いたかのように、眉を寄せた。

			「そういえばあなた、街全体にエリアヒールを使ったりとかもしてたわよね。……その、今まではあなたの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力も、何か大変な事情があるのかもと思って聞かなかったけれど……」

			　考えるように口元に手をあてながら、そんなことを言ってくるエリス。

			　聞きたくなったんだろうか。窺(うかが)うような目で、俺を見ている。

			　……でも、事情があるから聞かないでほしい。

			　異世界から来たから魔力が膨(ぼう)大(だい)にある、なんて言っても信じてもらえるわけがない。

			　と、そんなことを考えていると、ユエルが会話に入ってきた。

			「ご主人様、私もご主人様みたいに、凄(すご)い治(ち)癒(ゆ)魔法を覚えたいです。魔力を高めたいです。だから、その……」

			　おや、また聖書の解説を頼みたいのかな？

			　でもサキュバスのくだりだけは駄目だ。

			　誤(ご)魔(ま)化(か)すつもりで頭を撫(な)でる。

			　――すると、ユエルは嬉しそうに擦り寄ってきた。

			　……あ、これ違うわ。

			　遠回しに「くっついていいですか？」って聞いてるだけだ。

			　ユエルは俺の腰に両手を回して、まるで頬(ほお)擦(ず)りでもするかのように密着する。

			「ん、んんっ……」

			　それを見たエリスが、咳払いをしながら複雑そうな顔で俺を見る。

			　そんな顔をされても、俺にはどうすることもできない。

			「……ちょっと、長話しすぎたわね。そろそろ行かないと、孤児院の昼食の準備に間に合わないから。それじゃあ、行ってくるわね」

			　そう言って、治療院から出ていこうとするエリス。

			　さっきの疑問は、どうやらもういいようだ。

			　というか、もしかしたら、俺の表情で言いたくないのを察したのかもしれない。

			　これまでも、ずっと俺の素性について深くは詮索してこなかったし。

			　……しかし、孤児院で手伝いか。そうだ。

			「あ、俺もついて行って良いか？」

			　孤児院に興味はないけれど、エリスが孤児院で手伝いをするというなら、俺も手伝いに行こう。頼れる感じを積極的にアピールしていこう。

			　人手があって困るということはないだろうし、エリスも喜ぶだろう。

			　けれど、エリスは微妙な顔で俺を見る。

			　いや、俺とユエルを見る。

			　エリスの視線の先では、ユエルが俺の腰に抱きついて、頬(ほお)ずりを続けていた。

			「私、あなたを孤児院に連れていくの、ちょっと不安なんだけれど……」

			　エリスは眉を寄せ、本気で悩むような顔で、そう言った。

		

	
		
			第７話　孤児院

			　

			　ソフィア孤児院。

			　治療院からそう離れていない場所に、その孤児院はある。

			　外見は、老朽化が進んだ普通の一軒家。

			　養われている孤児の数は、赤ん坊が一人と、五歳から十二歳程度までの男女が八人。

			　ソフィアという気の優しそうなお婆さんが一人で運営している、ごくごく小規模な孤児院だ。

			　この孤児院に着いたのが、今からだいたい十数分前。

			　俺はエリスとともに院長のソフィアさんに挨(あい)拶(さつ)し、早速仕事の手伝いに入った。

			　まぁ、手伝いと言ってもやることは簡単だ。

			　ソフィアさんが昼食後に人と会うから、その間子供たちの面倒を見ていてほしい、というだけだった。

			　エリスは昼食の準備も手伝うつもりだったようで、少し早めに来たようだが。

			　そして今、エリスは赤ん坊を背負いながらソフィアさんと子供たちの昼食をつくり、

			「兄ちゃん、すげー！　めっちゃすげー！」

			「もう一回、もう一回やって！」

			「ねぇ、どうやるの？　それ、どうやるの？　教えてお兄ちゃん！」

			「お、教えてください！　私もやってみたいです、ご主人様！」

			　俺はその間、やんちゃ盛りの子供たちが変なことをしないように、子供たちをこの食堂に釘付けにしていた。子供たちの羨(せん)望(ぼう)と尊敬の眼差しを、一身に浴びながら。

			　具体的に俺が何をしているかといえば――折り紙だ。

			「どうだ、今度は鶴っていう鳥だ」

			「すげーっ！」

			「もう一回！　もう一回！」

			「ねぇ、どう折ったの？　さ、最初は、三角に折ればいいの？」

			「ご主人様、凄(すご)い、凄(すご)いですっ！」

			　紙が折られていくうちにどんどん見知った動物の形になっていくのが新鮮なのか、食い入るように俺の手元を見つめる子供たち。

			　どうやら、この国に折り紙で遊ぶという文化はなかったようだ。

			　ちなみに、俺がなぜ折り紙が得意かと言えば、小学生の時にやった自由研究が折り紙だったからだ。

			　折り紙の教本をほぼ丸写しにしたような、研究ともいえないような内容だったが、今でも内容はだいたい覚えている。

			　折り紙にはパターンがある。

			　ある程度それを覚えれば、簡単なものならアドリブでも折れるようになる。

			　鶴のような定番はもちろん、動物の顔ぐらいならアドリブで余裕だ。

			　まさか、あの経験がこんなところで役に立つとは。

			　正直、エリスから「料理を作る間、子供たちが危険なことをしないように見ていてあげて」と言われた時にはどうしようかと思ったが、やってみると案外なんとかなるものだ。

			　そうして折り紙を実演して、興味を持たせた後は、

			「それじゃあ、この紙をやるから好きなようにやってみろ」

			「おれ、おれゴブリンつくる！」

			「私スライムがいい」

			「ねぇ、うさちゃんはどう折るの？　ねぇ、教えて？」

			「私はご主人様を折り紙でつくってみたいです」

			　紙を与えて、適当に見ててやるだけでいい。

			　走り回ったり暴れられたりしたら大変だったが、こうやって新しいおもちゃを与えてしまえば、もうこっちのものだ。

			　子供たちは大人しく、紙をひたすら折っていく。

			　たまにアドバイスをしてやりながら、タイミングを見計らって新しい折り紙の見本を見せてやったりすれば、エリスたちが料理を終えるまでの時間ぐらいは稼げるだろう。

			　まぁ、俺にかかれば子供の世話なんてこんなもの。

			　これでエリスも俺に父性的なものを感じたりして「あの人となら、一緒に子供を育ててもいいかも……」とか思うかもしれない。

			　――なんて思っていると、子供たちに混ざっていたユエルの手が不意に止まったのが見えた。

			　……そういえばユエルさん。

			　いつの間にか孤児サイドに混じっていたけれど、あまりに自然すぎて何も言えなかった。

			　ご主人様がうまく折れないから、アドバイスを聞きたいんだろうか。

			　でも、それは俺でも無理だ。

			　さすがに個人を特定できるようなクオリティの折り紙なんて、折れるわけがない。

			　せめて、かわいい動物の顔シリーズあたりにしてほしい。

			　……けれど、ユエルは手を止めはしたものの、俺を見てはいなかった。

			　ユエルの視線の先には、七歳ぐらいの、まだ幼い女の子がいた。

			　……この子がどうかしたんだろうか？

			　周囲の子供たちが折り紙に熱中する中、ユエルはその女の子をただ見つめていた。

			　……その女の子を見ていて気づいた。

			　紙を持っていない。紙を見てすらいない。

			　というか、折り紙自体に興味を示していないように見える。

			　手の中に何かを持っているようで、握った手をさするように動かしてはいるんだけれど。

			　でも、それもどこか心ここにあらずといった雰囲気だ。

			　まるで時が過ぎるのを待っているかのように、ただぼーっと座っている。

			「どうした？　折り紙はつまんないか？」

			「っ……」

			　なんとなく気になって声をかけてみると、女の子は涙目になって俯(うつむ)いた。

			　……人見知りなんだろうか。

			　まぁ、知らない人が急に来たら、こんな反応をする子供もいるか。

			「まぁ、紙はたくさんあるからな。気が向いたら後でやるといい」

			　一応、もう一度声をかけると――

			「っ……うっ……ううぅ……」

			　女の子は、膝に顔を埋めて泣き出した。

			「おい、な、泣くなよ！　お、俺は何もしてないだろ？」

			　ど、どうすればいいんだよ。まさか、声をかけただけで泣くなんて。

			　さすがに、こういう子供への対処の仕方まではわからない。

			　単純に大人の男が怖いのかもしれないし。

			　そうだ、エリスを呼んで、対応を代わってもらおうか。

			　――そして俺がエリスを呼ぼうとすると、女の子の反応を見たユエルが、なぜか俺の方を見た。なんだろう、何かを期待するような目だ。

			　……何を期待しているんだろう。

			　ここから俺が、この女の子を華(か)麗(れい)に泣き止ませる、とか？

			　……違う気がする。

			　ちょっと、ユエルの考えていることがわからない。

			　俺が首を傾げると、

			「ご主人様、この子は、目が見えてないのかもしれません」

			　ユエルが言った。女の子の肩が、ビクッと震える。

			「……本当か？」

			　そんな風には見えなかったが。

			　……いや、一度盲目だった時期のあるユエルには、わかるのかもしれない。

			　女の子は僅かに顔を上げ、ユエルの方を見る。

			　なぜわかったのか、というような、不思議そうな顔だ。

			　……よく見てみると、確かに少し目の焦点というか、視線というか、そこに少し違和感がある気がする。

			　……なるほど。

			　目が見えていないから、折り紙ができないと。

			　つまりはそういうことか。

			「……違うの、ちょっとは見えるの。でも……こういう細かいことは、ぼやけちゃってできないの」

			　女の子が、ユエルに向けて震えた声で言った。

			　……手元ですら、ぼやけて見えない。

			　そういうのは聞いたことがある。

			　おそらく、この子は弱視なんだろう。

			　なんとなくぼんやりと周囲の様子はわかるが、細かいものにピントが合わないとか、もやがかかって見えるとか、そんな感じなのかもしれない。

			「しかし、目か……目はなぁ……」

			　……目が不自由というのは大変そうだ。

			　目の治療は、エクスヒールでないと行えない。

			　そしてエクスヒールでないと治療できないということは、ただの孤児であるこの女の子は、一生治療ができないかもしれないということだ。

			　孤児院で面倒をみてもらえるうちはまだ良いが、その後はどうしようもない。

			　目が見えなければ、仕事を探すのだって難しい。

			　目が見えない女の子がこの世界でどうなるのか、だいたいの想像はつく。

			　……奴(ど)隷(れい)か、娼館か。

			　おそらく、そんなところだろう。

			　この孤児院のお婆さん、ソフィアさんなら、この子が大人になっても面倒を見てくれるかもしれないが、あの人だって結構な歳だった。

			　この先ずっと生きていられるわけじゃない。

			　この幼い女の子は、遠くない将来、間違いなく苦労することになる。

			　……そんなことを考える間にも、ユエルはじっと俺を見つめている。

			　やはり、何かを期待するかのような目だ。

			　……俺は以前、ユエルの目を治した。

			「私の優しいご主人様が、目が見えないこの子供を見捨てたりするはずがない」。ユエルがそう思い込んでいるのが、ありありとわかってしまう、そんな目だ。

			　これからご主人様のかっこいい活躍が見れる、そういう期待も混じって見える。

			　ユエルがそんな瞳(ひとみ)で俺を見つめる間にも、女の子が下を向きながら口を開いた。

			「お祭りの時にね、聖女様ならこの目もきっと治してくれるって聞いたの。でも、私の前の人で終わりになっちゃって……駄目だったの」

			「あー、あれか」

			　そういえば、祭りの数日前から聖女は無償の治療を行っていた。

			　あれで治療してもらえることを、期待していたのか。

			　でも、聖女がアースドラゴンの石化のブレスに対処しきれなかったことから察するに、聖女はエクスヒールを数発しか使えない。

			　ちょうど、この子の前で魔力が尽きてしまったんだろう。

			「でもね、いいの。聖女様がね、きっと良い事があるから諦(あきら)めないでって、これをくれたから」

			　そう言って、女の子が手の中のものを見せてくれた。

			「これは……指輪か？」

			　一目見て、高そうな指輪だと思った。

			　金が使われているし、大きな宝石もあしらわれている。

			　装飾も繊(せん)細(さい)だ。この世界でこのクオリティの指輪を作るには、相当な金が要るだろう。

			　売ったらかなり、良い値がしそう。

			　……何か、変な魔道具じゃないだろうな。

			　ルルカがくれたイヤリングみたいな。聖女から貰ったと聞くと、なぜか身構えてしまう。

			　持っているだけで良い事があるとか言ってたみたいだし。

			　とりあえず鑑(かん)定(てい)してみる。

			　

			　指輪

			　

			　……ただの指輪らしい。

			　魔道具でもなんでもなさそうだ。これはなんの変哲もない、高級な金の指輪だ。

			　ということは、ただの施しの類か。本当に困窮したら、この指輪を売れという聖女のメッセージなのかもしれない。

			「聖女様ね、まだこの街にいるんだって。だから、ちゃんとこれを持ってたら、きっと治してもらえるんだと思うの」

			　そして、そんなことを言いながら、指輪を撫(な)でる女の子。

			　……聖女がもう街を去ったということを、まだ知らないんだろう。

			　後でそれを知った時、この女の子はいったいどんな顔をするだろうか。

			　女の子から視線を逸らすと、ユエルがまだ俺を見ていた。

			　キラキラとした瞳(ひとみ)で、俺を見ていた。

			　……これは仕方がない。

			　ユエルのこの目は裏切れない。

			　ここでこの女の子を見捨てれば、俺はユエルの尊敬の対象でいられなくなる。

			　……幸い、あの聖女はもう街を去った。

			　心おきなく治(ち)癒(ゆ)魔法が使えるとまでは言わないものの、目の前に治療の対象がいるのに隠さないといけない、というほどではないだろう。

			　それに、この子はもともと目が少しは見えるという。

			　念を入れて口止めしておけば、しばらくは誤(ご)魔(ま)化(か)せるはず。

			　そして時間が経ってしまえば、この女の子が「この人が治した」とさえ言わなければ、もう誰が治したかなんてわからないだろう。

			「名前はなんていうんだ？」

			「私……？　私、ファラ」

			「そうか、ファラ。……話がある。ちょっと、ついてきてくれるか？」

			　まぁ、将来エリスみたいな美人になって恩返しに来てくれることでも期待しよう。

			　俺は子供たちの相手をユエルに任せ、この子を治療することにした。

		

	
		
			第８話　指輪

			　

			　治療をするにあたって、目の見えない女の子、ファラに与えた条件は二つ。

			　一つは、大人になるまで、目が見えるようになったことを周囲に知られないように過ごすこと。

			　そしてもう一つが、俺が治療したということを、絶対に誰にも言わないこと。

			　まぁ幼い女の子だからちゃんと守るかどうかは微妙だが、一応言うべきことは言っておいた。

			「ほんとに良いことがあった。お兄ちゃん、ありがとう！」とはしゃいで喜ぶだけで、ちゃんと聞いているのかは微妙だったが。

			　まぁ、もう目は見えるはずなのに昼食の時にはソフィアさんに食べさせてもらっていたし、一応守る気はあるみたいだけれど。

			「エリスちゃん、シキさん、ユエルちゃん……手伝ってもらって、本当にありがとうね」

			　昼食を終えて、丁寧にお礼を言ってくるソフィアさん。

			　確か、この後人が来るから、その間子供たちの世話をすればいいんだったか。

			　まぁ世話といっても手のかかりそうな赤ん坊は一人しかいないし、エリスもいる。

			　あとはなんとかなるだろうけれど。

			「あと少ししたら大司教様がいらっしゃるから、大司教様とのお話が終わるまで、もうしばらくよろしくお願いね」

			「っ……！　人と会うって、大司教様のことだったのね」

			　大司教と聞いて、エリスの顔が少し歪(ゆが)んだ。

			「ええ、寄付のことでお話があるとかでねぇ。子供たちが大司教様に何か粗相をしてしまったらいけないから……お願いね？　私はこれから、玄関の前で大司教様をお待ちするから」

			　そう言って孤児院の外に出るソフィアさん。

			　……エリスは何か思うところでもあるのか、難しい顔をしている。

			　まぁ、エリスはあまり顔を合わせたくない相手なのかもしれない。

			　今の大司教にならなければ、エリスが金銭で苦労をすることもなかったわけだし。

			　それに、孤児院は教会からの寄付に頼っているとも聞いた。

			　その大司教が孤児院に寄付の話をするとなれば、寄付金の減額が目的という可能性もある。

			　エリスは、そういったことも懸念しているのかもしれない。

			「っ……あーっ、うあーっ！」

			　――そんなことを考えていると、不意にエリスの抱える赤ん坊が泣き出した。

			　エリスが険しい顔をしているからだろうか。

			　エリスはそれに気づくと、すぐに表情を優しい笑みに切り替えた。

			　それから、真っ先に赤ん坊の布おむつのチェックをし、

			「……こっちじゃないみたいね」

			　泣いている原因がおむつじゃないことを確認すると、揺りかごのように赤ん坊をゆっくりと揺らしてなだめ始める。

			　手慣れた感じだ。

			　たまにこの孤児院に手伝いにきているというのは、本当らしい。

			　赤ん坊、なかなか泣きやまないけど。

			「……お腹が空いたのかしら。でも、さっき飲ませたばかりだし……」

			　そういえば、昼食の時に哺乳瓶らしきもので、ミルクっぽい何かを与えていた気がする。

			　お腹が減っているというわけでもなさそうだ。

			　まぁ、赤ん坊なんてちょっとしたことでも泣く。

			　というか、何もなくても泣く。

			　顔色が悪いというわけでもないし、適当にあやしておけばいいだろう。

			　――と、不意にユエルが口を開いた。

			「エリスさん……赤ちゃんにおっぱい、飲ませてあげないんですか？」

			　一瞬、エリスの動きが止まる。

			　エリスはユエルがどういう意図で言っているのかわからないとばかりに、ユエルの目を見る。

			　おっぱいを飲ませてあげるというのは、それはつまりエリスの母乳を赤ん坊に飲ませる、ということだろうか。
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			「……で、出るのか？」

			　俺が疑問に思って聞いてみると、

			「でっ、出るわけっ……出るわけないでしょう!?」

			　慌てたように否定するエリス。

			　……だよな、もし出たらエリスにはもう子供がいるということになる。

			　エリスが知らないうちに妊娠出産なんてしていたら、俺は多分ショックで寝込む。

			　俺はまだエリスに手を出していないし。

			　……エリスの大声に驚いたのか赤ん坊の泣く勢いが強くなる。

			「そ、その、エリスさん、ご、ごめんなさい……」

			　ユエルもエリスに怒られたと勘違いしたのか、ショックを受けたような顔で下を向いた。

			「……あっ、ちょっ、ちょっと！　……ち、違うのよユエルちゃん！　お、怒ってないの。そ、その、母乳っていうのは……し、出産した人じゃないと出なくてね？　む、胸が大きければ出るっていうものじゃないの」

			「……そうだったんですか？」

			「そ、そうなの、だから私は、その……母乳は出ないのよ」

			　赤ん坊を揺らしてなだめながら、ユエルを慰(なぐさ)めるという高度な技を披露するエリス。

			　ユエルの誤解は解け、だんだんと赤ん坊も泣き止んでいく。

			　……しかしなんというか、エリスが赤ん坊の世話をしているこの光景は、とてもしっくりくる。……未婚のはずなのに。

			　まるで、あの赤ん坊がそのままエリスの子供のように見えてくる。

			　なんでだろう。巨乳だからだろうか。

			「やけに似合うな……」

			　気づくと、思ったことが口から漏(も)れていた。

			　それが聞こえたのか、エリスが俺を見る。

			　……エリスは赤ん坊を揺らす手を止めて、俺を見つめる。

			　少し驚いたような顔だ。

			　……それから、今度は腕に抱えた赤ん坊を見る。

			　エリスの表情がほんの少し綻んだのが見えた。

			　……そしてもう一度、俺を見る。じっと見る。

			　いや、なんだか、俺を見てはいるものの、ただぼーっとしているようにも見える。

			　何か、考えているんだろうか。

			　どこか上の空だ。

			「に、似合うって何よ……」

			　けれど、すぐにエリスは慌てたように背を向けて、また赤ん坊をあやし始めた。

			　おっと、これはどういう――

			　俺が考えようとした、その瞬間。

			「……ご主人様、なんだか変な気配がします。敵意は感じませんが、私、ちょっと外を見てきますね」

			　そんなことを言ったかと思えば、俺の返事も待たずにユエルが窓から飛び出していった。

			　……変な気配？　外に何かいるんだろうか。

			　ユエルが出て行った窓から外を見てみるが……何もいない。

			　ユエルも既にどこかに行ってしまったのか、姿が見えない。

			「大司教様、この度はわざわざおこしいただきまして本当にありがとうございます。あまり綺(き)麗(れい)なところではないですが、ぜひ中へ」

			　同時に、玄関からソフィアさんの声が聞こえた。

			　どうやら、ちょうど大司教が到着したらしい。

			　……なんだ、大司教の気配を感じただけか。

			　そして、俺がユエルの行動に納得していると、

			「来たみたいね……あ、あれ？　ファラちゃんがいないわ」

			　エリスが言った。

			　見回してみると、確かに子供が一人いない。

			　ファラだ。ファラがいない。

			「い、いない!?」

			「えぇ、さ、さっきまではいたと思うんだけど……」

			　赤ん坊を宥(なだ)めているうちに、どこかに行ってしまったのか。

			　しかし、このタイミングはよくない。

			　……俺は、ミスコンの時に一度、あの大司教を直接見たことがある。

			　あの太った大司教と純粋な子供が鉢合わせたら、大司教に「わー、ぶたさんだー！」とか口走る可能性もある。

			　教会は、この孤児院の生命線だ。

			　そんなことを口走れば、寄付が打ち切られて孤児院が潰れてしまうかもしれない。

			　ファラもまだ幼いし、すぐに探さないと。

			　そうだ、ユエルに気配を探ってもらうか。

			　あ、駄目か。

			　どこかに行ってしまったのだ。

			　……気配って、大司教のことじゃないのか？

			　仕方ない。

			「俺が探しておくよ。エリスは子供たちを見ておいてくれ」

			　まぁ、ファラがどこかに行ってしまった理由も、なんとなく察しはつく。

			　目が見えるようになったばかりだ。

			　おそらく、孤児院の中を色々見て回りたくなったんだろう。

			「さて、どこにいるんだろうな」

			　この孤児院はあまり大きくない。探せば数分もせずに見つけられるはずだ。

			　とりあえず、手近な部屋に入ってみる。

			「……いないな」

			　中にはいない。次の部屋を探そう。

			「……いや、待てよ？」

			　部屋の中に、ちょうど人が一人隠れられそうなクローゼットがある。

			　もしかしたら、中に隠れているかもしれない。念のため開けてみよう。

			「……いないか」

			　中は子供服がいくらか入っているだけだった。

			　……あ、下の方に下着もある。

			　まぁ、さすがにこの孤児院の子供たちの下着になんて、興味はわかないけど。

			　そして、クローゼットを閉じようとすると、

			「まったく、埃(ほこり)っぽいところだな」

			「申し訳ありません……こちらの部屋にどうぞ」

			　――部屋のすぐ外から、声が聞こえた。

			　どうやら、大司教とソフィアさんがこの部屋に入ろうとしているようだ。

			　数秒の間すらなく、ガチャリ、とドアノブの回る音。

			「……ん？　今、何か物音がしなかったか？」

			「いえ、私は気づきませんでしたが。……あぁ、すぐにお茶を淹れて参りますね」

			「茶はいらん。こんな汚いところで茶など飲めるか。それに、すぐに済む」

			　狭く、暗い空間の中。

			　部屋に入ってきたソフィアさんの声と、不機嫌そうな大司教の声だけが聞こえる。

			　……反射的にクローゼットの中に隠れてしまったのは、あれだ、条件反射というやつだ。

			　だってほら、子供のものとはいえ下着があった。

			　クローゼットを開けている俺の姿をもし見られたら、ロリコンの変態だとか勘違いされるかもしれないし。

			「用件だけを言う。この孤児院の寄付金を、増額することになった」

			「ぞ、増額ですか!?」

			「あぁ、これまではどうやら……孤児院への調査内容に不備があったようでな」

			　……しかし、いつまで中に入っていればいいんだろう。

			　大司教も話はすぐに済むと言っていたから、多分そんなにはかからないんだろうけど。

			　今外に出たりなんかしたら、完全に不審者だ。

			「あ、ありがとうございます、大司教様！　本当にありがとうございます！」

			　退屈なので二人の話を聞いていると、嬉しそうに礼を言う、ソフィアさんの声が聞こえた。

			　……というか、寄付金は増額されるのか。

			　エリスは、今の大司教は金に汚いというようなことを言っていたけど、もしかしてそうでもないんだろうか。

			「今、この孤児院の孤児の数と、建物の老朽化の具合を部下たちに調べさせている。その結果次第で、増額の具体的な金額が決まることになっている。それと、この書類にサインしろ。この私が直々に孤児院の状態を精査したという証明のようなものだ」

			　……いや、大司教の声だけでも、相当嫌そうなのがわかる。

			　というか今、この大司教、露骨に舌打ちしやがった。多分、この増額は本意ではないんだろう。

			　――そういえば、あのミスコンの時。

			　聖女が、領主と寄付金についての話をする、とか言っていた気がする。

			　もしかしたら、あれから聖女と領主はこの件について話をしていて、結果として大司教の寄付金の中抜きにメスを入れることになったのかもしれない。

			　なんとなくわかった気がする。それで、大司教はその言い訳として、孤児院の実態調査に不備があった、とかなんとか言ったに違いない。

			　大司教なんて役職の人間が、なぜこんな孤児院に直接くるのか疑問に思ったが、これも領主へのアピールなんだろう。

			　あの領主のおっさんも、ちゃんと仕事してたんだな。

			　そんなことを考えていると、外から足音が聞こえた。

			　そして、扉の開く音。どうやら、また誰かが部屋に入ってきたらしい。

			「大司教様、緊急のお話が……」

			「なんだ」

			　おそらく、さっき言っていた大司教の部下の一人だ。

			　小声で耳打ちでもしているのか、話の内容までは聞こえないが何かを話している気配がする。

			「ほ、本当かっ!?」

			　僅かな間を置いて、大司教の興奮したような、大きな声。

			「本当に見つけたのか!?　ま、間違いないんだな!?」

			　大司教が、続けて大声でまくしたてる。

			　どうしたんだろう。何かあったんだろうか。ちょっと気になる。

			　少し見てみると、クローゼットの中に、僅かに光の差す場所をみつけた。

			　おそらく、服がカビないようにするための、通気用の穴だろう。

			　覗いてみることにする。

			「はい、もちろんです。……ですが大司教様、少しお声を小さくされた方が」

			「あ、あぁ。……聖女……持っている……しかも、女なんだな？」

			　覗いてみると、大司教と部下が話をしている姿が見えた。

			　でも、小声で話しているせいで、断片的にしか聞こえない。

			　聖女と、女という単語だけは聞こえたけれど。

			　しかし……やっぱり太ってるな、あの大司教。特に腹回りとか。

			　神官服が内側の肉に押されて、今にも破れてしまいそうだ。

			　それに、なぜか指輪をじゃらじゃらと手につけているせいで、服のすそから覗く指が、まるでボンレスハムのようになってしまっている。似合ってないし、少し見苦しくすらある。

			「ええ。初めは耳を疑いましたが、確かな情報です」

			　部下が言う。

			　しかし、なんの話なんだろう。

			　耳を疑うような情報で、大司教が言うには聖女と女が関係している……？

			　一瞬俺のエクスヒールがバレたのかもと思ったが、女というのがわからない。俺には関係ない気もする。

			　まだ子供のファラのことを、女と呼んだりはしないだろうし。

			　……というか、大司教のしているあの指輪。気になって鑑(かん)定(てい)してみたら、魔力量上昇の魔道具だった。しかも、指にじゃらじゃらとつけている全部がだ。

			　凄(すご)いなおい。あの大司教がエクスヒールを使えるというのも納得だ。あれだけ揃えるのに、いったいいくらかかったんだろう。

			「大司教様、どうかなされましたか？」

			　大司教の様子を不審に思ったのか、ソフィアさんが声をかける。

			「いや、なんでもない。しかし、少し忙しくなりそうだ、私はこのあたりで帰らせてもらう」

			　大司教は、そう言うと急いで席を立った。

			　もう孤児院の調査は終わったのだろうか。そんな感じでもないみたいだが。

			「あ、あの大司教様、まだ書類が……！」

			「ふははははっ……そんなもの、もう必要ないわ！」

			　慌てるソフィアさんとは裏腹に、大司教は機嫌良さそうに部屋を出て行った。

			　……なんだったんだろう、いったい。

			　ソフィアさんも、書類を手に持ったまま固まってしまっているし。

			　それにあの書類は、おそらく領主に届ける大事なものだと思っていたんだけれど、違うんだろうか。

			「……」

			　というか、ソフィアさんも早く部屋を出ていってくれないかな。

			　ちょっとトイレに行きたくなってきた。

			　……そろそろ、クローゼットから出たいです。

			　

			　子供たちの世話を終え、孤児院からの帰り道。

			　治療院への道を、俺とエリス、そしてユエルの三人で歩く。

			　あのクローゼットから出てすぐに、大司教たちの会話の意味はわかった。

			　ファラが持っていた、聖女から貰ったという指輪。

			　あれを、大司教の部下にとられてしまったらしい。

			「子供から物を取り上げるなんて、酷(ひど)いことをするわよね……」

			　エリスが、怒った顔で言う。

			　エリスが、ファラの指輪を取られたことに気づいたのは、大司教たちが去った後だった。

			　取り返すことはできなかったらしい。

			　まぁ、大司教たちの話を盗み聞きした限りでは、かなり重要そうなものだった。

			　返してくれと言って返してはくれなかっただろうけど。

			「そうだな」

			　まぁ、ファラの指輪のことはかわいそうだが、俺には何もできない。

			　高そうな指輪だったが、あくまで指輪は指輪。

			　ただの指輪のために、権力者に楯突くようなことはしたくない。

			　リスクが高すぎる。

			　ファラ自身も「もう良いことがあったからいいの」とか言って、まったく気にしていない様子だった。

			　価値がわかっていないというのもあるんだろうけれど。

			　エリスもおそらく、指輪を直接見てはいない。

			　ちょっと怒っているけれど、あくまでちょっとだ。

			　取られたのは、子供がままごとで使うような指輪だと思っているんだろう。

			　聖女が施しでくれた金の指輪だなんて言えば、激怒しそうだ。

			　エリスは本気で怒ると怖い。

			　もしポロっとそれを言ったら、保身も考えずに大司教のところに突撃したりしそうだ。

			　話題を変えよう。

			「なぁユエル、そういえば、変な気配ってなんだったんだ？」

			　一つ思い出した。

			　大司教が来ると同時に、ユエルは孤児院を飛びだしてどこかに行った。

			　俺がクローゼットから出てエリスと合流する頃には、ユエルももう戻っていたけれど。

			　ファラはともかく、ユエルはいったい何をしていたんだろうか。

			「えっと、獣(じゆう)人(じん)の女の子が孤児院の屋根の上にいました」

			「獣(じゆう)人(じん)の女の子？」

			「はい、犬みたいな耳で、私と同じぐらいの年頃の子でした。何か、孤児院の様子を窺(うかが)っていたみたいです」

			　なんで獣(じゆう)人(じん)の女の子が孤児院の屋根の上なんかにいたんだろう。

			　一瞬、聖女関係で俺に監視でもついたのかとも思ったが、聖女はもう王都に帰ったし。

			　それに、ユエルが気配に気づいたのは孤児院に来てからだ。

			　俺に何かしらの監視がついているとすれば、治療院にいる時か、治療院を出た瞬間に気づくのが自然だろう。

			　……もしかして、孤児院の子供たちと遊びたかった近所の子供だろうか。それならしっくりくる。

			「それで、どうしたんだ？」

			「追いかけたら逃げていきました」

			　……ナイフを持って獣を追い回す、ハンターなユエルさんの姿を想像してしまったが、おそらくそうじゃないはずだ。

			　話そうとしたら逃げた、とかだろう。まだ子供だという話だし、人見知りなのかもしれない。

			　そうしてユエルと話をしていると、不意に、エリスが深いため息をついた。

			「どうした？」

			「いえ……あの大司教様と帰り際にすれ違ったんだけど、凄(すご)くいやらしい目で見られて……ちょっとね」

			　いやらしい目で見られるのはお嫌いですか。

			　まぁ、男ならエリスの肉付きの良い腰回りとか、巨乳な胸を見てしまうのは仕方がないとは思うんだけれど。

			　……一応、俺も気をつけておこう。

			　けれど、エリスはすぐにハッとしたように表情を変えた。

			「それにしても、あなた、子供に好かれるのね。またお兄ちゃんに折り紙を教えてもらいたい、なんて言ってたわよ」

			　言っても仕方ないことだと気づいたのか、エリスが話題を変えてくる。

			　どうやら、子供たちはエリスにきちんと俺の働きぶりを伝えてくれていたらしい。

			　これで今日の目的は達成された。

			「それに……ファラちゃんの目、治してあげたんでしょう？」

			　おっと、なぜそれを知っているんですか、エリスさん。

			「……ファラがそう言ったのか？」

			「ファラちゃんがあれだけ嬉しそうな顔してれば、わかるわよ。私、この孤児院にはたまに来てるって言ったでしょう？」

			　一瞬ファラを疑ってしまったが、どうやら違うらしい。

			　……まぁ、たまに孤児院に来ているというエリスなら、そういった違いにも気づくか。

			「あなたはあまり治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を見せたくなかったみたいだから、今まで頼めなかったけど……。私、ずっとあの子のことは心配だったの」

			　エリスが、穏やかな表情で言う。

			　……実はエリスは、俺が治(ち)癒(ゆ)魔法を隠したいと思っていることと、ファラを治療してほしいという気持ちの間でずっと悩んだりしていたのだろうか。

			「……別に、たいしたことはしてない」

			　労力としては、本当にたいしたことはしていない。

			　バレたらまずいが、エリスにならエクスヒールのことがバレても何の問題もないわけだし。

			　けれどエリスは、それがとても大事なことだとでも言うかのように、俺の目を正面から、じっと見つめる。

			「ファラちゃんを治してくれて、ありがとうね」

			　そして、柔らかく微笑(ほほえ)んで、そう言った。

			「っ……お、おう」

			　あまりこう、エリスに純粋な笑顔を向けられることがなかったせいか、今のはドキッとした。

			　やばい。なんでもないことのはずなのに、顔が少し熱くなる。

			　なんだかエリスの目を見つめていられなくて、ついっと目を逸らしてしまう。

			「ご主人様？」

			　そんな俺の様子を疑問に思ったのか、ユエルが顔を覗き込んでくる。

			　……危ない危ない。

			　俺がエリスの笑顔にちょっとドキッとしたなんて、ユエルに気づかれるわけにはいかない。

			　泣くかどうかはわからないが、間違いなく良い影響は出ないだろう。

			　一度自分の顔を手で隠し、表情をリセットする。

			「なんでもない。早く帰るぞ」

			　それから、誤(ご)魔(ま)化(か)すためにユエルの頭を軽く撫(な)でる。

			　ユエルはまだ首を傾げているが、もう一度頭を撫(な)でると、嬉しそうに手に擦り寄ってきた。

			「はい、ご主人様」

			　ユエルの高い声が、なぜかぼんやりとした俺の頭に響いていった。

			　

			　孤児院から帰ってきた、その日の深夜。治療院のドアをノックする音で目が覚めた。

			　暗い部屋。外から差し込む月から察するに、おそらくまだ深夜の二時あたりだろう。こんな時間に来客か。

			「ん……もしかしたら、急ぎで治療を頼みたいのかもしれないわ。ちょっと、行ってくるわね」

			「ああ」

			　俺と同じく起きたらしいエリスが、上着を羽織って部屋の外に出る。

			　しかし、こんな時間に治療とは。以前、ルルカがフランたちの治療を頼みにきたことを思いだす。もしかして、またルルカだろうか。

			　……いや、確か今ルルカは領主のところにいるはずだ。

			　わざわざ俺に頼まなくても、良い治(ち)癒(ゆ)魔法使いの一人や二人はそこにいそうなものだ。

			　ドアをノックする音が止んだ。

			　おそらく、エリスが対応しているんだろう。

			　……俺も行くか。

			　風邪やちょっとした怪(け)我(が)ならエリスでもなんとかなるが、わざわざこんな深夜にやってくるぐらいだ。

			　もしかしたら、重い病気や欠(けつ)損(そん)レベルの大(おお)怪(け)我(が)かもしれない。

			　俺に抱きついてぐっすりと眠るユエルを、起こさないようにそっと引き剥(は)がしてから、下の階に降りる。

			「あれ、エリス……どこだ？」

			　けれど、治療室にエリスはいなかった。というか、明かりすらついていない。

			　いつもは、ここで怪(け)我(が)人や病人に症状を聞いて、治(ち)癒(ゆ)魔法をかけるんだけど……。

			　廊下にもいない。玄関にもいない。

			　そして気づいた。

			　……なぜか玄関の扉が、開いたままになっている。

			「エリス？」

			　外か？　でも、なんで外に？

			　もしかして、担架か何かで怪(け)我(が)人が運ばれてきたから、外で治療をしたんだろうか。

			　いや、でも、そんな担架で連れてこられるような重傷なら、真っ先に俺を呼びに来るはずなんだけど。

			　玄関から外を見ると、誰もいなかった。

			「……エリス、本当にどこに行ったんだ？」

			　路地の方まで出て、周囲を見回してみる。

			　すると、いた。エリスが、というわけじゃない。

			　暗いし距離もあるせいでよく見えないが――おおよそ五人ぐらいの、人影だ。

			　その人影が、路地裏に向けて走っていくのが見えた。

			　……エリスがいない治療院。

			　開きっぱなしだった玄関の扉。

			　走り去る、集団の影。

			　そこに、確証があったわけじゃない。

			　でも、その走り去る集団を見た瞬間、俺は全身が粟立った。

			　嫌な予感。おそらく、そうだと思った。

			　エリスが……攫(さら)われた。

		

	
		
			第９話　追跡

			　

			　遠くに、路地裏に向かって走り去る、人の影が見えた。

			　このままだと見失う。

			　反射的に、路地裏に消えたその五人の影を追っていた。

			　走って追いかけながら路地を曲がると、数十メートルほど先に、五人の影を捉えた。

			　目を凝らして、よく見てみる。

			　……あの、五人組の中の一人、何かを肩に抱えている。

			　いったい、何を抱えているんだろう。嫌な予感がする。

			　走りながら近づいていくと、だんだんと影が鮮明に見えてきた。

			　袋だ。

			　五人組の影のうちの一人が、人が一人入るような、大きな袋を抱えている。

			　その袋は、本当に人が入っているかのように、もがくように動いていて……。

			「チッ……暴れんな！」

			　拳で殴られ、ぐったりとしたように動かなくなった。

			　――間違いない。

			　あの袋の中には、人が入っている。

			　……エリスが、なぜかいなくなった。

			　そして、開きっぱなしだった玄関の扉。

			　あの中に入っているのは……まず、エリスだろう。

			　どうしてエリスが。この街は、こんなに治安が悪かったのか？

			　目的は？

			　身代金、それとも身体か？

			　疑問が湧くが、考えている余裕はない。

			　一度見失ったら終わりだ。

			　今は、何が何でもあの男たちに追いつかなければいけない。

			　男たちは、路地を小刻みに曲がりながら、細い道へ細い道へと逃げていく。

			　でも不幸中の幸いか、エリスを抱えているせいで、俺の足でも追いつけそうだ。

			　足音を抑えて近づきながら、アイテムボックスからメイスを取り出す。

			　すぐに男たちに殴りかかろうと思ったが――近づいて気づいた。

			　……あいつら、全員武装している。

			　剣、ナイフ、獲物はさまざまだが、すぐに取り出せる位置に、何かしらの武器を持っている。五対一でも分が悪いのに、武器まで持っているのかよ。

			　こいつらを追う前に、ユエルを起こしてくるべきだったか。

			　いや、そうしていたら、こいつらを見失っていた可能性が高い。

			　……でも俺だけじゃ、五人を相手にするのは勝算が薄い。

			　……どうする。

			　戦うか。助けを呼ぶか。

			　時刻は深夜。辺りは静まりかえっている。

			　あの男たちもひと気のないところを選んで走っているようで、助けてくれそうな人なんて、一人も見当たらない。

			　大声を出せば、誰か来てくれるだろうか？

			　……いや、あいつらに俺の存在を気づかれるのもまずい。武器を持った男たちとの五対一だ。

			　いくら高度な治(ち)癒(ゆ)魔法が使えるからといって、俺も死なないわけじゃない。

			　五人に囲まれて、後ろから頭に剣を叩き込まれでもすれば、俺だって確実に死ぬだろう。

			　助けが来るまでの時間も稼げずに俺が瞬殺されて、あいつらがどこかに行ってしまうかもしれない。

			　それに、もし誰かが助けに来ても、相手は五人だ。

			　騎士クラスの実力者でも、一人や二人じゃ勝てないかもしれない。

			　もし勝てるだけの実力者が来てくれたとしても、何人かがその足止めをして、エリスを抱えた男は逃げるという可能性もある。

			　ここで見失ったら、もう、再び見つける手段がない。

			　……そうなったら、終わりだ。

			　後日騎士が捜(そう)索(さく)してくれるかもしれないが、後日じゃ駄目だ。

			　エリスはとても魅力的な、年頃の女性だ。

			　拉致された後、時間が開けば、何をされるかわからない。

			　男たちに気づかれないように、決して見失わないように、付かず離れず追い続ける。

			　考えろ。考えるんだ。

			　何か、あの男たちからエリスを奪還する方法を。

			　ただ奪還するだけでも駄目だ。

			　そこからエリスを抱えて、あの五人から逃げ切る算段も立てないといけない。

			　背後からエリスを抱えた男を急襲して、エリスを奪還した後、スライムゼリーをばら撒(ま)くか？

			　……いや、そんな一時凌(しの)ぎじゃ駄目だ。

			　エリスを抱えていれば、一分と経たず男たちに追いつかれてしまう。

			　そうだ、アリアから貰った煙玉。

			　ユエルはもう使ってしまったが、俺の分はまだ残っている。

			　これを使えば、逃げ切れるんじゃないか。

			　……いや、でも、煙幕があっても足音は消せない。

			　今は深夜だ。街に人がいないせいで、足音がよく響く。

			　今はあいつらも走っているから俺の存在に気づいていないが、耳を澄まして探されれば、どこへ逃げているかなんて簡単に特定されてしまう。

			　……というかそもそも、本当に背後から襲撃して奪還なんてできるのか？

			　もし気づかれて、あの五人がエリスを運ぶ役と、足止め要員に分かれたら……最悪だ。

			　そこを最後に、俺はエリスを見失ってしまう。

			　俺の行動には、おそらくエリスの全てがかかっている。絶対に失敗するわけにはいかない。

			　どうする。どうするのが最善だ……？

			　……そうして考え続けていると、男たちの走るペースが落ちてきた。

			　治療院から、大分離れたせいだろうか。

			「上手くいったな」

			「あぁ」

			　そのまま、会話を始める男たち。

			「ったく、大司教様も人使いが荒いよなぁ？　今日、急に女を攫(さら)って来いだなんてよ」

			　今、なんて言った？

			　大司教……？

			　なぜ、ここで大司教が出てくる。……大司教が、このエリスの拉致を企てたということか？

			「まったくだ」

			「まぁいいじゃねぇか。これで俺たちの仕事は最後、そうだろう？」

			「まぁな」

			　それに「今日、急に」と言った。

			　それはつまり、今日、エリスが攫(さら)われる理由ができたということだろうか。

			　今日、俺はエリスとずっと一緒にいた。今日の行動を思い返してみる。

			「っ……」

			　俺は馬鹿だ。ここまできて、ようやくわかった。

			　エリスが、教会の人間に攫(さら)われる理由。

			　……そんなもの、俺のエクスヒールしかないじゃないか。

			　今日あったこと……俺とエリスは、孤児院に行った。

			　孤児院で、俺がファラにエクスヒールを使った。

			　あの時、確か孤児院の老朽化の検査をすると言って、大司教の部下が孤児院の中を見ていたはずだ。

			　そして、俺はどこかに行ってしまったファラを探して……すぐには見つけられなかった。

			　……もしかしたら大司教の部下が、俺が見つけられなかったファラと、会ったのかもしれない。

			　ファラは俺がエクスヒールで目を治したせいで、ずっとまともに見えなかった目が、突然見えるようになった。

			　はしゃいで、とても喜んでいた。

			　それこそ、聖女から貰った大切な指輪を取られても、笑って許せてしまうぐらいに。

			　きっと、見るもの全てが新鮮で、嬉しくて嬉しくてたまらなかったんだろう。

			　……あの子はまだ子供だ。

			　嬉しい気持ちを誰かに伝えたくなったとしても、仕方のないことだろう。

			　見えなかった目を治してもらったことを、近くにいる人につい言ってしまったとしても……何もおかしくはない。

			　でもファラが、俺が治したことを大司教の部下に言ったなら、今あの袋に入っているのはエリスではなく俺だったはずだ。少し、違う気がする。

			　……いや、俺は「俺が治療したということを絶対に誰にも言うな」と、ファラに念押ししていた。

			　ファラはきっと、治療してもらったことを大司教の部下に言っても、それだけは守ろうとしたに違いない。

			　だから、大司教の部下に目のことを問い詰められたファラは、言ったのだ。

			　俺ではなく、「エリスさんが治してくれた」と。

			　もしそうなら、納得がいく。

			　俺がクローゼットの中に隠れていた時に聞いた、大司教と部下の会話。

			　あれは、聖女から貰ったというファラの指輪のことじゃない。

			　あれは、聖女と同じだけの治(ち)癒(ゆ)魔法の実力がある、そう勘違いされたエリスのことだったんだ。

			　なぜ、大司教の指示でエリスが拉致されたのか。やはりそこには、エクスヒールに関する教会の思惑があるんだろう。どんな思惑かは知らないが。

			　でも、袋詰めにして拉致するなんて、とてもまともな思惑とは思えない。

			　これは、俺が想像していたような、教会の重要なポストに招き入れるとか、そんな甘っちょろいことじゃない。

			　人を攫(さら)うという行為は、犯罪行為だ。いくら教会といえど、そのことが明るみになれば、大きな痛手になるだろう。

			　それでも教会がエリスを拉致したのは……今後、エリスがそれを騎士や領主に告発しないという、確信があるからだ。

			　教会に、エリスが拉致されたことを告発しない確信があるのはなぜか。

			　それは、エリスと話し合って和解する自信があるからか、告発できる自由を……永遠に奪うつもりだからか。

			　間違いなく、後者だろう。

			　方法はわからない。

			　奴(ど)隷(れい)紋(もん)かもしれないし、どこかに監禁でもするのかもしれない……もしかしたら、殺すつもりなのかもしれない。

			　少なくとも、ここでこいつらを逃がせば、きっとエリスは一生日の当たるところには出てこない。

			「でも……」

			　相手は国教の大司教だ。この街と周辺都市の教会をとりしきる、重鎮も重鎮だ。

			　金もある、権力もある、犯罪行為ですら行うあの男たちのような部隊もいる。

			　下手をしたら、この街の領主より力があるのかもしれない。

			　エリスを奪還したとしても、その後はどうする。

			　領主にこのことを訴えたとしても、大司教の、そしてこの国の国教であるメディネ教の力は強大だ。領主が俺より、大司教を優先する可能性だってある。

			　その場合は……逃亡生活だ。

			　こんな城壁に覆(おお)われた街の中で、逃げ隠れしながら生きていかなければならない。

			　街から逃げられたとしても、街の外には魔物が待っている。

			　目の前が暗くなる。権力を敵に回してはいけない。

			　そんなこと、わかっていたはずなのに。

			　男たちを追う。追い続ける。

			　けれど、エリスを奪還して逃げ切る方策が、思い浮かばない。

			　短期的にも、長期的にも、状況を打開する良い手段が、何も思いつかない。

			　エリスは俺の大切な存在だ。絶対に守りたい。

			　……だからこそ、考えもなく飛び込んで、失敗することだけは許されない。

			　そして、悩みながら男たちの後をつけていると……着いてしまった。

			　教会だ。本当に、教会だった。

			　教会の正門から、男たちは堂々とエリスを抱えて、中に入っていく。

			　い、いや、驚いている場合じゃない。

			　男たちを追わないと。エリスを見失うのはまずい。

			　でも……さすがに、正面の入り口から入るのは自殺行為だ。

			　……教会を見回してみると、一階の窓が開いている。

			　窓から忍び込む、これしかない。

			　植木を利用し、月明かりから身を隠すようにしながら窓に近づき、窓から中を覗く。

			　中にはベッドが一つ、二つ、三つ、そして四つ。

			　……どうやら、ここは教会で働く人が使う寝室のようだ。

			　今は誰も使っていないようで、人の気配はない。

			　窓から部屋の中に入り、素早くドアに近づく。

			　それから、物音を立てないように、ドアをそっと開いていく。

			　誰もいない。……けれど、声が聞こえた。

			　急いで、声がした方向に廊下を進んでいく。

			　素早く、そして物音を絶対に立てないように。

			　少しして、開けた場所に出た。

			　ステンドグラスから幻想的な月明かりが差し込むその場所は、所謂(いわゆる)、礼拝堂というやつだろう。

			　身を隠しながら、礼拝堂を覗きこむと……そこにエリスがいた。

			　どうやら袋から出されたようで、ロープで腕と足を縛られ、猿(さる)轡(ぐつわ)をかまされている。

			　それと……大司教と、あの男たちも含めた教会の人間が十人程度。

			　嘘であってほしかったが、大司教がこの拉致の首謀者というのは、本当らしい。

			　エリスが、地を這うような体勢で大司教を睨(にら)みつけている。

			　どうやら、意識はあるようだ。男に袋の上から殴られていて心配だったが、表面上は、大事ないように見える。

			「ん、んんっ……んんー！」

			　エリスが、抗議するかのように大司教に向かって何かを言おうとする。

			　でも、猿(さる)轡(ぐつわ)をかまされているせいか、言葉になっていない。

			　身を隠しながら様子を見ていると、エリスの足が、微かに震えていることに気づいた。

			　……当然だろう。いきなり拉致されたんだ。

			　しかも殴られ、拘(こう)束(そく)されて、今は地面に転がされている。

			　エリスの頭の中は、不安と恐怖に支配されているはずだ。

			　今すぐに、助けだしたい。

			　……でも、敵の人数が多い。

			　何の作戦もなく飛び込めば、間違いなく無駄死にするだけだ。

			　冷静になって、よく考える必要がある。

			　やはり、これは俺だけで助け出すのは無理だろう。

			　けれど、ここがエリスを運び込む目的地なのは間違いなさそうだ。

			　これなら、急いで助けを呼んでくることができれば、エリスに危険が及ぶ前に救出できる可能性もある、と思った矢先。

			「ずっと、ずっとお前のような女を探していた」

			　大司教が懐から何かを取り出しながら、エリスに向けて言った。

			　大司教が手に持っているあれは……宝石だろうか。

			　淡く紫色に光る、小さな宝石だ。

			「エクスヒールすら使える魔力量。まるで本物のサキュバスのようなその肉体。お前は、私が求めていた素体の、まさに理想そのものだ」

			「っ……！」

			　エリスはエクスヒールと聞くと、まるで何かに気づいたかのように下を向いた。

			　そして、否定しようとする素振りすら見せず、沈黙する。

			　そんなエリスに構わず、大司教は言葉を続ける。

			「お前を素体とすれば、この宝玉に封印されたサキュバスを、ようやく完全な形で復活させることができる……待ちわびた、本当に、この日を待ちわびたぞ」

			　……サキュバスの復活？

			　こいつはいったい、何を言っているんだ？

			　……いや、サキュバスはメディネ教の聖書に、教会によって封印されたと書いてあった。

			　そしてこいつは、そのメディネ教の大司教だ。

			　本当に復活させる方法を知っているのか……？

			　……それに「素体」という言葉。とても、嫌な感じがする。

			「光栄に思え。お前の人生の最期には、私が直々に女の悦びというものをたっぷりと教え込んでやる。経験が少ないといけないからな。淫乱さも、素体とサキュバスとの相似性を高めるためには必要なことだ」

			「っ……！」

			　エリスの裸体でも想像しているのか、鼻の穴を膨らませ、下卑た表情を浮かべる大司教。

			　その手が、拘(こう)束(そく)され、地を這うエリスに伸びる。

			　これから、何が起こるのか。

			　大司教のいやらしい顔と今の言葉を聞けば、嫌でも予想できてしまう。

			　駄目だ。助けを呼んでいる時間なんてない。

			　――今にもあの男の手が、エリスに触れようとしている。

			　他の教会の人間も、全員大司教の息のかかった人間なのか、にやけた顔でその様子を眺めている。

			　エリスを救い出せるのは、今ここにいる俺だけだ。

			　俺が、なんとかするしかない。

			　こいつらから逃げ切るための、確実な作戦なんてない。

			　でも、ここで助けを呼びに教会の外に出れば、俺はきっと後悔する。

			　もう、迷っている時間はない。

			　アイテムボックスに手を突っ込む。取り出したのは、煙玉。

			　とにかく、煙幕であいつらの目をくらまして、この教会からエリスを連れ出す。

			　それから、大声で助けを呼びながらエリスを連れて全力で逃げる。

			　……どこまで逃げられるかなんてわからない。すぐに捕まるかもしれない。

			　でも、やるしかない。

		

	
		
			第10話　奮闘

			　

			「け、煙!?　火事か!?」

			「煙幕だ！　クソッ、騎士に嗅ぎつけられたか!?」

			「いや、違う、男が一人だ！　出口を、出口を塞(ふさ)げ！」

			　煙に紛れて近づき、エリスを両手で抱え上げ、全力で走った。

			　屋内で煙玉を使ったせいで、既に、一メートル先も見えないような状態だ。

			　記憶を頼りに、一直線に出口へ向かう。

			　そして、煙が充満する中、腕の中のエリスと目が合った。

			　……猿(さる)轡(ぐつわ)をされたままだが、今は外している余裕はない。

			　エリスは俺の顔を見ると、僅かに瞳(ひとみ)に涙を滲(にじ)ませる。

			「悪かった、エリス。これは俺のせいだ。……でも、絶対に守りきってみせるから」

			「ん……んん……」

			　エリスは何ごとかを呟(つぶや)いて、緊張の糸が解けたかのように俺の胸に顔を埋めてきた。

			　……おそらく、本当に怖かったんだろう。

			　でも、安心するのはまだ早い。

			　俺たちが逃げ切れるかどうかは、ここからが勝負だ。

			「マジかよ……クソッ」

			　それからすぐに、気配でわかった。

			　俺の進行方向……出口が、既に固められている。

			　おそらく、三、四人はいるだろう。

			　即座に、別の出口を探して反転する。

			　煙幕でろくに前が見えないが、今はとにかく走って逃げるしかない。

			　頭をフル回転させて、煙幕を使う前の光景を思い出しながら、全力で走る。

			「おい、こっちだ！　こっちにいるぞ！」

			　煙の薄い廊下に出ると同時に、背後から声が聞こえた。

			　走る音が近づいてくるのが、感覚でわかる。

			　あの人数に捕まったら、俺たちは終わりだ。

			　とにかく、すぐにこの教会から出るため、出口を探さないと……！

			　エリスを抱えて廊下を走り続ける。

			「こんなことをして、許されると思うなよ！」

			「男の方は絶対に生きて帰すな！　女を取り戻せ！」

			　後ろから、大司教の部下が追ってくる。

			　その声は、どんどん近づいてくる。

			　……やはり駄目だ。

			　エリスを抱えたままじゃ、追いつかれる。

			　そしてそう思った時――近くに、扉が見えた。

			　飛び込むように扉の中に入り、すぐに周囲を見渡す。

			　……どうやらここも休憩室のようだ。

			　複数のベッドが並んでいる。

			　急いで扉を閉め、鍵(かぎ)を掛けようとするが……この扉、鍵(かぎ)がついてない。

			　外から、足音が近づいてくるのが聞こえる。

			　やばい、やばい。

			　けれど、扉のすぐ横に大きなクローゼットがあった。

			　俺はエリスを一旦床に降ろし、

			「う、お、おおおおおおお！」

			　それから、扉の隣にあったクローゼットを、全力で扉に向けて押し倒した。

			　クローゼットが派手な音を立てて、扉の前に転がる。

			　――その直後、ガチャガチャとドアノブが回された。

			　けれど、開かない。

			　……倒れたクローゼットが上手く柱と噛み合って、扉が塞(ふさ)がれた。

			「うるっせえな、今何時だと思ってんだ！　寝かせろってんだよ！　……ったくよぉ」

			　だが、ほっとしたのも束の間。

			　今度は、部屋の中から声がした。

			「バルダス！　そこにいたか！　男を殺して扉を開けろ！　今すぐにだ！」

			　扉の外から、あの大司教の声が聞こえる。部屋の中を、もう一度見回してみる。

			　……反対側の壁に、人が出られそうな大きさの窓があった。

			　その窓と俺との間を塞(ふさ)ぐように、一人の屈強な大男が立っている。

			　……おそらく、さっきまではベッドで寝ていたんだろう。

			　急いでいたせいで、気がつかなかった。

			　そして、大司教にバルダスと呼ばれた男が、俺を見る。

			「お、お前……」

			「……なんだぁ？　これ、どういう状況だ？」

			　こいつ、見覚えがある。

			　ルルカと一緒に、旧市街でドラゴンを見かけた時。

			　そのすぐ後にすれ違った、あのゴロツキみたいな神官だ。

			　――ある可能性が、頭を過(よぎ)った。

			　ミスコンでの聖女襲撃に使われたドラゴンと、そのすぐ近くにいたこの神官。

			　エリスが攫(さら)われた今だからこそ、これが無関係だとは思えない。

			　……あの聖女襲撃も、もしかして大司教の仕業だったのか？

			　――頭の中で、全てが繋がっていく。

			　あの大司教は、サキュバスを復活させるのが目的だと言っていた。

			　そして、エリスを攫(さら)った理由と……「素体」という言葉からして、サキュバスの復活のためには、エクスヒールを使える女性……いや、おそらくエクスヒールが使えるほどに「魔力のある」「女性」が必要だったんだろう。

			　きっとそのためにあの大司教は、祭りに合わせてこの都市にやってくる聖女を狙い、あの襲撃を企てたんだ。

			　聖女の襲撃には、邪神教徒の常(じよう)套(とう)手段だという魔物を操る首輪が使われていた。

			　少し疑問ではあった。魔道具は基本的に高額だ。

			　あんなに大量の魔道具を、邪神教徒とかいう奴らはいったいどうやって仕入れているのかと。

			　迷宮産のものを買い集めるにしても、自分たちで研究開発しているにしても、膨(ぼう)大(だい)な金がかかるはずだった。

			　……おそらく、大司教がこの周辺地域の福祉を削り搾取した金を、その資金源にしていたんだ。

			「その男が素体の女を連れて逃げようとしている！　男を殺して女を取り返せ！」

			　バルダスと呼ばれた男は、俺とエリスを見ると、ヒュウ、と短く口笛を吹いた。

			「おいおいおいおい、こいつが話に聞いてた素体の女かよ。良い体してんじゃねぇか！　大司教様よぉ、この女、計画通りにサキュバスにしちまうんだろぉ？　……なら、俺がちょっとばかし味見しちまっても構わねぇよなぁ!?」

			「待て、それは私がやろうと思っていたんだ！　ただのチンピラだったお前を、教会で雇ってやったのは誰だと思っている！　……だがまぁ、今日は記念すべき日だ。その男を殺せば、サキュバスにする前にお前にもちゃんと回してやる」

			　エリスの意思なんて、完全に無視した会話をする男と大司教。

			　嫌な汗が背中を流れる。

			　……こいつらとは、住む世界が違いすぎる。

			　俺を殺したり、エリスを傷つけることに、何の躊(ちゆう)躇(ちよ)も感じていない。

			　どうやら、本当にまずいことにエリスを巻き込んでしまったらしい。

			「……ま、いいか。どうせサキュバスが復活したら街の女と好きなだけヤり放題だ。準備運動でもしとくかぁ？」

			　バルダスと呼ばれた男が、俺を見た。

			　筋肉質な男だ。身長も高い。体格は、向こうが圧倒的に有利だろう。

			　鑑(かん)定(てい)スキルを使ってみると……格闘術というのがあった。

			　戦闘用のスキル持ちだ。一対一でも、かなりきついかもしれない。

			　でも、こいつを倒さないと、どうやら逃げられなさそうだ。

			　外からは、ドアを力任せに開けようと、強く叩き続ける音が聞こえる。

			　あのドアも、いつまで持つかわからない。

			　頑丈につくられていそうだから、そう簡単には破られないはずだが……。

			　でも、ドアが破られて、この男と他の奴らとの挟みうちになったら、それこそお終いだ。

			　あのドアが破られる前にこいつを倒し、窓から逃げる。

			　先手必勝だ。

			　拳に力を込めて、狙いを定める。

			「うおおおおおおおお！」

			　狙うのは顎(あご)。

			　時間がない。速攻で昏倒させる。

			「はい、まず腕一本」

			　けれど、腕を掴まれた。

			　そして、男は俺の腕を捻り上げると、そのままねじ折ろうとしてくる。

			「ぐっ、あ、ああああっ……！」

			　……けれど、男はすぐに力を僅かに緩めた。

			　まるで俺が痛がるのを面白がるかのように、力を入れたり緩めたりを繰り返す。

			　顔を見ると、ニヤついていた。

			　……遊ばれている。

			「あっ、ああああああああ！」

			　そして不意に、ゴキン、と音がした。

			　脳に響くような重い鈍痛が、腕を襲う。

			　折れた。躊(ちゆう)躇(ちよ)なく折りやがった。

			「なんだよ、ただの雑(ざ)魚(こ)じゃねぇか」

			　男は不敵な笑みを浮かべてそう言った。

			　わかってはいたが……こいつ、強い。

			　気づけば、俺は後ずさりしていた。

			　足が一歩、また一歩と下がっていく。

			　……格闘術のスキル。

			　俺よりも一回り大きい、屈強そうなあの体格。

			　すぐにこいつを倒して逃げなければいけないのに、勝てるイメージがまったく湧いてこない。

			　無意識に、距離をとってしまう。

			　――すると、何かが足に当たった。

			　少し、柔らかい感触。足元を見ると……そこには猿(さる)轡(ぐつわ)をされたエリスがいた。

			　エリスが、悲痛な顔で折られた俺の腕を見ていた。

			　――ハッとした。腕が折れたぐらいなんだ。

			　今、エリスを助けられるのは俺しかいない。

			　距離をとるなんて、悠長なことをしている場合じゃない。

			　何がなんでも、俺はこの男を倒さなきゃいけないんだ。

			　もう一度、男と向き直る。覚悟を決める。

			　さっきとは逆の腕で、男に殴りかかる。狙うのは、また顎(あご)。

			「はいはい、これで二本目だ」

			　先ほどの再現。

			　男は馬鹿にしたように笑うと、俺の腕を捻じる力を再び強くした。

			　関節がミシミシと悲鳴を上げ、体全体が腕に引っ張られるような感覚。

			　――俺の後ろには、エリスがいる。

			　男の捻じる力に逆らうように、全力で腕に力を入れた。

			　ゴキン、と音がして、腕の突っ張る感覚が消える。

			　掴まれている腕以外が、フリーになった。

			「なっ……!?」

			　自分から腕を折ったことに驚いたのか、男が目を見開く。

			　――俺はその間抜け面に、最初に折られたはずの右腕を、全力で叩き込んだ。

			　折られたぐらいなんだ。俺は治(ち)癒(ゆ)魔法が使える。

			　この程度、怪(け)我(が)のうちには入らない。

			「てめぇ、その腕……治(ち)癒(ゆ)魔法使いかよ。でもな、パンチってのはこうやって撃つんだよ！」

			　気づくと、俺の腹部に拳がめり込んでいた。

			　……駄目だ。俺のパンチが、全然効いてない。

			　自分の身体の中から、嫌な水音がした。

			　胃の中に入っていたものが、喉までこみ上がってくる。

			　膝がぐらつき、一瞬、男の方に倒れこみそうになる。

			「っ――！」

			　くぐもった、エリスの悲痛な悲鳴が聞こえた。

			「エクスヒール」

			　治(ち)癒(ゆ)魔法を発動する。

			　――負けるわけにはいかない。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法で戻ってきた力を振り絞り、男の頭を掴む。

			　そしてその顔に、自分の頭を叩きつけた。

			　痛みに少しふらつくが、それは男の方も同じだ。

			「がぁっ……て、てめぇ、調子乗ってんじゃねぇぞ！」

			　男は頭を軽く振ると、また拳を振りかぶった。

			　おそらく、反撃されるとは思っていなかったんだろう。

			　……怒りで攻撃が大振りになっている。

			　これなら、俺でもわかる。

			　顔に、右ストレート。それがあいつの狙いだ。

			　回避運動はとれない。俺も……同じことを考えていたからだ。

			　でも、避ける必要なんてない。こっちも、全力のストレートを叩き込む。

			　――俺の拳が男の顎(あご)に直撃し、男の拳が俺の顎(あご)を砕いた。

			「エクスヒール」

			　治(ち)癒(ゆ)魔法を発動する。

			　男が下を向き、ぐらりとよろけるのが見えた。

			　今だ。

			　加減なんてしていられない。俺はアイテムボックスからメイスを取り出し、男の頭めがけて、全力で振り下ろす。

			　――これで、終わりだ。

			「う、おおおおおおお！！！」

			「くそが、くそがあああああああ！！！」

			　けれど、メイスが直撃する寸前、男に腕を掴まれた。

			　そしてそのまま、腕を握りつぶされる。

			「あ、あああっ！」

			　腕を捻りあげられ、顔面に膝を入れられる。

			　膝が、顔面にめり込む。

			　鼻の骨が折れたにもかかわらず、さらにそれより深く、膝が入ってくるような感覚。

			　反射的に、治(ち)癒(ゆ)魔法を発動する。

			「っぶねぇ……！」

			　……今のは危なかった。

			　一瞬、意識が飛び掛けた。

			「チッ……調子に乗りやがって……ん？　なんだよ、良いもん持ってんじゃねぇか」

			　男が、地面から何かを拾う。

			　……あれは、俺が今取り落とした金属製のメイス。

			　やばい。

			　即座に頭を庇(かば)うが、そこにメイスが振り下ろされる。骨の砕ける音が聞こえた。

			「ほら、ほらほらほらどうしたぁ!?　治してみろよ！　いつまで魔力が持つか、見ててやるからよぉ！」

			　二度、三度と、同じところにメイスが振り下ろされる。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法で治しても、即座に次の一撃、次の一撃が飛んでくる。

			　途絶えることのない、激痛。

			「っ、っ――！」

			　背後から、悲鳴が聞こえた。

			　猿(さる)轡(ぐつわ)をされたままのエリスの声だ。

			　――その声に、激痛に折れそうになった心を立て直す。殴られる度に、治(ち)癒(ゆ)魔法で腕を治していく。

			「まだ、終わりじゃねぇぞ」

			　腕だけでなく、肩、胴体、足。メイスの殴打は止まらない。一撃一撃、痛みで意識が飛びそうになる。

			　でも、頭に直撃だけはしないように、両腕でメイスから頭を守り続ける。

			　俺の足元に、血溜まりができ始めた。

			　おそらく、もう出血の量は相当なものだろう。エリスから見た自分がどうなっているのか、想像もしたくない。

			　メイスの連打が続く。

			　まだ、続く。

			「っ……ふー……」

			　しばらくして、息を切らせた男が、メイスを肩に担ぎ直した。

			　……最後にメイスをもらった腕に、感覚がない。

			　見てみると、真っ赤に染まった腕の中から、骨が飛び出しているのが見えた。

			　……これは開放骨折というやつだろうか。意識すると、腕に焼けるような痛みが走る。

			　――でも、背後から。

			　エリスが何か、言葉にならないような声で、必死に俺に何かを伝えようとしているのが聞こえた。

			「エクスヒール」

			　――まだ、戦える。

			　立ち上がる。

			　そして、もう一度男に向き直る。

			　けれど、男の方は俺が立ち上がるとは思っていなかったようだ。

			　再び拳を構える俺を見て、明らかに狼狽している。

			　……まぁ、こんな重傷を何度も何度も治して魔力が尽きないのは、俺ぐらいしかいないだろう。

			「……お、お前……どうなってんだよ！　ど、どうして立ち上がれるんだよ！」

			「……治(ち)癒(ゆ)魔法だけは、得意なんだよ」

			　俺が答えたのを聞いているのかいないのか、男は叫びながら、またメイスを振るってきた。

			　しかし、動揺からなのか、さっきよりも大振りで狙いがわかりやすい。

			　狙いは俺の腹部。

			　胴体なら構わない。回避運動はとらない。

			　俺はメイスが直撃する前に、男の顔面に右拳を叩き込んだ。

			　直後、メイスが直撃し、あばらが何本も折れた。

			「エクスヒール」

			　せり上がってきた血が口から溢れるが、傷自体はもう治っている。

			　再び立ち上がり、拳を握る。

			　……気づけば、バルダスと呼ばれた男の足元がふらついていた。

			　どうやら、カウンター気味の今の一撃が効いたらしい。

			　それに、こいつは神官のくせに治(ち)癒(ゆ)魔法が使えないようだ。

			「くそっ、くそっ、くそがああああああ！」

			　男が、無闇やたらにメイスを振るい始める。

			　頭に直撃するものだけを腕で庇(かば)って、男の顔面に再び拳を叩き込む。

			　そして、治療。

			　それを、繰り返していく。

			　……いや、このやり方は効率が悪いな。

			　そうだ、何も律儀に攻撃を受けてから治す必要なんてない。

			　俺は治(ち)癒(ゆ)魔法を発動する。連続して、発動し続ける。

			「エクスヒール、エクスヒール、エクスヒール、エクスヒール、エクスヒール、エクスヒール、エクスヒール」

			　俺の全身が、緑色の柔らかい光に包まれる。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法を発動しながら、男に向かって近づいていく。

			　男が振るったメイスが腕に直撃した。

			　――折れた骨が、即座に再生する。

			　男の蹴(け)りが俺の胴体を撃ち据えた。

			　――痛みが、一瞬で消えていく。

			「なんだよ……なんなんだよ、お前ぇ！　なんで、なんで死なねぇんだよぉ!!」

			　男が、どこか怯えたような顔で後ずさりする。

			　――後ろから、エリスの呻く声が聞こえた。

			　この声、もしかしたら泣いているのかもしれない。

			　ここで俺が負ければ、エリスの末路は確定してしまう。

			　俺には、絶対に負けられない理由がある。

			　固く、固く拳を握りしめる。

			「ク、クソがぁっ！　こ、この俺が、こんな奴に負けるわけがねぇんだよおおおおおお！」

			　一歩男に向かって踏み込むと、男は狂乱したようにメイスで殴りかかってきた。

			　けれど、動揺のせいか腰が入っていない。

			　……これなら、まだ俺の拳の方がマシだろう。

			　――俺の肩に、男のメイスが直撃する。

			　けれど……もう治療された。構わずに、男に向かって一歩を踏み込む。

			「どう、なってんだよ……」

			　男が信じられないものを見るような目で、俺を見た。

			　男の手からメイスが零れ、大きな音を立てる。

			　――固く握り締めた拳を振りかぶる。

			　俺には、戦いの経験なんて数えるほどしかない。

			　単純な強さなら、この男の方が何倍も上だろう。

			　誰もいない路地裏でこいつと喧(けん)嘩(か)なんてことになれば、俺は一目散に逃げていたはずだ。

			　でも、今は違う。

			　俺の後ろには、エリスがいる。

			　渾身の力を込めて、男の顔面を撃ち抜いた。

			　ただの右ストレート。

			　……でも、ふらつき疲れ切った男には、この拳だけで十分だったらしい。

			　男はそのまま後方に吹き飛んで、石の壁に後頭部を強く打ちつけた。

		

	
		
			第11話　救出

			　

			　男が白目をむく。邪魔者は排除できた。あとは、あの窓から逃げるだけだ。

			「よし、エリス、ここから逃げるぞ」

			　エリスの猿(さる)轡(ぐつわ)を外し、拘(こう)束(そく)を解いていく。

			「ね、ねぇ、あなた、だ、大丈夫なの？」

			　猿(さる)轡(ぐつわ)を外すと、半泣き顔でエリスが言った。

			　あまりエリスのこういう表情は見ない。なかなか新鮮だ。

			「あんなの俺の相手じゃない。ただの雑(ざ)魚(こ)だ。いいから逃げるぞ」

			「ぼ、ぼろぼろになってたじゃない」

			　エリスが縋(すが)り付くように抱きついてきて、泣きながら言ってくる。

			　いつもならこのままエリスの柔らかい胸の感触でも楽しむところだが、まだ危機は脱していない。今は淡々と、エリスの拘(こう)束(そく)を解いていく。

			「今は無傷だ。……よし、ロープも解けたな。すぐに逃げるぞ」

			　エリスの腕と足を縛っていたロープを解いて、立ち上がる。

			　ドアはまだ大丈夫そうだ。

			　あとは、窓から逃げるだけ。

			「駄目よ……もう、先回りされてるわ」

			　エリスに言われて、窓を見る。

			　エリスの言う通り、窓の外に、複数の神官の影が見えた。

			　……遅かったか。

			　外から回り込まれる前に、あのバルダスとかいう男を倒す必要があったのに。

			　神官たちのうちの一人が、窓を破ろうとメイスを振りかぶる。

			　おそらくこれから、何人もの神官がこの部屋に入ってくるのだろう。

			　その中には、さっきのバルダスのような戦闘慣れしている男もいるかもしれない。

			　ベッドで寝ていただけのバルダスと違って、最初から武器だって持っているはずだ。

			　一対一でも厳しかったのに、それが複数となれば……。

			　……もう駄目なのか？

			　いや、まだだ。

			　俺が諦(あきら)めるということは、それはエリスの終わりを意味する。

			　メイスを構える。

			　こうなったら、俺が一人で神官全員を倒しきる。

			　――そう思った瞬間、大きな破砕音が聞こえた。

			　目の前の窓が破られた音じゃない。

			　もっと大きな、建物全体に響くような、轟(ごう)音(おん)。

			「ッ――!!」

			　そして、何かの咆(ほう)哮(こう)。

			「う、うわああああああ！」

			「ひっ、ひぃっ、ひいいいいいい！」

			「ド、ドラゴン!?　なっ、なんでこんなところにドラゴンがっ!?　ひっ、く、来るなぁ！」

			　逃げ惑う人の声。

			　おそらく、大司教や神官たちの声だ。

			　しかし、ドラゴン？

			　いったい、何が起きているんだ……？

			　考えようとした瞬間、もの凄(すご)い音と衝撃とともに、部屋の壁が吹き飛んだ。

			　咄(とつ)嗟(さ)に、エリスを庇(かば)う。

			　壁の方を見てみると……そこにはドラゴンの顔があった。

			　見覚えのあるドラゴンの顔が、石造りの壁を突き破っていた。

			「こ、これでいいんだよね!?　ほ、本当にいいんだよね!?」

			　ドラゴンの顔の向こう側から、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

			　ルルカだ。ルルカの声がする。

			「ええ、ルルカさん。よくやってくれました。大司教の慌てて逃げ回る無様な姿が見れて、私もようやく溜飲が下がりました」

			「そ、そんなことのために私とドラちゃんを突っ込ませたの!?」

			「はい。私は、やられたことはやりかえすと決めていますので」

			　ルルカと話している方の声も、聞き覚えがある。

			　でも、まさか。

			　あいつは、確か王都に帰ったとアリアが言っていたはずだ。

			　ドラゴンが、ゆっくりと壁から顔を抜いていく。

			　壁の向こう側にはルルカと……やはり、聖女がいた。

		

	
		
			[image: p_163.jpg]
		

	
		
			「武器を捨て、投降しろ！」

			　空いた穴から部屋の外まで出ると、騎士たちが何人も教会に突入してくるのが見えた。

			　ふと窓を見れば、さっきまで外にいた神官も、騎士に拘(こう)束(そく)されている。

			　これは……どういう展開だ？

			　なぜ聖女が、この街にいる？

			　どうして騎士が、教会に来た？

			　俺が疑問に思うと同時、教会に入ってきた騎士の一人が、血相を変えて駆け寄ってきた。

			　……アリアだ。

			　聖女と王都に帰ると言っていた、アリアまでいる。

			「お、お姉ちゃん!?　なんでお姉ちゃんがこんなところにいるの!?　も、もしかして、大司教に攫(さら)われた女性って、お姉ちゃんだったの!?」

			「アリア……」

			　アリアが、へたり込むエリスの手を取って立ち上がらせる。

			　でも、なんで騎士や聖女、それにルルカやアリアまでこのタイミングで教会に……？

			「ア、アリア、これはどういうことなんだ？　説明してくれ」

			「お、お兄さん!?　凄(すご)い怪(け)我(が)ですけど、だ、大丈夫なんですか!?」

			　聞いてみると、逆に聞かれた。

			　そういえば、あのバルダスとかいう男のせいで血塗れだった。

			「えっ、シ、シキ!?　って、う、うわっ、血!?　それ、全部血なの!?」

			　俺の声が聞こえたのか、ルルカがこちらを見て駆け寄ってくる。

			　そして、俺の身体を検分するように撫(な)で回しながら、聖女に声をかけた。

			「ね、ねぇ、聖女様。これ、どういうことなの!?　なんでシキがここに居るの!?」

			「そういえば、お知り合いなんでしたね。すみません、言うのを忘れていました」

			　ルルカの質問に、視線も向けずそっけなく答える聖女。

			　その聖女は今、冷たい目で、尻(しり)餅(もち)をつく大司教を眺めている。

			　ルルカと聖女。

			　この組み合わせで、一つ思い出した。

			　――粛(しゆく)清(せい)。

			　たしか、ルルカが以前、聖女がこの街に来た理由は探し物と……「粛(しゆく)清(せい)」だと言っていた。

			　あれは、もしかして……。

			　聖女は大司教が手に持った、紫色の宝石を見ながら言う。

			「それは以前、邪神教徒の襲撃によって奪われた、サキュバスの宝玉ですね。やはり、あれはあなたの差し金によるものでしたか。それは危険なものです……返していただきますよ」

			　……聖女は勘付いていたのか。

			　こいつが、邪神の使徒を復活させようとしていたということに。

			　だから、粛(しゆく)清(せい)。

			　聖女の目的は、最初からこの大司教を粛(しゆく)清(せい)することだったのか。

			「な、なぜだ！　なぜだぁっ！　お、お前は王都へ、逃げ帰ったはずだろうがぁ！」

			　尻(しり)餅(もち)をついたまま、聖女に向かって声を荒らげる大司教。

			「本当に愚かですね。私はあなたが粛(しゆく)清(せい)に値するだけのことを起こすのを、待っていたんですよ。騎士団の調査隊に紛れて、こっそり街に戻ってきて、ね」

			　……そういえばアリアが、領主が数日前に、クランクハイトタートル事件の大規模な調査隊を出したとか言っていたような。

			　どうやら俺の知らないところで、聖女と大司教の情報戦があったようだ。

			「サキュバスの宝玉は、持っているだけでも所有者の欲望を増幅させる。悪い噂(うわさ)の絶えないあなたのことです。あなたを監視し続けていれば、必ず何かの犯罪行為を起こすだろうと思っていました……まぁ、私の予想とは少し外れた結果にはなりましたが」

			　つまりこの状況は、大司教がエリスを拉致するという犯罪行為を犯したことで、大義名分を持って聖女がこの教会に突入した、ということなのか。

			　なんだか、警察による犯罪者の別件逮捕みたいな話だ。

			「聖女様は、寄付金の不自然な流れから、この大司教が邪神教徒だと確信していたみたいなんです。でも、それは騎士団を動かせる決定的な証拠とまでは言えなくて……だからこうして一芝居打った、ということらしいです。私も、街を出てから聞かされたんですけど」

			　アリアが説明してくれる。

			「そういうことだったのか」

			　どうやら、この展開は全て聖女の手のひらの上、ということだったらしい。

			　おそらく聖女と領主は今まで、あの大司教にどうやってボロを出させるかとか、そういうことを話していたんだろう。

			「まさか、あなたが関わってくるとは思いませんでしたけどね。大司教にあなたの存在を勘付かれる可能性を減らすために、あえて監視をつけなかったんですが……正直、アステルからの報告を聞いた時は、もしかしたら間に合わないかもしれないと肝を冷やしましたよ」

			　聖女が大司教を眺めながら、俺とアリアの話に入ってきた。

			　聖女のそばには、ちょうどユエルと同い年ぐらいの、犬っぽい獣耳の女の子がいた。

			　あの子がそのアステルなんだろうか。

			　聖女に頭を撫(な)でられて、嬉しそうに喜んでるけど。

			　いや、そんなのを見ている場合じゃない。

			　……俺が関わってくるとは思わなかった？

			　それはつまり、俺の存在を、聖女はしっかり認識していたということで――。

			「あぁ、大変失礼いたしました。まずは、お礼を言うのが先でしたね。石化の治療を私の代わりにやっていただいて、本当にありがとうございました。観客だけでなく、私が治療しきれなかった部下の一人まで治療していただいて」

			　俺に視線を向けて、ニコリと微笑(ほほえ)む聖女。

			　……あの「見つけた」という言葉、勘違いではなかったらしい。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力は、どうやら既にバレていたようだ。

			　……でも、大司教に俺の存在を勘付かれてはいけないというのは、どういうことだろうか。

			　そんなことを考えていると、ルルカが俺を見ていることに気づいた。

			　ルルカは俺と目が合うと「や、やっぱり……」と自分の足を見て、何やら嬉しそうに笑い始める。

			　そして「もう……もう……」と呟(つぶや)きながら、なぜか肘(ひじ)で小突いてきた。

			「大司教……いえ、邪神教徒ダルノー」

			　聖女が、大司教に向き直る。

			　そして、騎士に組み伏せられ、既に身動きすらとれなくなっている大司教に告げた。

			「王都の教会を襲撃し、サキュバスの宝玉を奪った罪。婦女子を攫(さら)い、その復活のための犠(ぎ)牲(せい)としようとした罪。……おそらく叩けばまだまだ埃(ほこり)は出るのでしょうが、あなたを牢獄に入れるには、これだけでも十分すぎるほどでしょう。メディネ教の聖女として、私はあなたを……粛(しゆく)清(せい)します」

			　地を這う大司教が、呻きながら聖女を睨(にら)む。

			　さっき、エリスにしていたのと逆の構図だ。

			　……ふと気になってエリスを見てみれば、なぜかエリスも俺を見ていた。

			　目が合うと、慌てたように顔を下に向ける。

			「宝玉を取り返しなさい」

			　冷淡な声で、聖女が騎士に命令する。

			「い、嫌だ！　絶対に嫌だぁ！　この宝玉は、王都の教会を手当たり次第に襲撃させて、やっと手に入れた宝玉なんだ！　わ、私は、サキュバスのいる、理想の世界をつくるんだ！」

			　けれど、大司教は組み伏せられながらも、身をよじり全力で抵抗する。聖女を睨(にら)みながら、なんとか拘(こう)束(そく)から抜けだそうともがき続ける。

			「それは理想の世界などではありません。僅かな享楽の後には、貧困と争いに満ちた絶望的な現実が待っています」

			　……サキュバスのいる世界。女性がみんな淫乱になる世界。

			　それは、俺もちょっと……いや、かなり魅力的には思ったが。

			「……それに、女性をただの性欲の対象としてしか見られない、あなたのような男にはわからないかもしれませんが、その世界は女性にとってただの地獄です」

			　ですよね。

			　……そうですよね、女性にとっては地獄ですよね。

			　俺は妄想して楽しんでいただけなので、許してください。

			　そうこうしていると、騎士が大司教の腕を掴んだ。

			　そして、宝玉を奪い取ろうとする。

			　必死に宝玉を握りしめる大司教の指を、引き剥(は)がそうと騎士が力を込める。

			　その瞬間。

			「くっ、くそっ、くそっ、くそおおおっ！」

			　大司教がいる場所から、煙が吹き上がった。

			「っ……！」

			　煙幕だ。教会の中に、煙が充満する。

			　……煙玉をどこかに仕込んでいたのか？

			「き、貴様！　暴れるな！」

			　騎士の、何かを制止するかのような声。

			「本当に往生際の悪い……サリナ、やりなさい」

			「はい……ウインド」

			　サリナと呼ばれた護衛の一人が、魔法を使う。

			　風が吹き、すぐに煙が晴れた。

			　煙が晴れると、そこには組み伏せられたままの、変わらない大司教の姿があった。

			「ふ、ふふ……ふは、ふははは！」

			　けれど、笑っている。

			　さっきまでの必死な表情とは違う、不敵な笑みを浮かべた大司教がそこにいた。

			「絶対に……宝玉は絶対に渡さない……」

			「っ……！　宝玉は!?　すぐに確認してください！」

			　大司教の様子を見て、聖女が何かに気づいたように、声を上げた。

			　騎士が大司教の身体を確認するが……首を振る。

			　冷静だった聖女の表情が、大きく歪(ゆが)んだ。

			「ま、まさか……自分で飲んだのですか？　そ、そんなことをすれば……」

			「ぐ、うう、うああ……」

			　笑っていた大司教が、胸を押さえて呻き始めた。

			　騎士の拘(こう)束(そく)も振り払うような勢いで身をよじり、苦しそうな声を出す。

			　尋常ではない様子だ。

			　もしかしてあの宝玉は、身体の中に取り込むことで邪神の使徒を復活させ……。

			「う、うわあっ！」

			　大司教を拘(こう)束(そく)していた騎士が、異変に気づいて飛びのいた。

			　……黒い、もやだ。

			　黒いもやが、大司教の全身から吹き出している。

			　そしてその黒いもやは、まるで蛹(さなぎ)の繭(まゆ)のように大司教を包んだ。

			「これは、やられましたね……魔法使いの方は魔法の詠(えい)唱(しよう)を！　総員、戦闘の用意をお願いします！　邪神の使徒が復活します！」

			　――邪神の使徒が復活する。

			　その言葉に、周囲に緊張が走る。

			　同時、目の前の黒い繭(まゆ)が変化し始める。

			　繭(まゆ)はまるで中の存在を消化するかのように、膨張と収縮を繰り返す。

			　それから歪(いびつ)に変形し、だんだんと人の形をとり始める。

			　そして、女の姿になった。

			　あれが、サキュバス。

			　……あ、あれが……サキュバス？

			「な、何よ、これぇっ!?」

			　教会に緊張が広がる中、女……いや、女の子の甲高い声が響いた。

			「ど、どうなってるのよ！　素体はお、男ぉ!?　しかも、魔力もほとんど偽物じゃない！」

			　サキュバスが、自分の身体に手を当てながら、叫んだ。

			　だけど……ほ、本当にあれがサキュバスなのか？

			　ピンク色の長い髪。

			　柔らかそうな、褐色の肌。

			　悪魔のような大きな翼。

			　煌(こう)々(こう)と輝く、赤い瞳(ひとみ)。

			　ここまでは、確かにサキュバスっぽい。

			　でも……小さい。

			　身長はユエルより少し高い程度しかないし、それに何より……。

			「む、胸が、胸がないじゃない！　わ、私の胸は!?　私の胸はどこなの!?」

			　……胸がない。

			　サキュバスが、自分の胸をペタペタと触りながら、一人狂乱する。

			　……そういえば大司教は、完全な復活のためにはエクスヒールが使えるぐらい魔力がある女が必要だと言っていた。

			　大司教は女じゃない。それに、魔力も指輪の魔道具をじゃらじゃらとつけて、水増ししていただけだ。大司教本来の魔力量はたいしたことはないんだろう。

			「じ、自慢だったのに……私の自慢の胸だったのに……」

			　あれはおそらく、不完全な復活の結果だ。

			　聖書に書かれていたサキュバスの挿絵は、もっとグラマーだった。それこそ、ちょうどエリスぐらいの。

			　今は……お子様体型と言っていいだろう。

			「ど、どうして……どうしてぇ……」

			　サキュバスにとっては相当重要なことだったようで、パニックに陥っていた。

			　周りのことが何も見えていない、そんな雰囲気で自分の身体を何度も何度も繰り返しチェックする。表情も半泣きだ。
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			「攻撃魔法、放て」

			　そこへ、無慈悲にも聞こえる聖女の声が響く。

			　俺が考察している間に、騎士や聖女の護衛たちが魔法の詠(えい)唱(しよう)を終えていた。

			　復活したばかりのサキュバスに、容赦なく爆炎が、雷が、氷の塊(かたまり)が飛んでいく。

			「っ……！　ひっ、あ、あつっ！　つめたっ、や、やめ、やめてええええ！」

			　泣き叫びながら、背中の翼を駆(く)使(し)し、魔法から逃げ回るサキュバス。

			　……なんだか、あんまり強くなさそうだな。

			　邪神の使徒と聞いていたけれど、拍子抜けだ。

			　縦横無尽に魔法を回避する、その逃げっぷりだけはたいしたものだが。

			「情け容赦は要りません！　必ずここで仕留めるのです！」

			　聖女の檄(げき)が飛ぶ。

			　教会の中を飛んで逃げ回るサキュバスを狙って、魔法がさらに飛んでいく。

			「ひぎぃっ！」

			　あ、ドラゴンに尻尾(しつぽ)ではたかれて壁に叩きつけられた。

			　けれど、ぼろぼろになりながらも、すぐに逃走を再開するサキュバス。

			　その瞳(ひとみ)から、涙が零れるのが見えた。

			「に、人間め！　……それに、ここは教会か！　邪神様を封印した、にっくき教会の人間めぇ！」

			　お子様体型のサキュバスが甲高い声で叫ぶが、まったく迫力がない。

			　時折熱いだの冷たいだの泣き言を叫びながら、羽虫のように逃げ回っているだけだ。

			　……ほ、本当にあれが、聖書に書かれていた、あのサキュバスなんだろうか。

			　けれど、さすが歴戦の邪神の使徒というべきか。

			　サキュバスは既に割れてなくなった天井のステンドグラスのあたりまで、魔法の雨を掻い潜りながら逃げ切った。

			　髪は結構焦(こ)げてるし、足に大きめの氷の塊(かたまり)が張り付いたままだけど。

			　そんなサキュバスをドラゴンがすぐに追(つい)撃(げき)するが、

			「くっ……これでどうだ！」

			　サキュバスの瞳(ひとみ)が赤く光ると、ドラゴンの動きが僅かに硬直した。

			　サキュバスはドラゴンを見つめ続ける。

			「ぐ、ぐうう、やはりドラゴンは無理か……」

			　けれど、すぐに何かを諦(あきら)めたかのように、ドラゴンから瞳(ひとみ)を逸らし、

			「ゆ、許さないからな！　絶対に許さないからな、お前ら！　こんな街、魔物の軍団ですぐに捻り潰してやる！　く、首を洗って待っていろよ！」

			　泣きながら、空へと飛んで逃げていった。

			　すぐに夜の闇の中に溶け込んで、もう視認もできない。

			「逃げられましたか……」

			　苦々しげな顔で、聖女が呟(つぶや)いた。

			「なんか、少し拍子抜けな感じもしたけどな」

			　なんというか、少なくとも邪神の使徒という感じがしない。

			　あれが人類の脅(きよう)威(い)と言われてもしっくりこない。

			「見た目に騙(だま)されてはいけません。どうやら完全な復活ではないようですが、あれは間違いなく、邪神の使徒サキュバスです。教会に残っている資料によれば、時には数万の魔物の軍勢を操り、多くの国を滅ぼしたとか」

			　無念そうに、聖女が言った。

			「す、数万!?」

			　数万。

			　今、数万の魔物を操ると言っただろうか。

			　確かに聖書の中には、魔物の欲望を操作して軍隊のように指揮すると書いてあった気はしたけど。そ、そこまでできるのか。

			「サキュバスは直接戦闘をするタイプの使徒ではありません。ゆえに警戒すべきはその戦闘力ではなく、欲望を操るという特殊能力です。ここで仕留められれば最良だったのですが……。それに彼女はこの都市への襲撃を予告していました。今すぐ対策をとる必要があるでしょう」

			　この都市にいる騎士の数は、おそらく千人にも満たない。

			　それなのに、襲ってくる魔物は数万だという。

			　お子様体型に騙(だま)されたが、どうやら本当にあれは邪神の使徒らしい。

			　なんだかやばい気がしてきた。だが、

			「ね、ねぇシキ。こんなこと聞いてる場合じゃないのかもしれないんだけど……。そういえば、さっきあの子にお兄さんって呼ばれてたよね……あれって、あれってどういう意味なの……？」

			　アリアの術中に完全にハマってしまったルルカが、おそるおそるといった感じで俺に聞いてきた。

			　本当にそんなことを話している場合じゃない。

			　これから魔物の軍勢が襲ってくるというなら、今すぐ逃げるべきだ。

			　――と不意に、ガラス窓が割れる音がした。

			「ひっ！」

			　その音とともに、凄(すご)い勢いで、何かが教会に飛び込んできた。

			　早い。早すぎる。

			　もう、サキュバスが魔物を連れて戻ってきたのか……？

			　と思ったけれど、違った。

			　体で窓を突き破り、ずざざざっと地面に着地した、何か。

			　小柄な身体。

			　銀色の髪。

			　ユエルだ。

			　ユエルが、窓から飛び込んできた。

			　それからユエルは素早く周囲を見渡すと、俺を見つけて駆け寄ってきた。

			「ご、ご主人様っ！」

			「ユエル、ど、どうしてここに!?」

			　ユエルはそのまま、一直線に俺の目の前にやってきた。

			　それから、涙ぐんだ顔で俺を見上げる。

			「目が覚めたらご主人様がいなくて、玄関の扉が開いたままで、何かあったんじゃないかって心配でっ！　教会の方で凄(すご)い音がしたから、きっとここだって思って！」

			　震える声で言うユエル。

			　どうやら、本当に必死で俺のことを探していたらしい。

			　心配させてしまったようだ。

			　というか、心配といえば……、

			「け、怪(け)我(が)とかはないからな。大丈夫だ、ユエル、心配するな！」

			　俺、血塗れ。

			　心配するなと言って心配しないわけがないが、一応無傷だということは伝えておく。

			「ご主人様、ごめんなさい……おそばにいられなくて、ごめんなさい……」

			　するとユエルは自分が血塗れになるのも構わず、抱きついてきた。

			　それから、俺の腰に顔を埋めて、声をのみこむようにして泣き始める。

			　……不安だったんだろう。

			　俺だって、以前ユエルが迷宮に一人で潜ったと勘違いした時は、もしかしたらもう間に合わないかもしれないと、冷や汗が止まらなかった。

			　ユエルもそんな心境で、ずっと街を彷徨(さまよ)っていたのかもしれない。

			　俺がそんなユエルの頭を撫(な)でて慰(なぐさ)めていると、聖女のいる方から声がした。

			「あっ、あぁー！　あの子！　あの子ですよ、フィリーネ様！　私が孤児院で大司教の監視をしていたら、突然追い回してきたの！」

			　視線を向けると、先ほど聖女が頭を撫(な)でていた獣(じゆう)人(じん)の幼い少女がいた。

			　名前は、確かアステルとか呼ばれていたか。

			　ふんわりとした茶色の髪を振り乱し、ユエルを指差している。

			　でも、ユエルが孤児院で追い回した……？

			　そういえば、獣耳の女の子がいたから追いかけたとか言っていた気がするが。

			　……ユエルさん、大司教につけられた聖女の監視を追い回してたんですか。

			　まぁ、俺を狙う何者か、とか考えたのかもしれないけれど。

			　ユエルはそんな声は聞こえてすらいないのか、温もりを確かめるかのように、さらに強く抱きついて、泣き続ける。

			　よく見れば、体中傷だらけだ。

			　裸足だし、足からも血が滲(にじ)んでいる。よほど焦って、俺を探していたんだろう。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法を発動してから、ユエルの頭をまた撫(な)でてやる。

			　アステルという少女は、そんなユエルを強く睨(にら)みながら糾弾する。

			「フィリーネ様、ねぇ、フィリーネ様！　あの子です！　あの子ですよ！」

			「アステル、少し黙りなさい」

			　けれど、深く考え込んだような表情の聖女が、それをたしなめる。

			　アステルは言われた通り黙り込み、耳をペタンとしおれさせて下を向いた。

			　聖女はサキュバスの出て行った天井の穴を見る。

			「いつまでもここにいても仕方がありません。一度、領主様の館に戻り態勢を整えましょう」

			　聖女はそう呟(つぶや)くと、なぜか俺を見てニコリと微笑(ほほえ)んだ。

		

	
		
			第12話　エリスの心境

			　

			　その後、聖女の「サキュバスといえど、一日や二日で魔物の大軍勢を集められるとは思えません。作戦会議は私が領主様に事情を説明して……少し、休憩をとってからにしましょう」という言葉を受けて、領主の館に着くやいなや、一同は一旦休息をとることになった。

			　多分、全身血塗れな俺への配慮もあったのだろう。

			　少し時間をやるから、会議の前に身体を洗ってこいということだ。

			　というわけで、俺は領主の館で一人、浴場を借りて血にまみれた身体を洗っている。

			　ちなみに、作戦会議には絶対に出てほしいと、聖女に言われた。

			　理由はまぁ言わずもがな。

			　聖女は、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力に気づいていたし、戦力の一つとして見ているに違いない。

			　正直、魔物が数万も襲ってくるとかいうなら勝算は薄そうだし、知り合いだけでも連れてどこか遠くへ逃げたいところなんだけど。

			　……まぁ、勝算があるかどうかを確かめるための作戦会議でもあるか。

			　そこで都市から避難するのか、徹底抗戦するかを決めるということだろうし、出るだけなら出てもいいけれど。

			　そんなことを考えながら、魔道具から出した温水を、頭にかけていく。

			「……落ちないな」

			　一度乾いた血というのは落ちにくい。

			　備品の石(せつ)鹸(けん)も高級品らしく泡立ちが違うが、それでもなかなか落ちてくれない。

			　領主の館の浴場だけあって、豪華だし、綺(き)麗(れい)だし、浴槽もかなり広い。

			　今日はさすがに疲れた。

			　血を洗い流すだけじゃなく、少しだけゆっくりしてしまおうか。ユエルも今は一緒には入っていないし。

			　……ユエルは俺の背中を流すため一緒に入ろうとしたところを、居合わせたフランやルルカに必死で止められていた。

			　今もおそらく、足止めされている真っ最中だろう。

			　そうだ、身体を洗ったら、少し浴槽に浸かってリラックスしよう。

			　石(せつ)鹸(けん)を再び泡だてて、身体を洗うのを再開する。

			　――すると、浴場の外、脱衣所から声がした。

			「シキ……そこにいるの？」

			　エリスの声だ。

			　脱衣所の方を見てみると、曇ったガラスの向こうに、エリスの影が見えた。

			「あぁ。どうした？　聖女様が呼んでたか？」

			「そ、そうじゃないんだけど……」

			　――そうだ。

			　エリスの声を聞いて思い出した。

			　……そういえば、今回エリスがあの大司教に目をつけられたのは、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法が原因だ。

			　一応謝りはしたが、サキュバスが復活したこととかに気をとられて、まだちゃんとは謝ってない。

			　……やばい。

			　エリスをあんな危険なことに巻き込んでおいて、ちゃんと謝ってないのは非常にまずい。

			「エ、エリス。その、今回は本当に……」

			　そして、謝ろうと口を開くと、

			「本当にありがとう、シキ」

			　被せるようにエリスが、逆に礼を言ってきた。

			　俺を責めるような様子なんて感じられない、柔らかい声だ。

			　……俺のせいであんな目にあったのに、怒ってないのだろうか？

			「……あ、ありがとう？」

			「ええ、私、治療院から教会に拉致された時、きっと自分はもう駄目なんだと思ったの。だから、あなたが教会に助けに来てくれた時、本当に嬉しかった」

			　言葉を続けるエリス。

			　まぁ、袋に詰められて攫(さら)われるなんて、そうそうある体験じゃない。

			　しかも大司教は、拘(こう)束(そく)されたエリスをサキュバスにするだとか、女の悦びを教えるだとか、それはもう色々言っていた。エリスの感じた恐怖は、計り知れないものだったはずだ。

			「バルダスっていう男の人と戦った時は、もう絶対駄目だと思った。あなたには、一人だけでも逃げてほしかった。きっと、あなたじゃ勝てないって思ったから。でも……あなたはぼろぼろになっても、何度も何度も立ち上がって、私のことを、命懸けで守ってくれた」

			　一言一言を、自分の中で噛みしめるように、ゆっくりと口にするエリス。

			　実際、俺はあの男と戦ってぼろぼろになった。

			　今俺が洗い流しているのも、その時の血だ。

			　でも……そもそもの原因は、軽率にエクスヒールを使った俺にある。

			「い、いや、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法が原因でエリスは大司教に目をつけられたんだぞ？　お、怒ってないのか？　そもそも、責められはしても礼を言われるようなことじゃ……」

			　確かに俺はエリスを助けたが、攫(さら)われた原因を作ったのも俺だ。

			　こうエリスに感謝されると、マッチポンプみたいで凄(すご)くもやもやする。

			「自分が原因でも、あんな状況になれば普通は相手を置いて逃げるわよ。それに、私はあなたが悪かったとは思ってないわ。あなたが孤児院で使った治(ち)癒(ゆ)魔法の優しさを、私は絶対に否定なんてしたくない。……悪いのはあなたじゃなくて、あの大司教よ」

			　……どうやら、本当にエリスは怒っていないらしい。

			「もうこんな目にあうのは嫌、あなたの近くになんていたくない！」なんて言われても仕方がないぐらいだと思っていたんだけれど。

			　なんだか少しだけ……本当に少しだけ、安心した。

			「だから……助けてくれて、本当にありがとう。……これだけは、ちゃんと伝えておきたかったの」

			　そして、その言葉を最後に、沈黙が走る。

			　エリスは、俺の反応を待つかのように、その場から動かない。

			　……こ、こういう時、どういうことを言えばいいんだろうか。

			　ちょっと強がって調子に乗った感じのことを言えばいいのだろうか。

			　それとも、真面目に感謝を受け止めた風に言えばいいんだろうか。

			　なんて言えばいいんだ。

			「じゃあ、一緒に風呂入る？」じゃないことだけは確かなんだけれど。

			　そうして悩んでいると、再びエリスが口を開いた。

			「そ、その……血は、落ちた？」

			　無言の状態が気まずくなったのか、エリスがなんでもないことを聞いてくる。

			「あ、あぁ……ちょっとこびりついてるみたいでな、まだ全然洗えてない。まぁ、すぐに終わるとは思うけど」

			「そ、そう……あ、あの、それなら……そ、それなら、ね……」

			　俺が答えると、エリスはなぜか、声を上ずらせながら何かを言おうとする。

			　それなら……？

			　俺が身体を洗えていないなら、なんだというのだろうか。

			　そういえばさっきから、エリスから俺への好感度が高い感じだ。

			　窮(きゆう)地(ち)から助けたばかりだし、原因についても怒ってないという。

			　吊り橋効果的なものが起きていてもおかしくない。

			　お、俺の身体がまだ洗えていないと、いったいなんだというのだろうか。

			「一緒に風呂入る？」が正解。

			　そういう可能性もあるのではないか。

			　そわそわしながら、エリスの言葉を待つ。

			「あ、あーっ！　こ、こんなところで何してるのっ!?」

			　けれど、そこで聞こえてきたのは、エリスの声ではなかった。

			　エリスのさらに向こう側から聞こえる、責めるような声。

			　これは、ルルカの声だな。

			「こっ、これはっ……ち、ちがっ……！」

			「い、今はシキが入ってるはずだよね!?　と、扉に手までかけてるし！　い、いったいこれからどうするつもりだったの!?　ここは領主様のお屋敷だし、そ、そういう破(は)廉(れん)恥(ち)なことはよくないと思うな！」

			　ルルカが慌てたように、エリスにまくし立てる。

			　言っていることは正論なんだけれど、エリスの治療院で散々破(は)廉(れん)恥(ち)なことをしていたルルカが言うと、説得力がまるでない。

			「は、破(は)廉(れん)恥(ち)っ!?　わ、私は話をしにきただけでっ……本当に、それだけだからっ！　そ、それじゃあ、そういうことだから！」

			　そして、ルルカに責められたエリスが、逃げるように浴場の扉から離れていった。

			　ちょっと待ってほしい。「それなら」というのはなんだったんだろうか。

			　浴場の扉に手をかけて、これからエリスはどうするつもりだったんだろうか。

			　気になる。とっても気になるんですけど。

			「あ、あぁ……」

			　エリスが去っていく足音が聞こえる。

			　もしかしたら、洗ってもらえるのかと思ったのに。

			　隅々まで、エリスに洗ってもらったりできちゃうのかと思ったのに。

			「ルルカ、あなたも何をしにここに来たのよ。私にユエルを任せた挙句、こんなところまで一人で来るなんて」

			　それから、また別の声が聞こえてきた。

			「フ、フランッ!?」

			　どうやら、あのフランまで脱衣所に来たらしい。

			　なぜ来たのかはわからないけれど。

			「はぁ……私たちに惚(のろ)気(け)たことを言うだけなら、別にまだいいわ。あなたの自由だもの。……でも、私の家の浴場で男といやらしいことをするつもりなら、本当にやめて」

			　うんざりしたようなフランの声。

			　本当にやめてほしいという、強い気持ちが滲(にじ)み出ている。それはそうだろう。

			「べ、べつに惚(のろ)気(け)てなんかないでしょ!?　それに、私はただちょっと様子を見にきただけで……！　い、いやらしいことをするつもりなんて、ぜ、全然ないから！」

			　そして、今度はルルカが慌てて立ち去っていく。

			　もしかしてルルカが身体を洗ってくれる展開があるのかとも思ったけれど、それもなさそうだ。悲しい。

			「フランさん、離してください。私、ご主人様のお背中をお流ししたいんです。だから、私の手を掴むのをやめてください」

			　そして今度は、フランの声がするあたりから、ユエルの声が聞こえてきた。

			　もしかして、俺が風呂に入ってからずっと、フランはユエルが風呂に入ろうとするのを止め続けていたんだろうか。

			　……フランがわざわざ脱衣所まで来た理由がわかった気がする。

			「フランさん、離してください。私、今日はご主人様のお役に立てませんでした。ご主人様が大変な時に、何もできませんでした。……だから、だから今は少しでも、ご主人様のお役に立ちたいんです」

			　掠れるような、震えた声でユエルが言う。

			　少しでもご主人様の役に立ちたい、本気でそう思っているのが伝わる声だ。

			　なるほど、ユエルなら俺の血にまみれた全身を隅々まで、喜んで洗ってくれるだろう。

			　でも、ユエルだけは駄目だ。年齢的に。

			　おそらく、フランも同じ考えなんだろう。

			「聞こえてるでしょう？　……こういうことだから、早めに頼むわ」

			　疲れたような、フランの声が脱衣所から響いてきた。

		

	
		
			第13話　対策会議

			　

			　領主の館の一室。

			　着替えてから、案内されるがままにそこへ向かうと、襲撃を予告したサキュバスへの対策会議が行われていた。

			　俺が入って、席についたのが数分前。

			　これから、ちょうど会議が始まるところだった。

			「それでは、始めさせていただきます」

			　会議を仕切るのは、聖女。

			　聖女は大司教がサキュバスを復活させたくだりをサラッと話してから、本題に入った。

			「……ということで、おそらく、サキュバスは数日をかけてこの近辺をめぐり、周辺に住む魔物を根こそぎ引き連れてから街を襲撃するつもりです。早急に、対策を考えましょう」

			「うむ」

			　聖女の言葉に頷く領主。

			　だいたいの事情は、既に領主に話してあるらしい。

			　ちなみに俺がこの会議室に入った瞬間、領主は「私の目に狂いはなかった」とかなんとか言いながら、俺の肩を嬉しそうにバシバシ叩いてきた。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力のことも、俺が街全体にかけたエリアヒールの実行犯であるということも含めて、聖女から既に伝わっているとのこと。

			　隠せていたと思っていたが、どうやら聖女には既に知られていたようだ。

			　まぁ、だからこんな会議で、俺はさも重要人物かのように座らされているわけだけれど。

			「一つ聞きたいんだが、サキュバスの能力は、自分の周囲にいる生物の情欲を操る、ということで間違いないんだな？」

			　会議の主要な参加者は、今発言した騎士団長のおっさんと、聖女と領主、そして俺。

			　あとなぜかルルカ。

			　この五人で、会議室のテーブルを囲んでいる。

			　ルルカは偉い人に囲まれたこの状況に気後れでもしているのか、落ち着かない様子でこっちをチラチラと見ている。

			　他にも聖女の護衛や、騎士団長の部下らしき人、フラン、ユエルなんかも部屋の中にはいるが、着席はせず、それぞれ後ろに控えている。

			　参加者が少なくないかとも思ったが、人数が増えて会議が混乱するのを嫌ったのかもしれない。

			「はい、その通りです。それに加えて、対象となる生物の理性や知能に比例して能力はかかりにくくなる、と聖魔戦争時代の資料には記述がありました。サキュバスがドラゴンに向かって何か魔法のようなものを使っていましたが、あまり効果が現れていなかったところを考えると、これはおそらく事実かと」

			　聖魔戦争というのは、聖書に書いてあった過去の邪神との戦争のことだろうか。

			　……というか、サキュバスが目を赤く光らせたアレ。ドラゴンの情欲を操作してたのか。

			　サキュバスは情欲を操る能力を使って魔物の軍団を作ると聖書に書いてあったが、ドラゴンはそれを受けても少し動きが鈍っただけだった。

			　知能が高く理性のある魔物には、その能力は通用しないということだろう。

			「ですから、人間やドラゴンのような知性の高い生物は、敵の戦力から除外して考えていただいて問題ありません」

			　聖女が続けて断言する。それを聞いて安心した。

			　騎士団員が操られて寝返ったり、サキュバスがドラゴンを大量に率いてきたりということはないらしい。

			　もし味方が敵になったりドラゴン軍団を作られたりしたら、いくら俺が治(ち)癒(ゆ)魔法を乱発しても勝ち目はないだろう。

			「敵の戦力は、どれぐらいになりそうかね？」

			「資料では、サキュバスには数万の魔物を操る力があるとありましたが……」

			　領主の質問に聖女が答える。

			　……数万。

			　言葉で聞くとイメージできないが、この街の騎士団の、下手をしたら百倍以上の数だ。

			　百倍の戦力差ということは、騎士一人を魔物百匹の群れの中に放り込んで、生きて帰ってくるぐらいじゃないと負けるということだ。

			　アリアやユエルならやってやれないこともなさそうだけれど、騎士の全員にそれを求めるのは酷(こく)だろう。普通は死ぬ。

			「数万か……」

			　領主が唸る。数万という言葉に、会議室の空気が沈みこんだ。

			　けれど、そんな空気を破るように、騎士団長が反論した。

			「……サキュバスがどれだけの範囲から魔物を集めるかということで大きく変わるが、少なくともすぐに数万の軍団を率いてくるということはないはずだ。そもそも、この地方にそれだけの数の魔物はいない」

			　……そういえば、騎士団は街の外にいる魔物の掃討も仕事だ。

			　おそらく、この地域にどれだけの魔物がいるかをだいたい把(は)握(あく)しているんだろう。

			「だが、本当に数万もの魔物を操る能力があるとするならば、数日でこの街の騎士の数をゆうに超える魔物の軍勢を作ることができるだろう。教会で見たあの飛行速度なら……四日で六千、一週間で九千程度は考えておいた方が良い」

			　付け加える騎士団長。

			　この地域には、サキュバスが四日で巡れる範囲に六千、一週間で巡れる範囲に九千の魔物がいるということか。

			　数万と比べて大分減った。

			「む、むぅ……」

			　騎士団長の予測に、また唸る領主。

			　……まぁ、減ったといっても、それでも十倍ぐらいの戦力差だ。

			　俺のエリアヒールがあったとしても、まだ物量に押し潰される可能性がありそうだ。

			　俺の魔法はあくまで治(ち)癒(ゆ)魔法であって、蘇(そ)生(せい)魔法じゃない。

			　騎士がすぐに殺されてしまうような物量差があれば、騎士団にいくらエリアヒールをかけ続けたとしても死人は出る。

			　ジリジリと騎士団の数を削られて敗北する可能性がある。

			「さすがに十倍近い物量差ともなれば、騎士団も壊滅的な打撃を受けることは必至だ。まずは援軍の要(よう)請(せい)を周辺都市に出したいが……領主様、よろしいですか」

			　騎士団長が、領主に提案する。

			　援軍。まぁ、そういう結論になるだろうな。

			　味方の数が増えれば、戦力差は減る。

			　騎士は少数ではあるが精鋭だ。

			　魔物との十対一が、せめて三対一ぐらいになれば、そうそう死ぬとは思えない。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法もあるし、それぐらいの戦力差なら撃退できる気がする。

			「援軍か……」

			　けれど、領主はその援軍という言葉を聞いて、ため息をついた。

			「領主様、何か問題でも？」

			　騎士団長が、疑問の声を上げる。

			「……あの過去に多くの都市を滅ぼしたサキュバスが、魔物の軍勢を率いてやってくるのだ。そんな勝ち目があるかもわからない戦争に、大切な騎士団を貸し出してくれる勇気ある領主がいれば良いのだが」

			「……危険だからこそ援軍を出し渋るかもしれないと、そういうことですか？」

			　騎士団長の問いかけに、領主は苦々しい表情で頷いた。

			　……そういえば、最近は戦争もほとんどないと聞いている。

			　そういうことに尻(しり)込(ご)みしてしまうのかもしれない。

			「王都であれば、必ず援軍を出してはくれるだろう。だが、地方都市というものは、あまり戦力に余裕がない。もし派遣した援軍が壊滅したなどということになれば、その後の都市運営に大きな支障が出る。言いにくいことではあるが、こんな危機的状況だからこそ、王都からの救援を待って自分の都市の防備を固めたいというのが、地方都市を治める領主の本音だろう」

			　勝てるかどうかもわからない戦いに大切な騎士団を派遣するわけにはいかない、ということか。

			　騎士団がいなくなれば魔物の脅(きよう)威(い)に対抗できなくなるし、都市の治安も悪くなる。

			　領主からしてみれば、騎士は絶対に失うわけにはいかない存在であることは確かだろう。

			「つまり……王都以外からの援軍の見込みは、薄いと」

			「率直に言えば、そういうことだ。まったく来ないということもないだろうが、あまり期待はできないな」

			　騎士団長と領主は、二人とも険しい表情だ。

			「他の領主様を金銭で懐柔することはできないのでしょうか。今回の件は、我々教会の失態です、金銭面でもできる限りのことをさせていただきたいと思っておりますが」

			　聖女が、懐柔とか言いだした。

			「領主にとって、騎士団の精鋭たちは都市の継続的な発展のために欠かせない人材だ。補充もすぐにできるものではない。金銭報(ほう)酬(しゆう)だけでは、勝てそうならば援軍として参加する、そんな日和見をされるだけだろう」

			　駄目らしい。

			「教会側から地方領主に働きかけていただくことはできないか」

			「……私はこの地方を管轄しているわけではありませんし、まだダルノーの死が周辺都市まで伝わっておりません。今の私では、保身を決め込んだ領主を動かすほどの強権は発動できないかと……」

			　騎士団長が聖女に聞くも、聖女は目を伏せてそう答えた。

			　……ちなみに俺はここまで、まだ何も発言をしていない。

			　本当に、なんで俺はここに座らされているんだろう。

			　部屋に入るなり聖女に席を勧められたが、軍事とかはそこまで詳しくないどころか、ろくに知らない。

			「……しかし、まずいな。王都まではドラゴンでも二日はかかる。それから援軍を派遣してもらうとなれば、到着まで十日以上かかってもおかしくない」

			　あ、今になってようやくルルカがいる理由がわかった。

			　ドラゴンの飛行速度はおそらく、地面を走る馬より相当速い。

			　ドラゴンはルルカに懐いているらしいし、ルルカを連絡手段にするつもりなのか。

			「サキュバスは、遅くとも一週間以内にこの街を襲撃してくると思われます。聖魔戦争の資料に、それらしき記述がありました。サキュバスの能力は軍団を作ることはできますが、欲望を操っているだけで魔物の行動を完全に操作できるわけではありません。あまり長期になると、軍団のコントロールができなくなるようです」

			「一週間……まず、王都からの援軍は間に合わんか」

			「はい」

			　聖女と領主の会話が続くが、状況はかなり悪いらしい。

			　暗い雰囲気が、部屋に満ちる。

			　また「さっさと王都まで尻尾(しつぽ)巻いて逃げようぜ！」と言えるような雰囲気でもない。

			　しょうがないから、何か別のことでも言っておこう。

			「騎士だけで足りないなら、冒険者とかを戦力に加えるのは駄目なのか？」

			「冒険者は、数は多いが実力は下級の魔物を狩るのが精一杯というものが多い。一定以上の実力がなければ、戦列を維(い)持(じ)できず足を引っ張るだけだ。死人が増えるだけだろう」

			　ですよね。

			　まぁ、俺も弱い奴に戦列に加わってほしくはない。

			　即死だけでも避ける技術があれば俺の治(ち)癒(ゆ)魔法でそうそう死にはしないが、それすらなければ本当に雑兵のように死んでしまう。

			　迷宮の低層でくすぶっているエイトやゲイザーのような冒険者に出番はなさそうだ。

			　そして、再び会議室に沈黙が走る。

			　領主は唸りながら下を向き。

			　騎士団長は腕を組んで目を閉じている。

			　聖女だけは……なぜか俺を見ているけれど。

			　この視線は「あのツヤのある黒髪素敵……」とかそういう視線ではないだろう。

			　まぁ、なんとなくはわかる。

			　……実は、一つだけ、俺は援軍を呼ぶ方法を思いついている。

			　あまり言いたくはないけれど。

			　俺なら、おそらく援軍を出し渋る他の街の領主を説得できる。

			　それも、とても簡単に。

			　……でもそれをやると、きっと俺が目立つ。

			　目立てば、大司教の時のような余計なリスクが増えることになる。

			　大きな力を利用したい、と考える奴はどこにでもいる。

			　今回は勘違いでエリスが狙われたが、俺の実力が明らかになれば次は俺が直接狙われるだろう。

			　ユエルが俺を守ってくれるかもしれないが、ユエルが俺のそばにいない時だって、当然ある。

			　ふと気になって、ユエルに視線を向けた。

			　――目が合った。

			　ユエルは、ただ俺を見つめている。

			　会議の雲行きは怪しいが、ユエルの目にはそこに対する不安は感じられない。

			　ただいつもと変わらない瞳(ひとみ)で、俺を見ている。

			　大量の魔物が襲ってくることに脅(きよう)威(い)を感じていない、そんな瞳(ひとみ)だ。

			　おそらく、ユエルは必ず勝てると信じているのだろう。

			　なぜ、信じているのか。

			　騎士の実力を知っているから。

			　城壁で防戦して籠城すればなんとかなると思っているから。

			　色々考えつくが、やはり決定的なのは……。

			　――ここに、俺がいるからだろう。

			　ユエルは、俺の実力を誰よりも知っている。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法さえあれば魔物の軍団ぐらい撃退できる、おそらくそう思っているのだ。

			　確かに撃退できる可能性もある。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法があれば、もしかしたら援軍なんて呼ばずとも、この街の騎士団の人員だけで撃退できるかもしれない。

			　……でも、騎士団長の言った通り、そんなことをすればこの街の騎士団は打撃を受けるだろう。

			　人は脆い。

			　頭を割られれば、一撃で即死だ。

			　精鋭の騎士団員が実力を発揮できればそうそう致(ち)命(めい)傷(しよう)も受けないだろうが、物量に囲まれてしまえばそうもいかない。

			　……やはり、援軍は必要だ。

			　ユエルを見るのをやめて、聖女に視線を向ける。

			　まるで、見透かすような瞳(ひとみ)。

			　俺が思いつくぐらいだ。

			　聖女も、とっくにこの方法を思いついているだろう。

			　本音を言えば、街を捨てて逃げたい。

			　目立ちたくなんてない。

			　でも、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力は既にバレている。

			　これが広まるのは、もう時間の問題だ。

			　この提案をしなくても、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力はそのうち多くの人の知るところになるだろう。

			　……方針の転換が、必要な時期なのかもしれない。

			　自分の身を守るために実力を隠すのではなく、治(ち)癒(ゆ)魔法で貸しを作っておく。

			　そういう考え方もありだろう。

			　それにこの提案は、きっとユエルが尊敬の眼差しを向けてくれる、ご主人様らしい提案だ。

			　騎士団員だけじゃなく、おそらく多くの命が救われる、そういう提案だ。

			「なぁ、聖女様」

			「ふふ、フィリーネとお呼びください」

			　俺が聖女に声をかけると、聖女は嬉しそうに微笑(ほほえ)んだ。

			　俺が何を言うつもりなのか、やはりわかっているようだ。

			　それに、この反応。

			　まるで俺がこれを自分から言うかどうかを、値踏みされていたみたいに感じる。

			　なんだか乗せられているみたいであまり良い気分じゃないが、これ以外におそらく方法はない。

			「じゃあ、フィリーネ。援軍を呼ぶ方法なんだが、俺に一つ考えがある。フィリーネが協力してくれることが前提にはなるけどな」

			　改めて、聖女に声をかける。

			　すると、聖女は恭しく頭を下げた。

			「はい、シキ様。私にできることであれば、なんなりとお申し付けください」

			　そして、俺に向かってそう言った。

		

	
		
			第14話　防衛戦

			　

			　会議から五日が経った、昼頃のこと。「魔物の軍勢が街に接近している」という騎士の報告が上がった。

			「ついに来ましたか」

			　手にしていたフォークを置いて、聖女が呟(つぶや)く。

			　場所は、領主の館内の食堂。

			　ちょうど、領主の館に滞在している面々で食事をとっているところだった。

			「……みたいだな」

			　長かった。

			　この五日間、俺は領主の館でただひたすら時間を潰していた。

			　俺が事前にできることは、近隣都市に援軍の要(よう)請(せい)をした段階で既にやりきっていた。

			　いつサキュバスが襲撃してくるかわからないせいで、作戦本部みたいになっていたこの領主の館からは出られない。

			　衆目の中でエリスの胸をチラ見しまくるわけにもいかない。

			　ルルカは王都に援軍を呼びに行っており、もういない。

			　やることが何もない。あの会議の後、暇を持て余した俺は、ただひたすらユエルの頭を撫(な)でていた。

			「ご主人様、私、今度こそ必ずご主人様をお守りします！」

			　張り切るユエルの頭を、軽く撫(な)でる。

			　……ユエルは、自分が寝ている間に俺が教会で大(おお)怪(け)我(が)したことを気にしていた。

			　それはもう、夜中にまったく睡眠をとらずに俺の警護を始めてしまうぐらい気にしていた。

			　ご主人様が大変な時に何もできなかったと、自分を責めていた。

			　だから撫(な)でた。

			　聖女が俺を見て意味深な笑みを浮かべている時もユエルを撫(な)で。

			　エリスの胸のボタンが弾け飛んだ時もユエルを撫(な)で。

			　領主がフランとの縁談を持ちかけてきた時も、俺はユエルを撫(な)でて丁重にお断りした。

			　落ち込み気味だったユエルもそのせいか、今は前向きに失敗を取り戻そうという感じになっている。

			「それではシキ様、急ぎ城壁に向かいましょう」

			「ああ」

			　騎士の報告で、周囲が慌ただしく動き始める。

			　斥候を出しているはずだから、そうすぐにサキュバスの軍勢が街に到達することはないだろうが、時間に余裕があるというわけでもないのだろう。

			　急いで領主の屋敷を出て、街の城壁を目指す。

			　……これまでに一応、ユエルを撫(な)でるだけではなく、サキュバスとの戦闘を想定した話し合いもしていた。

			　サキュバスの軍勢と、どう戦うか。

			　邪神の使徒への知識が一番深い、聖女が中心となって何度か会議を重ねた。

			　戦いの肝は、俺だ。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法を最大限活かすため、見晴らしの良い城壁の上を本陣とし、門のすぐ前に騎士団を配置する。そういう布陣でいくらしい。

			　あまり騎士団と距離があると俺の治(ち)癒(ゆ)魔法が発動できないんじゃないかとも思ったが、そこをカバーする魔道具をちょうど聖女が持っているとのことだった。

			　そして騎士団が魔物の軍勢と正面からぶつかり、俺がその魔道具を使って壁の上から騎士団を治療する。

			　もしサキュバスの連れてきた魔物が想定以上の数だった場合は、すぐに騎士団を街に戻して籠城。

			　城壁で防衛に徹しつつ、王都からの援軍を待つ。

			　そういう作戦だ。

			　完全な守りの陣形で固めつつ、聖女が適宜指示を出すらしい。

			「そういえば、前に言ってた魔法を遠くに飛ばす魔道具ってのは？」

			　移動をしながら、聖女に聞いてみる。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法は、基本的に発動者の近くじゃないと発動しない。

			　壁の上から、何十メートルも先の騎士団に治(ち)癒(ゆ)魔法を飛ばすということは、普通はできない。

			　魔法を遠くに飛ばせる魔道具というのは、多くの治(ち)癒(ゆ)魔法使い垂涎の品のはずである。

			　どんなものなのか、ちょっと気になる。

			「持ってきております。ですが、とても目立つものですから、お渡しするのは移動してからということで……」

			　笑顔を浮かべながら、もったいぶる聖女。

			　まぁ、もし移動中に壊れたりでもしたらその時点で作戦が破綻してしまう。

			　仕方がないのかもしれないが。

			　――そうして、聖女やユエルたちとともに城壁の上に登ると。

			　眼下。

			　街の前に広がる平原に、大量の魔物が迫っているのが見えた。

			　その魔物の群れの上空には、一つの黒い影がある。

			　サキュバスだ。

			　サキュバスが、まるで誘(ゆう)蛾(が)灯(とう)のように上空から魔物の群れを導いている。

			　距離はまだ結構ある。街の目の前まで来るのに、あの速度なら少し時間がかかるだろう。

			「こちらを指差して、高笑いしていますね」

			　聖女が望遠鏡のようなもので、サキュバスを見て言った。

			　少し借りて俺も見てみると、確かにそんな感じだ。

			　腰に片手を当てて、馬鹿みたいに笑っている。

			　どうやら、勝利を確信しているらしい。

			　まぁ、サキュバスはかつて多くの都市を滅ぼしたわけだ。おそらく、この都市にどれだけの戦力があるのか、そしてどれだけの戦力があれば勝てるのか、だいたいわかっているんだろう。
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			「数は三千、といったところですか。コボルドに、ゴブリンに、フォレストウルフ……本当にこのあたりの魔物を手当たり次第連れてきたようですね。想定より数は少ないですが」

			　三千か。

			　確か会議では、四日で六千と言っていた。

			　五日で三千ということは、予想の半分を下回っている。

			　確かに、想定よりかなり減っている。

			「復活が完全じゃなかったせいで、魔物を操るのに手間取ったのかもな」

			「そうかもしれません」

			　領主の屋敷で聞いた話では、現状で動かせるこの街の騎士団の数は、おおよそ五百というところらしい。

			　敵はざっと六倍の数だ。

			　勝つか負けるかは微妙なところだが、少なくともまともにぶつかれば騎士団が大きな損害を受けることは間違いない。

			　サキュバスが高笑いしている理由も、わかる気がする。

			　騎士団員は減ってもすぐには補充できないが、サキュバスはまた別のどこかから魔物を連れてくれば良いだけだ。

			　この規模の襲撃が二度、三度あれば、この都市が落とされてもおかしくない。

			　騎士団も、まだ完全に展開しきれていない。

			　サキュバスが……そう読み間違えてしまうのも仕方がない。

			「凄(すご)い数ね……」

			　魔物の軍勢を見たエリスが、不安そうに呟(つぶや)いた。

			　ここまで来なくても良いと言ったんだが、エリスは待っていたくないと言って俺についてきた。

			　やはりエリスは、帰りを待つということに抵抗があるらしい。

			　まぁ、この本陣まで魔物が来ることはそうそうないだろうし、構わないけれど。

			「心配するなエリス。この数なら勝てる。援軍も来てるしな」

			　そう俺がエリスに答えるのと同時、

			「クルセル騎士団三百、展開完了しました」

			　聖女に報告が上がった。

			　この街の騎士団とは、少し違った見た目の鎧(よろい)を着込んだ騎士からの報告だ。

			　それから、続いて何度も報告が上がる。

			「アリアス騎士団二百、展開完了しました」

			「リュミエル騎士団五百、展開完了しました」

			「ラトア騎士団三百、展開完了しました」

			　さらに、報告が続く。

			　まだまだ、報告が続く。

			　どうやら、騎士団の展開がようやく完了したようだ。

			　城壁の下を見てみると、大勢の騎士がそこに布陣していた。

			　その数、五千。

			　――援軍を呼ぶことには成功した。

			　というか、五日で兵を派遣できる距離にある都市の、大半の兵力がここに集まっていた。

			「壮観ですね。これもシキ様のおかげです」

			　聖女が、俺を見て微笑(ほほえ)んだ。

			　……他の都市の領主が、援軍を出し渋っていた理由。

			　それは、騎士団壊滅のリスクだ。

			　援軍に出した騎士団が壊滅してしまえば、今後の都市運営に支障が出る。

			　しかも、相手は邪神の使徒サキュバス。

			　過去にいくつもの都市を壊滅させた存在だ。

			　いずれ王都から援軍が来るのだから、このメルハーツは見捨てて自らの都市の防備を固めるというのは、都市を運営する領主として、とても合理的な選択だろう。

			　……でも俺は知っていた。

			　権力者、特に都市の領主のような人間にとって、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法は喉から手が出るほどほしいものだということを。

			「俺が、自分の実力を明らかにする」それだけで、領主たちの判断はひっくりかえる。

			　俺に味方をすることは、地方領主にとって、大きなリスクを背負ってでもするべき、価値のあることだからだ。

			　――この世界では「病気」というものが、かなり重きな問題となっている。

			　これまで、いくつも考える材料はあった。

			　例えば、迷宮低層にしては、異常と言ってもいいほど高かったヒュージスライムのドロップ、スライムの雫の買取価格。

			　あれは風土病の特効薬の原料として、地方領主がギルドから買い取っていたためだった。

			　例えば、人も住まず、放置された旧市街。

			　ただ日当たりが悪く健康被害が発生しやすいなんて理由で、区画の一つが放置されていた。

			　そして、クランクハイトタートル事件での、住民たちのパニック状態。

			　多くの住民が治療院に押しかけるも、治療はまったく進んでいなかった。

			　魔物はびこるこの世界で、都市の中に病が蔓延したらどうなるか。

			　まだ病にかかってない人間でも、簡単に街の外に逃げることはできない。

			　病は都市の中に広がり続け、それはもう大(だい)惨(さん)事(じ)になるだろう。

			　クランクハイトタートル事件の時のように治療が追いつかなくなれば、今度は薬や治(ち)癒(ゆ)魔法使いをめぐって争いが起こるという、最悪の事態になる。

			　それこそ、自立した都市の運営が不可能になるぐらいに。

			　都市の領主であれば、誰だってそのことをわかっているはずだ。

			　そこで、俺はあの会議で提案した。

			「援軍を出してくれたら、街に病が流行した時に俺が街全体をまとめて治療する」。そう他の領主に取引を持ちかけよう、と。

			　普通ならこんな提案をしても、信じてなんてもらえるはずがない。

			　街全体を治療できる治(ち)癒(ゆ)魔法使いなんて、いるはずがない。

			　そう言われて終わりだろう。

			　でも、今は違う。

			　クランクハイトタートル事件での、極大エリアヒール。

			　あれは、神の奇跡と呼ばれて、この街の祭りが盛り上がる一因にまでなっていた。

			　この街で本物の「奇跡」が起きたことを、今なら誰もが知っているのだ。

			　あとは、権威ある教会の聖女様が、一筆書いてくれるだけでいい。

			　この街には「神の奇跡」を操る人間が本当にいる、と。

			「……まさか、こんなことになるとはな」

			　腕輪を壊して落ち込んでいたユエルを慰(なぐさ)めるためにやった、あのエリアヒール。

			　あれが、援軍を呼ぶための鍵(かぎ)になるとは思わなかった。

			　それに、俺の極大エリアヒールがあることで、騎士の損害も減る。

			　他の都市の領主も、援軍を送りやすいはずだ。

			　まぁ、予想していた以上に集まったわけだけれど。

			　騎士は五千。

			　魔物は三千。

			　数の上で、既に圧倒している、これはもう、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法がなくても勝てる戦力差だ。

			　騎士は強い。

			　数で勝っていれば、このあたりの魔物をかき集めただけの寄せ集めに負けるはずがない。

			　サキュバスたちを見てみれば、こちらに向かって前進していたその軍団が、止まっている。

			　さすがに、ここまでの数の援軍がいるとは思っていなかったのだろう。

			　まぁ、聖書で読む限り、過去のサキュバスは人間同士が争いあっていた時に、都市の各個撃破をしていただけのようだし。

			　言ってしまえば、漁(ぎよ)夫(ふ)の利(り)をかっさらっていただけだ。

			　一つの都市にここまで援軍が集結するとは、思っていなかったのかもしれない。

			「なんだか、癇(かん)癪(しやく)を起こしているように見えますね」

			　聖女が、望遠鏡を使ってサキュバスを見ながら言った。

			　また借りて見てみると、確かにそんな感じだ。

			　顔を真っ赤にして、目には僅かに涙を溜めて、こちらに向かって何事かを叫んでいる。

			　もしかしたら「援軍を呼ぶなんて卑(ひ)怯(きよう)者ー！」とか言っているのかもしれない。

			　でも俺の治(ち)癒(ゆ)魔法がなければ、いくら数で互角でも、ある程度の損害は受けるだろう。

			　それがわかっているのか、サキュバスが再度、進軍を開始して近づいてくる。

			　まぁ、こっちは失ったら痛手になる騎士団だが、むこうは適当に魔物を集めてきただけだ。

			　もし勝てなくても、ある程度打撃を与えてまた魔物を集めて来ればいい、そう考えているのかもしれない。

			　サキュバスの表情を見る限り、やけっぱちになっているだけにも見えるが。

			　……おそらく、会議で聖女の言っていた、魔物を長期間従えていられないということと関係があるんだろう。

			　しかし、これは愚策にもほどがある。

			　サキュバスは、騎士団に損害を与えることなんてできない。

			　……今まで俺は、一人で迷宮に潜ったり、アーマーオーガやバルダスのような強敵と一対一で戦ったことがあった。

			　そして、毎度ぼろぼろになるまでやられていた。

			　死ななかったのは、俺が自分の怪(け)我(が)を、自分で治すことができたからだ。

			　でも、今までの戦い方は、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法を最大限活用できていなかった。

			　直接戦うというのは、治(ち)癒(ゆ)魔法使いの役割じゃない。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法使いというのは、後方支援の職業だ。

			　眼下に布陣する騎士を見る。

			　大軍対大軍。

			　しかも、実力は味方が圧倒的に上。

			　その、後方支援。

			　こういった状況でこそ、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法は真価を発揮できる。

			「シキ様、ぜひこちらの装備をお使いください」

			　サキュバスが近づいてくると同時、聖女が何かを手渡そうとしてきた。

			「これ、杖か？」

			「はい、教会に伝わる、由緒ある品です。遠方への魔法発動だけでなく、より高度な魔法も使用できるようになります」

			　なんだか、凄(すご)そうな杖だ。

			　装飾が豪華で高そうというのもあるんだが、何よりも長年使いこまれた風格のようなものがある。

			　でも、手入れは入念にされているようで、傷だらけではあるがぼろぼろという風には見えない。

			　まるで美術館の展示品でも持ってきたんじゃないかというような、そんな雰囲気のある杖だ。

			　……鑑(かん)定(てい)してみる。

			　

			　魔道具

			　性質：魔力量向上　魔力増幅　発動範囲拡大　効果範囲拡大　魔法効果向上　魔力吸収・使用者・常時

			　

			　なんだか、見たことがないぐらい色々効果がついている。

			　確か、魔力量が上がる指輪だけでも一千万ゼニーぐらいの値段はしたと思うんだけど。

			　この杖、いったいおいくら万ゼニーぐらいの代物なんだろう。

			「こんなもの、俺が使って大丈夫なのか？」

			「ええ、この杖は膨(ぼう)大(だい)な魔力がなければ扱えませんから。適性のあるシキ様に、ぜひ使っていただきたいのです」

			　聖女がにこやかな笑顔で言う。

			　使っていいらしい。まぁ、最初から使う予定ではあったんだけれど。

			　……しかしこの杖、なんだかどこかで見たことがあるような気がする。

			　俺は杖に興味はないし、こんなもの見る機会はそうそうないはずなんだけれど。

			　まぁいいか。聖女に借りた杖を、手にもつ。

			　そして、サキュバスの軍団を見据えて、杖を構える。

			「ご、ご主人様……ご主人様はっ……凄(すご)い、凄(すご)いです！」

			　するとなぜか、そばで控えていたユエルが、俺を尊敬の眼差しで見つめながら褒(ほ)め始めた。

			　どうしたんだろう。

			　俺はまだ、治(ち)癒(ゆ)魔法を発動してはいないんだけど。

			　……というか、このユエルの尊敬の眼差しは、いつもと違う気がする。

			　いつもは俺の行動を嬉しく思って尊敬の眼差しを送っている、という雰囲気だけど、今回の眼差しはなんだか距離を感じる。

			　何か凄(すご)いことに気づいた、そんな驚きの混じった感じの尊敬だ。

			「そう、そういうことだったのね……」

			　ユエルの反応を見て、エリスも何かに気づいたようだ。

			　どこか納得したような顔で、俺を見ている。

			　まぁでも、もう気にしている時間はない。

			　もうすぐ、騎士と魔物がぶつかる。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法を発動するタイミングを見誤ってはいけない。

			　……けれど、魔物と騎士がぶつかる寸前。

			　サキュバスが魔物の軍団に先行して、こちらの攻撃魔法が届くか届かないかぐらいの距離までやってきた。

			　そして、叫ぶ。

			「結構な数を揃えたみたいだが、まだ勝敗は決まっていないからな！」

			　攻撃魔法はギリギリ届かない。

			　ドラゴンなら攻撃できるかもしれないが、ルルカとドラゴンはまだ戻っていない。

			　念のため、王都に援軍を呼びにいったままだ。

			　ルルカとドラゴンだけなら、日数的には今日あたりには帰ってこれるはずなんだけれど。

			「邪神様を封印した愚かな人間ども！　貴様らがどれだけの屍をこの地に晒すことになるのか、よく見ているがいい！」

			　強気なサキュバスだが「自分が勝つ」と明言しないのは、おそらく自分でも勝てないとわかっているからだろう。

			　一度退いて魔物の数を増やそうとしないのは、多分、欲望を操っているという能力の欠点だ。

			　ドラゴンを操れなかったように、あれは完全な洗脳の類ではない。

			　それに、魔物の性欲が他の欲望を上回っている時はただサキュバスだけを見て魔物も動くだろうが、いくら性欲を煽(あお)られようとも飢(き)餓(が)状態になればサキュバスよりも目先の肉を狙うはず。

			　おそらく、魔物を集めてしばらくすると、魔物同士で共食いでも始めてしまうに違いない。

			　あまり操っている時間が長くなると、魔物がサキュバスの管理下から外れてしまうみたいなことを、聖女も言ってたし。

			　それに、空を飛ぶ魔物もいない。

			　これもおそらく、サキュバスが自分自身を餌に魔物を誘導しているからだ。

			　空を飛べる魔物を誘惑すると、自分が魔物に捕まってしまうのだろう。

			　――そんなことを考えていると、広く横列に布陣した騎士が魔物の攻撃を受け止めたのが見えた。

			　交戦が始まった。

			　仕事の時間だ。俺は杖を掲げ、呪文を唱えた。

			「エリアヒール」

			　集めた魔力が、増幅されていく感覚。

			　杖から、全力以上の力が引き出されているのを感じる。

			　魔法が発動すると、その光は一発で騎士全員を包み込んだ。

			　騎士は横列を崩さずに、魔物の死(し)骸(がい)を踏み越え前進していく。

			　騎士の槍が突き出されると同時、多くの魔物が地面に倒れ伏した。

			　けれど、魔物がいくら攻撃をしても騎士の死体は生まれない。

			　騎士たちは連携をとりながら、互いを庇(かば)い合いながら、着実に魔物の数を減らしている。

			　そしてそこに、再度治(ち)癒(ゆ)魔法を放つ。

			　怪(け)我(が)をした騎士が、すぐさま戦線に復帰していくのが見えた。

			「これ、凄(すご)い杖だな」

			　使ってみてわかった。

			　……この杖は、凄(すご)い。

			　遠方で魔法を発動できるだけじゃない。

			　極大エリアヒールの範囲指定も正確に思った通りにできるし、エリアヒールの最大範囲自体も広がっている。

			　しかも、治(ち)癒(ゆ)魔法の光がただのヒールなのにハイヒール並の輝きを放っている。おそらく、効果も相応だ。

			　持っているだけで杖に魔力を吸われ続けている感覚はあるけれど、俺にとっては誤差でしかない。

			「はい。それは教会の保有する魔道具の中でも、最高クラスの一品ですから」

			　そんな聖女の声を聞きながら、治(ち)癒(ゆ)魔法を連発する。

			　これはもう、完全な勝ち戦だ。

			　サキュバスの連れてきた魔物は雑(ざ)魚(こ)ばかり。

			　騎士に一撃で斬り伏せられるような、下級の魔物がほとんどだ。

			　これも、サキュバスの復活が不完全だった影響なのだろうか。

			　僅かな時間で、みるみるうちに魔物の数が減っていく。

			　しかも、たまに魔物の攻撃で騎士が怪(け)我(が)をしても、数秒も経たずに即復帰。

			　開戦前からわかっていたことではあるけれど、圧倒的な優勢だ。

			　ふと見てみると、サキュバスが呆(ぼう)然(ぜん)とした顔で戦場に視線を向けていた。

			　魔物の死(し)骸(がい)は積み上がるが、騎士の死人はまだ一人も出ていない。

			　……サキュバスは、俺の存在を知らなかった。

			　これが、最大の敗因だろう。

			　杖を掲げる。

			　そして、俺は戦う騎士たちに向け、再度治(ち)癒(ゆ)魔法を発動した。

		

	
		
			第15話　サキュバスの本領

			　

			「なんで、なんでっ、なんでえええっ！！！」

			　子供のようにわめく、サキュバスの声が聞こえた。

			　眼下に広がるのは、魔物の死(し)骸(がい)の山だ。

			　その中に、騎士の死体は一つもない。

			　味方の損耗は、ゼロ。

			　まぁ当然だ。数でも質でも圧倒的に味方が上。

			　そして、俺は杖でブーストされた治(ち)癒(ゆ)魔法を絶え間なく連発していた。

			　杖に慣れてからは、文字通り絶え間なく、だ。

			　常に身体が癒(いや)され続ける騎士と、一刀で両断されていく魔物の群れ。

			　これは戦争というより蹂躙、虐殺と言った方が近いだろう。

			　もはや、勝ちは決まった。

			　あとは僅かに残った雑(ざ)魚(こ)に止めを刺す作業が残っているだけ、といったところか。

			　もう、治(ち)癒(ゆ)魔法も必要なさそうだ。

			「凄(すご)いっ、凄(すご)いです、ご主人様！」

			　一旦杖を下げると、ユエルが抱きつきながら褒(ほ)めてきた。

			　ご主人様の全力を見て感動したのか、目をキラッキラさせている。

			　俺自身、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法と精鋭の騎士団というものが噛み合った時、こうまで圧倒的になるのかと改めて実感した。

			　本当に凄(すご)い。多少の損害に目を瞑(つぶ)れば、この都市の騎士団だけで撃退できていたかもしれない、それぐらい凄(すご)い。

			「そ、その杖っ……！　お、お、お前っ、お前かあああああっ！！！」

			　そんなことを考えていると、サキュバスが不意に叫んだ。

			　こっちを見て絶叫しながら、一直線に俺に向かって飛んでくる。

			　どうやら、やっと俺の存在に気づいたらしい。

			　すぐに周囲から迎撃の魔法が飛ぶが、縦横無尽にそれを掻い潜り、サキュバスが近づいてきた。

			「そういうことか！　くそっ、くそっ、くそくそくそくそぉっ！　またか！　また召喚されたのか！」

			　また？

			　召喚？

			　こいつ、何を言っているんだろう。

			　……いや、そういえば、この立派な杖。

			　そして、サキュバスの軍勢と戦っているこの状況。

			　やはり、なんだか見覚えがあるような……。

			　でも、まずい。そんなことを考えている場合じゃない。

			　サキュバスが、魔法を掻い潜りながらどんどん接近してくる。

			　もう、二十メートルも距離がない。

			　いったい、近づいて何をするつもりだ……？

			「ひ、ひぃっ！」

			　けれど、サキュバスは悲鳴を上げながら距離を取り直した。

			　慌てて離れるサキュバスの頬(ほお)には、一筋の赤い傷がある。

			　そして、ハラリと宙に舞う、サキュバスの髪。

			　原因は、すぐにわかった。

			「……」

			　無言で、サキュバスを睨(にら)むユエル。

			　……ユエルの投(とう)擲(てき)したナイフが、サキュバスの髪の一房を切り落としたのだ。
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			　サキュバスは再度近づこうとするが、それに合わせてユエルがナイフを投げて弾幕を張る。

			　びゅんびゅん投げている。

			　ちょっとユエルの目を見てみると……これはやばい。

			　今まで見たことがないぐらい、鋭い目をしている。

			　本気で殺る気だ。

			　俺に害をなそうとする存在を、決して近づけさせないという強固な意志を感じる。

			　というか、ユエルさんのアイテムボックス、ナイフが何本入っているんだろう。

			　既に二十や三十できかない数を投げているけど。

			「ぐ、ぐぬぬぬぬ……」

			　サキュバスが、悔しそうな顔でユエルを睨(にら)んだ。

			　さすがのサキュバスも、これは近づけないだろう。

			　魔法を回避しながら何度も俺に接近しようとしているが、その度にユエルのナイフ弾幕に阻まれる。

			　けれど、サキュバスが諦(あきら)める様子はない。

			　何度も何度も、接近と後退を繰り返している。

			　……サキュバスに戦闘能力はないらしいし、俺に危害を加えることもできないだろうに。

			　いや、危害を加える方法ならあるか。

			　翼だ。

			　サキュバスには、あの大きな翼がある。

			　近づいた勢いのまま俺を捕まえて、そのまま離脱。あとは空から俺を地面にたたき落としてしまえばいい。

			　そういう狙いなのかもしれない。

			「くそっ、くそぉ……お前だけは、お前だけは絶対にここでええええ！」

			　サキュバスが叫びながらまた俺に近づこうとするが、やはり魔法とナイフの弾幕に阻まれて俺には近づけない。

			　――そんな中、ユエルの投げナイフがまたサキュバスをかすめた。

			　そのナイフは、間一髪で身体を捻って回避したサキュバスの胸元を通過する。

			　そして、切り裂いた。

			　何を切り裂いたかというと、サキュバスの身体に張り付いた黒いビキニのような服。

			　その真ん中の紐(ひも)の部分を、真っ二つに切り裂いた。

			　あのサキュバスの外見は、ユエルより僅かに年上ぐらいだ。

			　べつに、俺はあんな貧相な身体に興味はない。

			　でも、男の性というべきか。普段隠れているものが不意にチラッと見えそうになると、興味もないのにそれを目で追ってしまう。

			　……あ、本当に見えそう。

			　そうして眺めていると、再度距離をとったサキュバスと目が合った。

			　サキュバスは、何やら怪(け)訝(げん)そうな表情で俺の顔を見る。

			　そして、自分の開放的すぎる胸元を見て、それからもう一度俺の顔を見る。

			　目が合うこと、二、三秒。

			「……いや、まさかな……しかし……」

			　千切れた黒ビキニを指でぴらぴらとさせながら、俺の顔を見つめ続けるサキュバス。

			　何をしているんだろう。

			　そんなことをしたら、本当に見えてしまうと思うんだけれど。

			　それから、サキュバスはそのビキニの紐(ひも)部分を指で撫(な)でた。

			　あれはただの服というわけではないのだろうか。それだけで、黒ビキニが切り裂かれる前の状態に戻った。

			「駄目でもともと、試す価値はある……」

			　そしてサキュバスは、そんなことを呟(つぶや)きながら、俺の目を見た。

			　サキュバスの、赤い瞳(ひとみ)。

			　その瞳(ひとみ)が、輝くような真紅に色を変えながら、俺を見つめる。

			「あれはっ……い、いけません！」

			　聖女が叫ぶのと同時。

			　――ドクンと、心臓が跳ねた。

			「ど、どうだ……？」

			　サキュバスが、不安そうな顔で俺を見る。

			　僅かな可能性に縋(すが)るような、そんなか細い声を出しながら。

			「あ、あれ……？」

			　……これまであまり気にしていなかったが、よく見るとこのサキュバス、なかなかかわいい。

			　サキュバスというだけあって、顔はかなり整っているし、仕草ひとつひとつに外見の年齢に見合わない色気がある。

			　それに胸はないが、身体つき、特に腰のあたりは女性らしい曲線を描いているし。

			　好みか好みじゃないかでいえばやはり胸がないし好みではないんだが、でもなぜか惹きつけられるものがそこにある。

			　頭が……ぼんやりする。

			　無意識に、俺はサキュバスに向けて足を一歩踏み出していた。

			　サキュバスは俺の反応を見ると、嬉しそうな声をあげる。

			「ふ、くふふふふふ、ふはっ……ふははははははははっ！　良い子だ！　さぁ、こっちだ、こっちに来い！」

			　サキュバスが、距離を保ちながら高度を下げてくる。

			　そして、魔法がギリギリ届かない、城壁から離れた場所で動きを止めた。

			　なぜだろう。

			　あのサキュバス、お子様体型なのに、とても魅力的な女性に見えてきた。

			　俺は決してロリコンじゃない。

			　でも、あの身体に、滾る肉欲の全てをぶつけてしまいたい。

			　なぜだか、そんな風に思えてきた。

			　気づけば、足がサキュバスの方へ向いていた。

			「ご主人様っ！」

			「シキ様、操られてはいけません！　理性を強く持ってください！　ドラゴンにできたのです、シキ様なら、必ず跳ね除けることができるはずです！」

			　サキュバスの瞳(ひとみ)が、さらに赤くなる。

			　魅力的な瞳(ひとみ)だ。

			　この目を見ていると、頭がぐつぐつと沸(ふつ)騰(とう)するような感覚になる。

			　頭がぼんやりとして、働かなくなってくる。

			　でも、決して嫌な気分じゃない……。

			「ほら、こっちに来い。……今なら、私がなんでもしてやるぞ？」

			　耳に直接蜂(はち)蜜(みつ)を流し込まれるような、とても甘い声が聞こえてきた。

			　今、目の前にあるのは城壁のへりだ。

			　これを乗り越えれば、サキュバスがなんでもしてくれる……？

			　あの鮮やかなピンク色の髪。

			　小振りで、柔らかそうな唇。

			　胸は薄くとも、女性らしい曲線を描いたあの身体。

			　とても、とても魅力的に見えてくる。

			　なんでもしてもらいたい。

			　行こう。今すぐ行こう。

			「シ、シキ様!?　じょ、冗談ですよね……!?」

			　聖女が何かを言っているが、そんなことはどうでもいい。

			　城壁のへりに、手をかける。

			「ま、まさか、ドラゴンですら跳ね除けられたというのに……!?」

			　聖女に、ドラゴン以下の理性と言われた気がした。

			　でも、頭が働かない。

			　サキュバスの身体から、目が離せない。

			　もう、俺の頭の中には、あの身体をこれからどうするかという考えしか残っていない。

			「こっちだ、こっち。ほらほら、早くこっちに来い」

			　サキュバスは、黒ビキニを両手でぴらぴらとめくりながら、俺を誘ってくる。

			　見えそう。あとちょっとで見えそうだ。

			　でも見えない。目が離せない。

			　もっと、近づきたい。

			　城壁のへりを掴む腕に、力を込める。

			「ご主人様っ！　ご主人様、待ってください！」

			　背後から服を引っ張られるが、サキュバスの身体から目を離せられない。

			　今サキュバスは、ノリノリで腰を左右に振りながら、パンツに指をかけている。

			　それをほんの僅かにずり下ろしたり、元の位置に戻したりを繰り返しながら、俺に意味ありげな目線を送っている。

			　ストリップショーを寸止めで繰り返されているような状態だ。

			　後ろなんて気にしている場合じゃない。

			　俺は、あのサキュバスになんでもしてもらいたい。

			　もう、それしか考えられない。

			「し、しかし、サキュバスの能力はただ情欲が高まるだけで、理性のある人間は操られたりはしないはずでは……い、いや、でも現にシキ様は……も、もしかしてシキ様の理性は下級の魔物並み……？」

			　混乱したような雰囲気の、聖女の声が聞こえた。

			　とても馬鹿にされている気がする。

			　そして、聖女はすぐに声を張り上げた。

			「くっ、仕方ありません！　シキ様を取り押さえなさ――」

			　――聖女が、近くの騎士に何かの命令を出そうとした瞬間。

			「お前は黙っていろ！」

			　サキュバスが、その赤い瞳(ひとみ)で聖女を見た。

			「んっ……～～っ！」

			　聖女は、一瞬ビクリと身体を震わせる。

			　が、すぐに強い意志を感じさせる瞳(ひとみ)で、サキュバスを睨(にら)み返した。

			　そして、顔を紅(こう)潮(ちよう)させ、口元を手で押さえながらも、ハンドサインで騎士に俺を取り押さえるように指示を出す。

			　――騎士が、俺に向かって駆け寄って来る。

			　やばい。

			　ここで騎士に捕まるわけにはいかない。

			　俺は、サキュバスに色々してもらわなければならないのだ。

			　近づいてくる騎士から逃げ出そうと、地面を蹴(け)った。

			　――その瞬間。

			「シ、シキ！　わっ、私が、私がなんでもしてあげるから！　だから、こっちに来て！」

			　背後から……そんな声が聞こえた。

			　聞き間違えるはずもない、これは……エリスの声だ。

			「なっ!?」

			　サキュバスが、驚きの声を上げた。

			　頭がなんだかぼんやりする。

			　状況がよく、理解できない。

			　……でも、サキュバスとエリスが、俺になんでもしてくれるという。

			　サキュバスは前にいる。エリスは後ろにいる。

			　どちらか、片方にしかいけない。

			　後ろにいるエリスを見る。

			　エロい。

			　とても魅力的だ。

			　そしてでかい。

			　前にいるサキュバスを見る。

			　エロい。

			　とても魅力的だ。

			　でも、小さい。

			　もう一度、後ろにいるエリスを見る。

			　……凄(すご)く、でかい。

			「エリスの方が良い」

			　城壁を乗り越えるのをやめて、エリスの方に向き直る。

			「な、なぁっ!?　ほ、ほら、こっちを見ろ！　見えるぞ？　あとちょっとで見えてしまうぞ!?　ほら、ほらぁ！」

			　サキュバスの驚愕の声が聞こえてきたが、エリスがなんでもしてくれるというのだ。

			　あのエリスが。

			　サキュバスは確かに魅力的だったが、エリスの身体つきのエロさには勝てない。

			　あっちがいい。

			　エリス。エリスの巨乳がいい。

			　思考が、エリス一色に染まっていく。

			「ば、馬鹿な！　そんな馬鹿なぁ!?　こ、これだけ露出してるのに!?　わ、私、サキュバスなのに!?」

			　俺がそのままエリスに向かうと、信じられない、というようなサキュバスの声が聞こえた。

			　最後の方は、ほとんど泣きそうな情けない声だ。

			　俺がエリスの方に向かったのが、そこまで意外だったんだろうか。

			「おい、男を誘ってサキュバスに勝ったぞ……」

			「す、すげぇ」

			　近くにいた、若い男の騎士たちの言葉が聞こえた。

			　エリスの顔がみるみるうちに赤くなる。

			　でも、そんなのは関係ない。

			　俺の頭の中では、エリスとの妄想が膨らみに膨らんでいる。

			　そのまま、ふらふらとエリスに近づいていく。

			　そして、エリスに抱きついた。

			「シ、シキ!?　こ、これって、これってまさか……!?」

			　抱きつかれて予想外の感触でもあったのか、エリスが下の方を見ながら慌てだす。

			　それは仕方がない。

			　だって、俺はサキュバスに情欲を操作されている。

			　それはもうアレがアレで大変なことになっている。

			「ぐ、ぐう、ぐぐぐぐぐー！　復活が完全なら！　復活が完全ならこんなことにはぁ！」

			　情けない声で、悔しそうに唸るサキュバス。

			　本当に泣き始めそうな雰囲気だ。

			　なんだか気になって振り向くと、城壁の下で僅かに残っていた魔物が散り散りに逃げていくのが見えた。

			　そして、俺を見る涙目のサキュバス。

			　その瞳(ひとみ)が、より鮮烈な赤色に染まっていく。

			「……魔物が逃げていく……？　っ……！　ま、まさか、全能力をシキ様に集中させて……!?」

			　……あれ？

			　なんだか、やっぱりサキュバスがとても魅力的に思えてきた。

			　胸がないはずなのに、あの胸にとても触りたい。

			「こっちだ、こっちに来い！　そうだ、お前は殺さずに私の下僕にしてやる！　私の下僕になれば、世界の美女という美女を全てお前に与えてやる！　その女も含めてだ！」

			　サキュバスの甘い声が聞こえる。

			　エリスも含めて、全ての女性を俺に与える？

			　……それは、とても素晴らしいことのような気がする。

			「げ、下僕っ!?　だ、駄目です！　そっ、それだけはいけません、シキ様！」

			　未だに顔を紅(こう)潮(ちよう)させたままの聖女が、声を荒らげた。

			　でも、ここでサキュバスの方に行けば、サキュバスが全てを与えてくれるという。

			　おそらくエリスだけじゃなく、他の巨乳の女の子とも色々できてしまうんだろう。

			　妄想が膨らんでいく。

			　再びサキュバスの方に向かおうと、身体を捻る。

			「絶対に……離さないから」

			　……けれど、エリスが俺を抱きしめたまま離してくれない。

			　エリスの俺を抱きしめる力が、強くなる。

			「あっ、ちょっ、ちょっとシキ……あ、あたってる、あたってるからっ……！」

			　俺が振りほどこうともがくと、何か気になることでもあるのか、エリスの顔がどんどん紅(こう)潮(ちよう)していく。

			　けれど、エリスはそれでも俺をしっかりと抱きとめたまま離してくれない。

			　でも駄目だ。

			　エリスの力で俺は止められない。

			　このままなら、振り解けそうだ。

			「騎士に取り押さえさせ……いや、万一にでもサキュバスにこの状態のシキ様を連れ去られて本当に下僕にされてしまったら……？　もし、シキ様とサキュバスが手を組みなんてしたら……世界が、世界が……」

			　聖女にとって、俺がサキュバスにつこうとしているのは、完全に想定外だったらしい。

			　聖女はまるでパニックを起こしたような雰囲気で、ぶつぶつと何かを言っている。

			　案外、想定外の事態に弱いタイプなのかもしれない。

			「くっ……エリスさんでしたか。シキ様と、ただならぬご関係と推察します。殿方は一度楽になると、しばらくは欲望が収まると聞きます。その、私どもがしばらくサキュバスの接近を防ぎますので、その間に……お願いできますか。こ、これがおそらく最善の方法です」

			　そして、聖女がエリスにそう声をかけたのが聞こえた。

			「い、一度楽になるっ!?」

			　まだ俺を抱きしめたままのエリスが、真っ赤な顔で問い返す。

			　羞(しゆう)恥(ち)に染まったエリスの表情。

			　何度見ても見飽きない。

			　けれど、俺がその顔を見ていることに気づくと、エリスは慌てて俺の後頭部を掴んで自分に密着させた。

			　具体的にはその巨乳に俺の顔を密着させた。

			　エリスの恥ずかしがる顔が見えない。何も見えない。

			　……でも、なんでだろう。

			　今は、とても幸福な状態な気がする。

			「で、でもまだ結婚もしてないのに」

			　恥じらうような、エリスの声だけが聞こえる。

			　そして、その声に被せるようにして、

			「ほら、来るんだ。私と来て、もう一度魔物の軍団を作ろう。私とお前が手を組めば、世界だって征服できるぞ？　世界中の美女を集めて、世界で最高のお前だけのハーレムを作るんだ。そうだ、邪神様を復活させたら、邪神様に頼んでお前も不老の使徒にしてやる。私と来れば、衰えることもなく永遠に女を貪れるぞ？」

			　耳に、とても甘い声が響いた。

			　なんだか、素晴らしい世界な気がする。

			　世界の美女を集めた俺だけのハーレム、とても良い響きだ。

			　そうだ、今はなぜか頭がうまく働かないが、俺は冷静な判断ができる男だった気がする。

			　もうちょっとエリスの胸に埋まったら、サキュバスの方に行こう。

			　……いや、このままエリスをサキュバスのところに連れて行けばいいのか。

			　その方が合理的だ。

			　顔をエリスの胸から離そうと、押さえつけるエリスの手を引き剥(は)がす。

			「こ、ここ、ここでシキ様が敵の手中に落ちるなどということになれば、結婚どころではありませんよ！　サキュバスとシキ様が手を組めば、ふ、不死の魔物の大軍団が生まれてしまいます！　じ、人類が、人類が滅びます！」

			　狼狽した聖女の声が聞こえた。

			　いつもの冷静な感じではない。

			　裏返った声で、めちゃくちゃ慌てている。

			　でも、大丈夫だ。

			　聖女も胸はないが、美人だしハーレムに入れてやる。

			　何も心配することはない。

			「そ、そうよね、仕方ない……仕方ないなら、仕方ないのよね」

			　そして、なんとかエリスの胸から顔をあげると。

			　覚悟を決めたような顔で俺を見るエリスと、目が合った。

			　――次の瞬間、唇に柔らかい感触があった。

			　目の前に、目を閉じたエリスの顔がある。

			　キスされている。

			　ルルカのように、頬(ほお)にではない。

			　唇にだ。

			　柔らかい、唇の感触。

			　鼻腔をくすぐる、甘い匂い。

			　首元を撫(な)でるのは、エリスの長い髪だ。

			　密着しているせいで、エリスの胸がぎゅっと俺に押し付けられる。

			　エリスの情報が、頭を埋め尽くす。

			　サキュバスのことが、どんどん頭から消えていく。
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			「こ、これで……どう？」

			　未だ密着した状態のエリスが、伏し目がちに聞いてきた。

			　その顔は紅(こう)潮(ちよう)し、瞳(ひとみ)は僅かに潤(うる)んでいる。

			　エリスは自分の唇を気にするように、手で自分の口を押さえながら、もう片方の手で俺を掴み密着させ続けていた。

			　……。

			　ぐつぐつとしていた頭が、さらに沸(ふつ)騰(とう)していく。

			　頭が、さらにぼんやりとしていく。

			　今すぐこのまま押し倒してしまいたい。

			　でも、頭の片隅で「また追い出される」、そんな言葉がチラついた。

			　一瞬、身体の動きが止まる。

			「こ、これじゃ駄目なの……？」

			「だ、駄目に決まっています！　ほら、私が言っているのは、その大きな胸を使ってシキ様の精を一度吐き出させてあげてくださいということです！」

			　聖女が性女みたいなことを言っているが、目が本気だ。

			　もしかしたら、サキュバスに頭をやられてしまったのかもしれない。

			「せ、精を吐きださせるっ!?」

			「せっ、聖女様!?」

			　まさか聖女の口からそんな言葉が出るとは思っていなかったのか、周りの護衛や騎士がぎょっとする。

			　教会の象徴的な人物としての清廉なイメージとかは良いんだろうか。

			　というか、胸でって。

			　エリスに何をさせるつもりなんだろう。

			　サキュバスのもとに行きたかったのに、そんなことを言われてはここから離れられない。

			「で、でも……こ、こんなところで……」

			　エリスが周囲を見る。

			　その視線の先には、男の騎士も複数いる。

			　エリスは辛そうに眉を寄せ、きつく目を閉じた。

			「ほら、さっさとそんな女など捨ててしまえ！　お前は素晴らしい逸材だ！　私の下僕である限り、女に不自由しない生活を送らせてやる！　そうだ、お前はそんな女一人に収まる器じゃない、こっちに来れば、お前に釣り合うだけの最高のハーレムを用意してやる！」

			　俺を誘う、サキュバスの声。

			　けれど、その声に反応するかのように、エリスが俺を見た。

			　俺の目を、ただ見ている。

			　僅かな間。

			　エリスの表情が、ふっと柔らかくなった。

			　そして、何かを思い返すかのように、エリスは一瞬目を閉じる。

			　目を再び開けた時には、エリスは覚悟を決めた顔をしていた。

			「恥ずかしいのは嫌だけど……あなたを失うのは、もっと嫌だから……」

			　次の瞬間、エリスは自分の服のボタンに手をかけた。

			　それと同時に、俺のベルトが外されていく。

			　ベルトのバックルが、カチャカチャと音を立て、引っ張られる感覚がある。

			　エリスが両手で服のボタンをひとつひとつ外しながら、俺のベルトを外している。

			　……あ、あれ？

			　頭はろくに働かないが、今のが何かおかしいことだけは、俺でもわかった。

			　エリスを見る。

			　エリスは服のボタンを半分ほど外し終え、既に胸元の肌色が僅かに見えている。

			　でも、その両手はエリス自身の服のボタンを外しているだけだ。

			　俺のズボンには向いてない。

			　両手で服を脱ごうとしているのに、なぜかベルトが外されている……？

			　下を見る。

			　――一発で理性が戻った。

			　まるでＡＶを鑑賞中、不意に誰かが部屋に入ってきた瞬間のように。

			　エロい気持ちが、一瞬で吹き飛んだ。

			　理性が、急速に蘇(よみがえ)る。

			　ユエルだ。ユエルがいる。

			　大変なことになっている下半身を覆(おお)い隠してくれている、俺のズボン。

			　それをユエルが至近距離からまじまじと、まじまじと見つめながら……ずり下ろそうとしていた。

			「わ、私もお手伝いします！」

			　ユエルの細い手に、下の方向に向かって力が入るのがわかった。

			　俺は今、サキュバスに情欲を操られている。

			　情欲を操られれば、アレがああなる。

			　……それはそれは、過去最大級といっていいほどに凄(すご)い状態だ。

			　数秒後、ユエルが俺のズボンをずり下ろした時。

			　ユエルの目の前に、何が晒されることになるのか。

			　いったい、これからどんな惨(さん)劇(げき)が起こるのか。

			　ユエルは、それから何をするつもりなのか。

			　俺には、瞬時に予想ができてしまった。

			　反射的に、自分のズボンを手で支えた。

			　ユエルがパンツごと俺のズボンを下ろそうとしたのは、ほぼ同時。

			　……間に合った。

			「シ、シキ？」

			「だ、大丈夫だ！　俺がサキュバスなんかに負けるわけがないだろう！　少し時間はかかったが、なんとか自力ではねのけたぞ！　だから、もう大丈夫だから、ユエルは俺のズボンから手を離すんだ！」

			「ご主人様、ま、また操られてしまうかもしれません！　わっ、私、最後までっ、ちゃんと最後までお手伝いしますから！」

			　けれど、ユエルは俺のズボンから手を離さない。

			　ぐいぐいと、ズボンを引きずり下ろそうとする。

			「ユ、ユエル！　も、もう大丈夫だから、もう大丈夫だからズボンから手を離すんだ！　ご主人様を信じろ！」

			　ここまで言ってようやく、しゅんとしたユエルが俺のズボンから手を離した。

			　……あ、危なかった。

			　もしサキュバスが、俺だけじゃなくユエルの欲望も操作していたら、俺はある意味で敗北していたかもしれない。

			　というか、周囲には他に護衛の騎士だとか沢山人がいるのに、俺はいったい何をやっていたんだろうか。

			　危うく、大切な部分を公衆の面前で大公開してしまうところだった。

			　サキュバス、恐ろしすぎる。

			「くっ、くうぅ……あと少しだったのに……でも、まだ、まだ私は諦(あきら)めないからな！」

			　サキュバスが、また赤い瞳(ひとみ)で俺を見つめ始めた。

			　しかも、ストリップを再開しながら。

			　空を飛んでいるせいで、ポーズも自由自在だ。

			　こっちに足を向けて開脚してみたり、チラッと見えそうになったかと思えばダイナミックに半回転して見えなくなったりと、目が離せない。

			　やばい。

			　このままでは、本当に公衆の面前でユエルにお手伝いされてしまう。

			　俺の人としての尊厳が、終わってしまう。

			　けれど、それと同時。

			「ッ――！」

			「ぷぎっ！」

			　以前も聞いた、咆(ほう)哮(こう)が聞こえた。

			　そして突如、上空から急降下してくるドラゴン。

			　ドラゴンは、ちょうど空中でＭ字開脚をしていたサキュバスに、猛スピードで尻尾(しつぽ)を叩きつけた。その勢いのまま、地面に叩きつけられるサキュバス。

			　あれは……ルルカのアースドラゴンだ。援軍の要(よう)請(せい)をしに行ったルルカが、王都からようやく戻ってきたらしい。

			「っ……いたい……ひぐっ……じゃ、じゃりじゃりするぅ……」

			　けれどサキュバスは、土まみれになりながらも、ふらふらとした軌道でまた上空に逃げていく。そんなサキュバスに向かって、ドラゴンがブレスを吐いた。

			　サキュバスに、石化のブレスが掠める。

			「ひぎっ、ぴぃ――――――！」

			　ブレスが足の先を掠め、サキュバスは全速力でドラゴンから逃げ始めた。

			　聞いたこともないような悲鳴を上げている。

			　ドラゴンがそのままサキュバスを追っていく。

			　サキュバスはドラゴンにはたかれたり、噛みつかれそうになったりしながら、必死で逃げていく。

			　あ、またブレスが足に当たった。

			　聖女から借りた望遠鏡で確認すると、片方の足首から先が石化していた。

			　サキュバス、めっちゃ泣いてる。

			　泣きながら逃げている。

			「すぐに追(つい)撃(げき)部隊を出しなさい！　周辺の魔物が減った今こそ好機！　地の果てまででも追って、必ずサキュバスの首を上げるのです！」

			　聖女が、騎士に指示を飛ばす。

			「シキ様は……少しご休憩をどうぞ」

			　それから、俺に向けてそう言うと、薄く微笑(ほほえ)んだ。

			　ちょっと笑顔がぎこちない。

			　まぁ、サキュバスに俺が操られかけるとは思っていなかったんだろう。

			　……サキュバス、俺の天敵かもしれない。

			　理性や知性のある生物には欲望操作は通用しないと言っていたのに、俺には効果覿(てき)面だった。

			　聖女とか、あの赤い目で見つめられてもほとんどノータイムで騎士に指示を出したりしてたのに。

			　……本当に俺の理性は下級の魔物並みなんだろうか。

			　ちょっと自信がなくなってきた。

			「でも……」

			　あのまま操られていたら、俺はどうなっていたんだろう。

			　城壁の下を、覗き込んでみる。

			　……これは即死する高さだ。

			　あのままなら、俺は城壁のへりを自分から乗り越えて、地面に叩きつけられていただろう。

			　ちょっと、ぞっとする。

			　もし落ちなかったとしても、サキュバスにつき従いながら世界を征服し、最高のハーレムを築いていたか。

			　……「それはそれで悪くないかも」とか思ってしまうから、おそらく俺は操られてしまうんだろう。

			　視線を少し上げる。

			　街の前の平原を見ると、追撃隊らしき騎士の集団が、馬に乗ってサキュバスのいる方向へ走っていくのが見えた。

			　この近辺の魔物は、今回の戦闘で大分減ったはずだ。

			　サキュバスは、魔物を操れさえしなければ、ただの雑(ざ)魚(こ)だ。

			　飛行速度も、ドラゴンの方が上。

			　騎士とドラゴンが協力すれば、そう時間も経たずに、止めを刺すこともできるだろう。

			　しかも、サキュバスは足を僅かに石化させていた。

			　もし取り逃がしたとしても、サキュバスの全身が完全に石化するのは時間の問題だ。

			　ちょっとしたアクシデントはあったが、勝った。

			　騎士団に損害も出ていない。

			　ちょっと俺が操られかけたことさえ除けば、完全勝利と言っていいだろう。

			「サキュバスが逃げていくわ！　私たちの勝利よ！　勝(かち)鬨(どき)を上げなさい！」

			　近くにいたフランが、高揚した表情で叫んだ。

			　……いたのかこいつ。

			　多分、後ろで迎撃の魔法とか撃っていたんだろうけど、全然気づかなかった。

			　けれど、やはり領主の娘の呼びかけだ。

			　その声に呼応して、騎士たちが声を上げていく。

			　その声は次々に伝播し、大きな一つの声になる。

			　騎士たちの、大歓声が上がった。

		

	
		
			第16話　杖

			　

			　サキュバスが逃げ去ってから数分後。

			　騎士への指示出しが一段落ついたのか、聖女が声をかけてきた。

			「シキ様、今回は素晴らしいご活躍でした。事前に知っていたとはいえ、あれだけの治(ち)癒(ゆ)魔法を連続して使用できるとは……同じ治(ち)癒(ゆ)魔法を使う者として、改めて驚きました」

			　笑顔で、そう褒(ほ)めてくる聖女。

			　やはり、知っているのと実際に見るのでは違うということだろう。

			　……まぁ、俺がサキュバスに操られかけていた時の方が絶対に驚いてたけど。

			　あの慌てっぷりといったら凄(すご)かった。

			　さっきも笑顔がひきつってたし。

			　でも、今となって、聖女の笑顔にぎこちなさは感じられない。

			　どうやら、俺がサキュバスに操られかけた件は、指示を出しているうちに消化できたらしい。

			「先ほど確認がとれましたが、今回、死者は一人も出ていないそうです。あれだけの魔物と戦って、損害はなし。まさに、奇跡のような戦果と言えるでしょう」

			「そうか。それはよかったな」

			　上から見ていてそうだとは思っていたけれど、やはり、騎士に死者はいなかったらしい。

			　まぁ、下級の魔物ばかりだったしな。絶え間なく治(ち)癒(ゆ)魔法も発動していたし、よほど運が悪くない限りはそうそう死ぬことはない戦いだった。

			「この戦果も、全てシキ様のご活躍あってこそです。本当に、ありがとうございました」

			「ご主人様、凄(すご)いです！」

			　聖女とユエルが、俺の功績を手放しに褒(ほ)めてくる。

			　でも、あれだ。

			　ユエルの賞賛は純粋に受け取れるんだけれど、聖女にこう褒(ほ)められるとなんだか裏がありそうな気になってくる。

			　というか聖女は、「ありがとうございました」のところで俺の両手を握ってニコリと微笑(ほほえ)んだ。

			　もしこの聖女に人並みの胸があれば、この笑顔だけで俺は落ちていたかもしれない、そんな魅力的な笑顔だ。

			　完璧すぎて、なんだか逆に胡散臭い。サクラの件もあるし。

			「まぁ、騎士が頑張ってくれたからな」

			　とりあえず、適度な距離感を保ちつつ会話を続ける。

			「……そういえば、シキ様、謝礼のお話がまだでしたね。騎士や私ども教会の人間にとって街を守ることは職務ですが、シキ様はご厚意で参加してくださっただけですから。謝礼は当然必要でしょう。後日正式な場で、ということになるとは思いますが……シキ様は、どのようなものをお望みですか？」

			　聖女が、俺の手を握りながらそんなことを聞いてきた。

			　そういえば、俺以外はみんな領主や騎士団、教会の関係者なのか。

			　冒険者みたいな民間人はいないし。

			　ルルカだけは違うけれど、ルルカもルルカでおそらく謝礼が貰えるんだろう。

			　しかし、望みか。

			「……急に言われても、すぐには思いつかないな」

			　唐(とう)突(とつ)だったせいで、特に思い浮かばない。

			　いや、思い浮かんではいるんだけれど、世界中の美女を集めたハーレムを作りたい、とかは言っちゃ駄目なんだろうし。

			「特にないようでしたら、メディネ教の大司教の地位はいかがでしょう。ちょうど、一つ席が空いたところですし。シキ様ならば、間違いなく教会側の承認も得られるでしょう。拠点もこのメルハーツになりますから、何かと都合もよろしいかと」

			「だ、大司教っ!?」

			　聖女の言葉に、近くにいたエリスが驚きの声を上げた。

			　……声を上げたエリスの表情が気になるが、まだサキュバスに高められた情欲が、僅かに燻(くすぶ)っている感覚がある。

			　今エリスを見てしまうと、色々思い出して不測の事態が起こりかねない。

			　サキュバスに操られかけていた時の記憶は、はっきりしっかり、残っている。

			　エリスのことをできるだけ意識から外し、聖女の言葉を咀(そ)嚼(しやく)する。

			「……大司教か」

			　教会の、凄(すご)く偉い地位だということは知っている。

			　でも、偉いということ以外があまりよくわからない。

			　いきなり地位をあげるとか言われても、なんだか現実感が湧いてこない。

			　どうなんだろう。

			　とりあえず、現状わかるメリットを考えてみる。

			　まず、既に俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力はバレてしまったわけだし、保身のためにもどこかの組織で役職を持つというのは良い気がする。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法を適度に利用させる代わりに、俺を狙う存在から守ってもらう。

			　そういう関係は、これから俺が生きていく上で必ず必要になってくるはずだ。

			　大司教の地位にしても、偶然抜けた穴を埋めるだけだし、もともといた大司教を蹴(け)落(お)とすわけじゃない。あの大司教の取り巻きの連中も軒並み逮捕されたわけだし、余計な波風も立たないだろう。

			　あとは……偉くなれば女の子が寄ってくる。これは最大のメリットだ。

			「……それともシキ様は、地位よりも女性の方がよろしいですか？」

			　俺が考えていると、聖女がちょうど、そんな提案をしてきた。

			　どうしてそういう結論になるんだろうか。顔に出ていたのかもしれない。

			　……いや、サキュバスに操られたせいで、俺が女性にだらしない性格だとでも思っているのか。その通りだけど。

			「それならば……僭(せん)越(えつ)ながら、私はいかがでしょうか。血筋だけで選ばれるのであれば、シキ様に最も相応しいかと。……それに、まだサキュバスの死が確認できていない以上、シキ様の周囲に女性は多ければ多いほど良いですから。そこのエリス様とご一緒でも、私は構いませんので」

			　そして、続けて言う聖女。

			　俺の手を握りながら、変わらない笑顔で俺の顔を見ている。

			　これはどういうことだろう。さすがに、自分を売り込んでくるのは想定外だ。しかも、ハーレム容認。

			「サキュバス戦でのあなたの活躍にキュンときました」とかではないんだろうし。

			　どちらかといえば、後半の翻(ほん)弄(ろう)されっぷりで軽(けい)蔑(べつ)されているぐらいが自然なはずだ。

			　とても政治的な匂いを感じる。

			「ちょ、ちょっと待って！　その、わっ、私はっ……わた、私は……」

			　聖女の言葉を受けてエリスが何かを言おうとしているが、何も言えてない。

			　今までの経験から察するに「私とシキはそういう関係じゃない」みたいなことを言おうとしているのかもしれないが、それを言うのを戸(と)惑(まど)っているような、そんな雰囲気だ。

			　否定しない、ということだろうか。そういうことなんだろうか。

			　とても気になるが、さっきから続く、下から服を引っ張られる感覚が、この話題を流すべきだと言っている。

			　それに、いきなり聖女なんて地位の人間を貰ってくれと言われても、すぐに返答なんてできるわけがない。

			「ちょ、ちょっと待ってくれ。いきなりそんなことを言われても困る！　そ、それにあんたは聖女なんていう地位のある人間だろう？　いくらなんでも……」

			「釣り合わない」、そう言おうとした瞬間。

			「釣り合わない、などということはありませんよ、シキ様」

			　聖女が、俺の考えを先読みしたかのように、そう言った。

			　そして、聖女は俺の持つ杖に視線を向ける。

			　杖？

			　……そういえば。

			　サキュバスと戦っている間は考えている余裕がなかったが、この杖を見てユエルとエリス、そしてサキュバスまでもが驚いていた。

			　――ふと、とある言葉が脳内で再生された。

			　それは、サキュバスがこの杖を見た後、俺に接近しながら言っていた言葉。

			「また、また召喚されたのかっ！」

			　サキュバスは、確かそう言っていた。

			　あれは、どういう意味だったのか。

			　もしかして、聖女が自分を俺に差し出そうとしていることと、何か関係が……。

			　それに、聖女から杖を渡された時。

			　ユエルもエリスも、杖を構える俺を、驚いた表情で見ていた。

			　何かに気づいたような、そんな顔をしていた。

			　ユエルやエリスから、俺はいったいどう見えていたのか。

			　客観的な目で、自分を見てみる。

			　サキュバスの軍勢に立ち向かう、立派な杖を持った男。

			「おい、嘘だろ……」

			　そうだ。

			　思いだした。

			　俺は、その姿を見たことがある。

			　ユエルに治(ち)癒(ゆ)魔法を教えていて、聖書を読もうとしたあの時。

			　第三章の、あのシーン。

			　これは……聖書に描いてあった挿絵と、まったく同じ。

			　挿絵の中でサキュバスに対峙していた男が持っていた、立派な杖。

			　俺が今手に持っているこれは……間違いない。

			　あの杖、そのものだ。

			　……それに、挿絵が白黒だったせいで気にもとめていなかったが、そういえば、あの挿絵に描いてあった男の髪は……黒かった。

			　真っ黒に、塗りつぶされていた。

			　まるで、俺や聖女のような、完全な黒い髪。

			　――わかった気がする。

			　サキュバスの言った「召喚された」という言葉。

			　その意味が。

			　俺は、日本で死んだはずだった。

			　でも、気づけばこの異世界にいた。

			　理由はわからなかった。

			　知る方法も、ないと思っていた。

			　これまで知らなかった、俺がこの世界にいる理由。

			　……この考えが確かなら、それに説明がついてしまう。

			「むしろ、シキ様に釣り合う女性など、この世界にはいないでしょう。シキ様の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力だけが理由ではありません。……シキ様は、聖書をお読みになったことがおありでしょうか」

			　聖女が、笑顔のまま口を開いた。

			　聖書。あの、挿絵にあったものと同じ杖。

			　召喚という言葉。そして、挿絵の中でサキュバスと対峙していた、黒髪のあの男。

			　聞かなくても、もう、だいたいの予想がついてしまう。

			「世界に邪神の脅(きよう)威(い)が迫る時、メディネ神は異界からの使徒を遣わせた……たしか、聖書の一章にはそういう一節があったわね」

			　エリスが、独り言のように呟(つぶや)いた。

			　……俺も、もうちょっと、真剣に聖書を読んでいればよかったのかもしれない。

			　俺がこの世界に来た理由。

			　それが書いてある本を、俺は何度も手にとっていた。

			「私はこの街に来てから、ずっと探していたのです。教会から封印の宝玉が奪われ、世界を邪神の脅(きよう)威(い)が再び襲おうとしている中。この街でまさしく神の力としか言いようのない奇跡を起こした、あなたを」

			　聖女が、俺の手を握る力を強くする。

			　聖女の声が、手のひらが、確かな熱を帯びているのを感じた。

			　そして、聖女はそのまま地面に跪(ひざまず)くと、俺を見上げる。

			「メディネ神の加護を受け、遠き世界よりやってきた、神の力の象徴にして我らの救世主……」

			　それから聖女は、聞き間違えようのないはっきりとした声で言った。

			「聖人様」

			　

			〈『異世界の迷宮都市で治(ち)癒(ゆ)魔法使いやってます』⑤へ続く〉

		

	
		
			番外編　フランのすすめ

			　

			　サキュバスの対策会議から一日が経った。領主にあてがわれた客室でユエルを膝の上に乗せながら頭を撫(な)でていると、不意に部屋の扉が開いた。

			「聞いたわよ。あなた、本当はちゃんと魔力があったんじゃない」

			　そして、フランが部屋に入って来たかと思えば、突然そんなことを言ってきた。

			　声からは、確かな怒気を感じる。表情も、むすっと膨れているような、そんな感じだ。

			「と、突然押しかけてしまい、申し訳ありません」

			　見てみれば、セラも一緒だった。フランを追うように部屋に入ってきて、すぐにこちらに向けて頭を下げる。

			「あなたが本当のことを言わなかったせいで、魔法を教えた時、魔力漏(ろう)出(しゆつ)症だなんて見当違いなこといを言っちゃったじゃない。……どうして黙ってたのよ！」

			　フランはチラリとユエルに視線を向けるが、すぐに俺に視線を戻し、変わらない調子で声を荒らげる。

			「あー、あれか……」

			　……そういえば、以前フランに攻撃魔法を少しだけ教えてもらったことがあった。

			　たしかあの時、俺は大量の魔力漏(も)れがあるために使える魔力量が少なくて、攻撃魔法は使えない、という結論になったんだったか。

			　あの時は訓練すれば治る可能性もあるからと、自分の周りの魔力濃度を計測する魔道具をフランに貰ったりもした。

			　俺はあまり実力を明かしたくないから黙っていたけれど、フランの方は結構俺に同情していたような、そんな雰囲気だった気がする。

			　……これは、怒って当然か。

			　でも、俺だってなんの意味もなく黙っていたわけじゃない。あれにはちゃんとした理由があった。

			「悪かったな。でも、なんの意味もなく黙ってたわけじゃないんだよ。必要がないのなら、俺はできるだけ実力を知られたくなかったんだ」

			「そんなの別に良いじゃない。実力が知られて何が困るのよ！」

			　フランが、ますます怒った顔で詰め寄ってくる。どうやら、本当に腹に据えかねているらしい。

			　距離が近い。

			　顔が近い。

			　……これはやばいな。

			　こいつは、怒ると本当に手が出る。

			　いや、手が出るというか魔法が出る。

			　しかも、なまじ実力があるせいで、不安定ながらも魔法を無(む)詠(えい)唱(しよう)で発動したりする。

			　さすがにユエルを膝の上に乗せているこの状況で魔法を撃ちこんできたりはしないだろうが、一応いつでも横っ飛びできるよう、下半身に力を入れておく。

			　そして、釈明のために口を開こうとすると、

			「フラン、シキさんが今回大司教の陰謀に巻き込まれたのは、シキさんのエクスヒールがきっかけだと聞きました。……あの時のシキさんの姿をフランも見たでしょう？」

			　セラが、俺に先んじてそう言った。

			「あ、あれは……」

			　フランが言葉に詰まる。

			　まぁ、領主の屋敷で風呂を借りるまで、俺は全身が血にまみれた状態だった。

			　思い返せば、領主の屋敷についた時、フランは驚いた顔でそんな俺の姿を見ていた気がする。

			　おそらく、それをフランも思いだしたんだろう。

			「……で、でも、お父様から聞いたわよ。あのクランクハイトタートルの時の、神の奇跡。あれも、あなたの仕業なんでしょう？　目立ちたくないのにあんなことをするなんて、む、矛盾してるじゃない！」

			　それでも、フランがまだ食い下がってくる。

			　おそらく、どこに怒りを向けていいのかわからなくなっているんだろう。

			　……それだけ、俺に真剣に魔法を教えようとしていたということなのかもしれないが。

			　でも、この質問は正直に答えられない。大人しく膝の上で撫(な)でられているだけだが、ユエルがここにいる。

			「あ、あれはな……その、そう……街の人のためだよ」

			　本当はユエルが泣きそうだったから、別のことに気を逸らさせて慰(なぐさ)めようとしただけなんだけど、ユエルにはそう言ってある。

			「俺を守れなかった」と未だ落ち込むユエルの前で、実はあれはユエルを慰(なぐさ)めるためだったなんて言うことはできない。

			「……ま、街の人々のため？　こ、この、このメルハーツのためだっていうの……？　この街の危機を救うために、あなたがそんなリスクを背負ったと……？」

			　けれど、フランが想像以上に驚いてしまった。

			　……そういえば、フランは領主の娘だ。

			　次代領主と言い換えても良い。

			　そのつもりはなかったんだが、なんだか、恩着せがましい感じになってしまったのかもしれない。

			　フランは俺に詰め寄った姿勢のまま固まって、俺の顔を見る。

			「ち、近いのよっ！」

			　そしてすぐに、顔を赤くして距離をとった。

			　……自分から詰め寄っておいて「近い！」って怒りだすとか、とても理不尽。

			「……私、部屋に帰るわ」

			　それから、フランはどこかしゅんとしたような雰囲気で、俺に背を向けた。

			　そのまま、部屋を出ていく。

			「ふふ、失礼しました、シキさん」

			　セラも俺に一礼してから、どこか嬉しそうな顔で部屋の外に出て行った。

			　……やっと出て行ってくれた。

			　フランがいる間、いつでも横っ跳びできるように緊張させていた足から、力を抜く。

			　過剰に警戒しすぎなのかもしれないが、あいつにはお見合い相手の股(こ)間(かん)に攻撃魔法をぶちこんだ前科がある。未遂だったが、俺にも攻撃魔法を放とうとしたことがあったし。

			　……フランがそこまで悪い奴じゃないということは、一応わかっているんだが。

			　でも、どこで地雷を踏んで爆発するかわからない、そういうタイプだ。

			　これで、やっとリラックスできる。

			「フラン、どうしたんだ？　……こんなところで」

			「お、お父様……」

			　けれど、部屋の外から声がした。領主とフランの声だ。

			　どうやら、この部屋を出たところで領主と鉢合わせたらしい。

			「も、もしかしてフラン、あ、あの話を考えてくれたのか……？」

			「っ……」

			「フ、フラン！」

			　そしてすぐに、部屋の前から走り去る足音が聞こえた。

			　無視された領主の、悲しそうな声が響く。

			　……フラン、難しいお年頃のようだ。なんの話なのかは知らないが。

			　……しかし、領主はここに何をしに来たんだろう。

			　この部屋は廊下の突き当たりにある。偶然通りかかった、なんてことではないだろう。

			　サキュバスの対策会議でもまた開くんだろうか。

			　そんなことを考えていると、部屋の扉がノックされた。

			「急に来てすまないな」

			「……いえ」

			　部屋に入るなり、近くの椅子に腰かける領主。

			　その顔色はあまり良くない。まぁ、サキュバスの対策やら何やらで忙しいんだろう。

			「それで……フランと、どんな話をしていたんだ？」

			　俺を見て、僅かに身体を前のめりにさせながら、そんなことを聞いてくる領主。

			　なんだか、何かを期待するような表情だ。

			　……おっさんにそういう表情をされても嬉しくないんだけれど。

			「俺の治(ち)癒(ゆ)魔法の実力についてだな」

			　どう答えようか迷ったが、あまり詳しくは言わなくていいだろう。

			　わざわざこの部屋に来たことから察するに、おそらく本題は別にある。

			　それに、俺はユエルの頭を撫(な)でることで忙しい。

			　おっさんと話をする余裕はないこともないが、あんまりない。

			「……そうか。シキくん、いや、シキ殿。君はフランのことをどう思うかね」

			　けれど、領主はフランの話題を続けてきた。

			　……そういえば以前、この領主に「これからもフランのことをよろしく頼む」とかなんとか言われたことがあった。もしかして、領主がこの部屋に来た目的は……。

			　身構えながら、話を続ける。

			「どうって？」

			「ほら、フランは親の私から見ても整った顔立ちをしていると思うんだよ。シキ殿は未婚と聞く。フランに特別な感情を持ったりは――」

			「ないです」

			「い、いや、すぐに結論を出してほしいというわけではないんだ。ほら、きっと一緒に暮らしていけば気持ちも変わ――」

			「間に合ってるんで」

			　俺が即答すると、青かった領主の顔がさらに青くなる。

			　……この領主のおっさんも頑張るなぁ。

			　よほど、娘の貰い手を確保したいんだろうか。

			　サキュバスの対応で忙しいこの時にまで、娘のために結婚相手を探すとか。

			　だんだんかわいそうになってくるが、でも、本当に間に合っている。

			　ルルカには好きだと言われたし、昨日、血を洗い流している時に風呂に来たエリスの反応も気になった。

			　あえて、フランに手を出す必要性は感じられない。胸もないし。

			「で、でもな、フランにもたくさん良いところはあるんだ。ほ、ほら、顔立ちも良いし……あ、あとは、そう、スレンダー。スレンダーだな」

			　……外見しか褒(ほ)めてないですよ、領主さん。

			　おそらく、ここまで即答されるとは思わず、焦っているんだろう。

			　けれど、予想外のところから、領主に助け舟が出た。

			「フランさんは、私の知らない歴史を沢山教えてくれました。それに、攻撃魔法も、今度教えてくれるって約束してくれました。フランさんは……優しい人です」

			　ユエルだ。膝の上に乗っているユエルが、そんなことを呟(つぶや)いた。

			　……そういえばフラン、俺が風呂に入っている時に、ユエルの相手をしてくれていたな。

			　それに、俺に魔法を教えてくれていた時の態度からしても、面倒見は意外と良い方だろう。

			　胸が皆(かい)無(む)なのと、ドがつく短気なのが全てを台無しにしてしまっているけれど。

			「そう、そうなんだ！　意外と面倒見が良いんだよ、フランは。空回りもしやすいが、この街を守りたいという責任感は人一倍強い。少し直情的だからついつい手が出てしまうことが多いだけで、本当はとても優しい子なんだ」

			　領主が、俺に向けてフランの良いところをアピールし始める。

			　……手が出るというか、ファイヤーボールをぶつけられそうにもなったけど。

			　というより、フランは相当な男嫌いだ。

			　領主がどう言ったって、まずフランの方が結婚なんて認めないだろう。

			「本当に貰ってくれんかね……。相手がシキ殿なら、きっと上手くいくと思うんだよ」

			　領主は俺に縋(すが)るような声で呟(つぶや)いた。

			　……フランは顔は悪くない。それに、攻撃魔法も優秀で、領主の娘なんていう地位もある。

			　相手を探してまったく見つからない、ということはないだろう。

			　領主としては、規格外の治(ち)癒(ゆ)魔法の使い手である俺は、ある程度優良そうな物件に見えるのだろうが。でも、他を当たってほしい。

			「このままでは、本当に貰い手が……あの性格で行き遅れなどしたら、もう、どうすればいいのか……」

			　項垂れる領主の姿が、一回り小さく見えた。

			　

			　領主が「また話をさせてほしい」と言って部屋を去ってから、十数分後。

			　再度、部屋の扉が開かれた。

			「さっきは悪かったわね」

			　さっそく領主がまた来たのかと思えば、部屋に入って来たのはフランとセラだった。

			　フランは部屋にズンズンと入って来ると、俺の目の前に立った。

			　そして、視線を僅かに逸らしながら、口を開く。

			「命を助けられただけじゃなく、私が治めるはずの街まで救われたとあったなら……その、やぶさかじゃないわ」

			　なんだかそわそわとしながら、そんなことを言うフラン。

			　でも、ちょっと意味がよくわからない。

			　やぶさかではない？

			　それはどういう意味だろう。

			　……いや、さっきの領主の話から察するに、

			「もしかして、結婚の話か？」

			「ち、違うわよ！　ど、どうしてそうなるのよ!?」

			　違ったか。

			　まぁ、フランの性格を考えたらありえない。

			　でも、じゃあどういう意味だろう。

			「そ、その……また何かあったら、頼ってくれて構わないと、そう言ってるのよ」

			　フランが下を向きながら、そうつけ加えた。

			「まぁ！」

			　セラが、口元を押さえながら、とても嬉しそうな声をあげる。

			「た、ただ、私は領主の娘として、街を救われた借りを返さないのは、もやもやするっていうだけなんだから！　ほ、本当にそれだけよ！」

			　セラの声に反応するようにして、慌てだすフラン。

			　なんとなくわかった。

			　……多分これは、街を救われたことに恩を感じたフランの、精一杯の恩返しのようなものなんだろう。

			　でも、空回りしそうだ。

			　フランは直情的すぎるし、何かを頼んでも面倒なことになるイメージがある。

			　けれど、さすがにこのフランの精一杯の発言を受け止めてやらないほど、俺も捻くれてはいない。

			「まぁ、考えておくよ」

			　そう答えると、フランは安心したように胸に手を当てた。

			　俺が受け入れるかどうか、不安だったのかもしれない。そんなに不安なら、借りなんて無視してしまえばいいと思うんだけれど。

			　……俺に魔法を教えてくれた時も思ったが、本当に律義なことだ。

			　これで短気でさえなければ、貰い手もたくさんいるだろうに。

			　そんなことを考えていると、不意にセラが近づいてきた。

			「フランとの婚約も、考えておいてくださいね」

			「それはない」

			　さっきも領主と似たようなことを話していたせいか、ノータイムで反射的に答えてしまう。

			　でも、答えてから気づいた。

			　……フラン、今、目の前にいる。

			　やばい。

			「～～っ!?」

			　いくらなんでも、ノータイムで否定はまずかった。

			　フランだって、一応女性。

			　俺のことをなんとも思っていなくとも、プライドというものがあるだろう。

			　フランの顔が、どんどん紅(こう)潮(ちよう)していく。

			　この紅(こう)潮(ちよう)は間違いなく、照れとかそういう部類のものじゃない。

			　……怒りだ。

			　顔色だけで、フランの怒りのボルテージが上がっているのが、目に見えてわかってしまう。

			「こ、ここ、こっちこそお断りよ！！！」

			　そして、フランの顔の横から赤い光が生まれた。

			　無(む)詠(えい)唱(しよう)の、ファイヤーボール。

			　それが、石造りの床に叩きつけられたのだった。
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